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略語一覧 

略 語 英 文 和 文 

AIDS Acquired Immunodeficiency Syndrome エイズ（後天性免疫不全症候群）

ART Anti-Retroviral Therapy 抗レトロウイルス薬療法 

ARV Anti-Retroviral Drugs 抗レトロウイルス薬 

CATF Community AIDS Task Force 地域エイズタスクフォース 

CS Community School コミュニティスクール 

CSO Civil Society Organization 市民社会組織・団体 

DACA District AIDS Coordination Advisor 
郡エイズコーディネーションアド

バイザー 

DATF District AIDS Task Force 郡エイズタスクフォース 

DDCC 
District Development Coordination 

Committee 

郡開発調整委員会 

DHMT District Health Management Team 郡保健マネジメントチーム 

HBC Home Based Care 在宅ケア 

HIV Human Immunodeficiency Virus  ヒト免疫不全ウイルス 

IEC Information, Education and Communication 

情報・教育・コミュニケーション

活動（教育・啓発を目的とした活

動） 

IGA Income Generating Activity 収入向上活動 

JCC Joint Coordinating Committee 合同調整委員会 

JFY Japanese Fiscal Year 日本の会計年度 

JICA Japan International Cooperation Agency 独立行政法人国際協力機構 

JOCV Japan Overseas Cooperation Volunteers 青年海外協力隊 

M&E Monitoring and Evaluation モニタリング・評価 

M/M Minutes of Meetings 協議議事録 

NAC National HIV/AIDS/STI/TB Council 
国家 HIV/エイズ/性感染症/結核

評議会 

NARF National Activity Reporting Form�  国家エイズ活動報告用紙 

NASF National AIDS Strategic Framework 国家エイズ対策戦略枠組み 

NGO Nongovernmental Organization 非政府組織 

OVC Orphans and Vulnerable Children 遺児と弱い立場にある子どもたち

PATF Provincial AIDS Task Force2 州エイズタスクフォース 

                                            
1 付属資料の合同評価報告書と表記が異なるが、本表記が正しい 
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PACA Provincial AIDS Coordination Advisor 州エイズコーディネーションアド

バイザー 

PDM Project Design Matrix プロジェクト・デザイン・マトリ

クス 

PLHIV People Living with HIV HIV と共に生きる人々 

PO Plan of Operation 活動計画表 

SNDP Sixth National Development Plan 第 6 次国家開発計画 

STI Sexually Transmitted Infections 性感染症 

TB Tuberculosis 結核 

UNDP United Nations Development Programme 国連開発計画 

VCT Voluntary Counselling and Testing 自発的カウンセリング・検査 

WVZ World Vision Zambia ワールドビジョン・ザンビア 

ZMK Zambian Kwacha ザンビア・クワチャ（通貨） 

 

                                                                                                                                
2 同上 



II-3-3 
 

地図 
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写真 

Facing the Challenge とのインタビューの様子 松田隊員の巡回指導先インタビューの様子 

 

 

CATF 設立会議の様子                JCC の様子 

 

                     

     JCC 集合写真               並山隊員配属先インタビューの様子 
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プロジェクト概要（PDM version2 に基づく） 

対 象 国 ザンビア国 

案 件 名 チョングウェ郡コミュニティ HIV/AIDS 対策強化プロジェクト 

Strengthening the Community-based HIV/AIDS Response in Chongwe 

District 

実 施 期 間 2006 年 10 月 1 日～2011 年 9 月 30 日（5年間） 

合 意 文 書 署 名 2007 年 9 月 12 日（M/M 署名） 

対 象 地 域 ルサカ州チョングウェ郡 

裨 益 対 象 チョングウェ郡の人々（人口約 23 万人） 

協力相手先機関 チョングウェ郡エイズタスクフォース（DATF: District AIDS Task 

Force） 

運 営 実 施 体 制 ・ プロジェクトダイレクター：チョングウェ郡知事 

・ プロジェクトマネージャー：チョングウェ郡エイズコーディネーシ

ョンアドバイザー（DACA: District AIDS Coordination Advisor）

他スキームとの

関 連 

HIV/エイズ及び結核対策支援プログラム 

案件概要 

上 位 目 標 チョングウェ郡における HIV/エイズの減少 

プロジェクト目

標 

チョングウェ郡の人々のコミュニティにおける HIV/エイズ関連サービ

スへのアクセスが拡大する。 

アウトプット ① DATF 及び市民団体/組織（CSO: Civil Society Organization）の

HIV/エイズに関するモニタリング・評価能力が強化される。 

② CSO によって最低基準を満たした在宅/地域ケアが慢性疾患を抱え

た人々に対して提供される。 

③ HIV/エイズ関連サービスを提供している CSO の運営能力が強化さ

れる。 

④ 様々なアプローチ（リクリエーション、保健教育など）により、地

域レベルにおいて HIV/エイズに関連する情報が普及する。 

実施プロセス 

事 前 調 査 N/A 

J C C 2007 年 9 月 12 日（第 1回）、2008 年 9 月 18 日（第 2回）、2009 年 5 月

21 日（第 3回）、2010 年 4 月 9 日（第 4回）、2011 年 6 月 8 日（第 5回）

巡 回 指 導 調 査 N/A 

中 間 評 価 調 査 2009 年 5 月 11 日～21 日 

終了時評価調査 2011 年 5 月 23 日～6月 8日 
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第 1 章 評価調査の概要 

1-1. 調査団派遣の経緯と目的 

 

1-1-1. 調査団派遣の経緯 

青年海外協力隊事務局では、ボランティア要望調査の段階でプロジェクトチームとして

の活動を想定し、各ボランティアがプロジェクト目標や活動計画を共有して活動すること

を意図したボランティア・プロジェクト（VP）と呼ばれる派遣形態を実施している。同派

遣形態は、プロジェクト毎に先方政府との合意文書を交わすほか、プロジェクト・デザイ

ン・マトリックス(PDM)を採用する等、より技術協力プロジェクトに近似している。 

 現在、ザンビアを含む、エジプト、マラウイ、ラオスの 4カ国において実施中の VP に関

して先方政府との合同評価が 2011 年中に予定されていることから、個別のプロジェクト評

価に加え、VP 全体に対して一貫した評価を行うことを通じて、VP に関する共通の課題や教

訓を抽出し、今後の JICA プログラムにおけるボランティア事業の位置付けやプログラムの

運営に関して知見を取りまとめることが必要となっている。 

 

ザンビアで実施中の「チョングウェ郡コミュニティ HIV/エイズ対策支援強化プロジェク

ト」は、エイズ対策、青少年活動、村落開発普及員などの隊員を主な投入とした VP として、

「チョングウェ郡の人々のコミュニティにおける HIV/エイズ関連サービスへのアクセスが

拡大する」ことをプロジェクト目標として実施している。（詳細はプロジェクト概要参照） 

プロジェクト目標達成のため、隊員はチョングウェ郡内で HIV/エイズ関連サービスを提供

している市民社会組織・団体(Civil Society Organizations; CSOs)やコミュニティスクー

ル(Community School; CS)の巡回指導を行っている。 これまで HIV 予防啓発のためのス

ポーツイベントや、世界エイズデーのためのイベントや日々の巡回指導などの活動を通し

てアプローチした人数は約 1 万人にのぼる。また、プロジェクト開始当初、協力相手先機

関である郡エイズタスクフォース（District AIDS Task Force; DATF）は郡内の CSOｓ等の

情報を十分に把握できていなかったが、DATF の主要業務である郡内各種機関による HIV/エ

イズ関連サービスのモニタリングを効率よく実施するため、各機関の情報をまとめ

た”Chongwe HIV/AIDS Directory”を作成した。本資料は国家レベルの HIV/エイズに対す

る政策策定及びコーディネーションを担う国家 HIV/エイズ/性感染症/結核評議会

（National HIV/AIDS/STI/TB Council; NAC)や他ドナーから高い評価を得ている。 

しかし、中間評価においては DATF の主要な業務である国家エイズ活動報告用紙(National 

HIV/AIDS Reporting Form; NARF)の回収率が低いことが問題点として挙げられた。要因と

しては、カウンターパート機関である DATF 及びその下位組織である地域エイズタスクフォ

ース（Community AIDS Task Force; CATF）の人材不足、DATF とコミュニティ間での通信不

足や交通手段不足等が挙げられる。また、郡エイズコーディネーションアドバイザー
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（District AIDS Coordination Advisor; DACA）が不在の時期があり、種々の活動に影響

を与えた。 

 

1-1-2. 調査団派遣の目的 

（１）調査時点までのプロジェクト進捗を、PDM を元に確認し、実績評価、実施プロセス評

価及び評価 5 項目（妥当性、有効性、効率性、インパクト、持続性）の観点から評価を行

うとともに、今後のプロジェクト活動に対する提言を行う。 

 

（２）「エイズ対策」職種のあり方を検討する一助とする。 

 

1-2. 調査団構成 

（１）総括：中村浩孝（青年海外協力隊事務局 計画課兼海外業務調整課 企画役） 

（２）エイズ対策技術：山本太郎（長崎大学熱帯医学研究所教授） 

（３）評価分析：山田順子（コーエイ総合研究所 研究員） 

（４）協力企画：籠田綾（青年海外協力隊事務局 アフリカ・中東課 職員） 

 

1-3. 調査日程 

別添資料 1.を参照。 

 

1-4.  主要面談者 

別添資料 2.を参照。 

 

1-5 評価の方法 

本調査は、日本側及びザンビア側の合同評価として、「新 JICA 事業評価ガイドライン第 1

版」（2010 年 6 月）に基づき、①プロジェクト･デザイン･マトリックス（PDM : Project Design 

Matrix）に沿ってプロジェクトの現状把握・検証、②評価 5 項目（妥当性、有効性、効率

性、インパクト、持続性）に基づく分析、③総合評価及び提言･教訓の導出、の段階を踏ん

で実施した。本調査で使用した評価 5項目の定義は下表の通りである。 

 

表 1-5-1 評価 5 項目定義 

評価基準 定義 

1. 妥当性 プロジェクトと、ターゲットグループ・相手国・日本及び JICA の優先度なら

びに政策・方針との整合性の度合い。 

「プロジェクト目標」や「上位目標」が相手国及び受益者のニーズに合致し

ているか、相手国の政策及び日本の援助政策との整合性はあるか等を確認す
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る。 

2. 有効性 

 

プロジェクトの目標の達成度合いを測る尺度。 

「プロジェクト目標」はどの程度達成されているか、あるいは達成される見

込みがあるか、プロジェクトの「アウトプット」が「プロジェクト目標」達

成に貢献しているかどうかを確認する。 

3. 効率性 

 

「投入」に対する「アウトプット」（定性ならびに定量的）を測る。 

プロジェクトの活動が最も効率的な方法で行われたか、「投入」及び「活動」

が「アウトプット」の達成に有効に活用されているか等を確認する。 

4. インパクト 

 

プロジェクトの実施によって直接または間接的に、意図的または意図せずに

生じる、正・負の変化。プロジェクトが、地域社会・経済・環境ならびにそ

の他の開発の指標にもたらす主要な影響や効果を含む。 

5. 持続性 

 

プロジェクトによる支援が終了しても、プロジェクトによる便益が継続する

か、プロジェクトによって発現した効果が持続していく見込みがあるかどう

かを確認する。 

（出典:「新 JICA 事業評価ガイドライン第 1版」（2010 年 6 月）を参考に調査団作成） 

 

調査結果は「合同終了時評価調査報告書」として取りまとめ、2011 年 6 月 8 日に開催さ

れた合同調整委員会（JCC : Joint Coordinating Committee）において、別添資料 3. の協

議議事録（M/M : Minutes of Meetings）の一部として内容の確認、協議及び合意を経て、

署名された。 

本調査においては、まず、プロジェクト開始に際し締結された M/M（2007 年 9 月 12 日署

名）、PDM（version 1 : 2007 年 9 月 12 日署名 M/M 付属）、PDM（version 2 : 2009 年 5 月

21 日改訂）、フィールド調整員及び隊員報告書、JCC 議事録、その他関連資料から本プロジ

ェクトに関連する基本的な情報を入手した上で、具体的な調査項目を列挙した評価グリッ

ド（別添資料 4. 参照）を作成した。 

評価グリッドに従って、文献レビュー、協力隊員およびカウンターパート等に対する質

問票調査及びインタビュー、現場視察を実施し、データ・情報の収集及び分析を行った。

質問票調査、インタビュー、現場視察の対象は下表の通り。 

 

表 1-5-2 調査方法・対象・主な調査項目 

調査方法 調査対象 主な調査項目 
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質問票調査 協力隊員（5 名に配布、内 5 名が

回答） 

カウンターパート及び関係者（25

名に配布、内 17 名が回答） 

 活動進捗、アウトプット・プロジェ

クト目標・上位目標の達成状況（評

価 5項目関連事項） 

 プロジェクト実施プロセス 

 促進・阻害要因 

 正・負のインパクト 

インタビュ

ー 

派遣中協力隊員（4名） 

ボランティア調整員 

カウンターパート 

 活動進捗状況 

 プロジェクト実施の促進・阻害要因

 郡内のエイズ対策活動等の現状 

 ボランティア・プロジェクトの課題

等 

 今後の活動、方向性について 

市民団体（CSOｓ）  エイズ対策活動の状況 

 CSO の状況 

 プロジェクトに関する意見 

他ドナー（Peace Corps など）  エイズ対策領域での協力の状況 

 プロジェクトに関する意見 

現場視察 CSO  IGA 活動の状況 

コミュニティスクール  学校の状況 

 IGA 活動の状況 

医療機関（ヘルスセンター等）  エイズ関連サービス（検査・カウン

セリング、母子感染予防、検査室等）

の状況 
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第 2 章  評価結果 

2-1 投入実績 

2-1-1 ザンビア側投入実績 

(1) カウンターパート 

2011 年 6 月時点で、11 名が郡エイズタスクフォース（DATF: District AIDS Task Force）

メンバーとして配置されている。プロジェクトダイレクターはチョングウェ郡知事、プロ

ジェクトマネージャーは郡エイズコーディネーションアドバイザー（DACA: District AIDS 

Coordination Advisor）である。DATF メンバーの詳細は協議議事録（添付資料 3.）の Annex 

3 の通り。 

 

(2) 施設の提供 

ザンビア側からチョングウェ郡役所内にプロジェクト事務所が提供されている。 

 

(3) 業務費 

ザンビア側からは、プロジェクトに関連する業務費として、事務所借り上げ代（現在の事

務所に移転前）、電気・水道代等の支出があった。 

 

2-1-2 日本側投入実績 

(1) 協力隊員及びフィールド調整員・ボランティア調整員 

プロジェクト開始当初から 13 名の協力隊員（長期）、8名の短期隊員、2名のフィールド調

整員及び 1 名のボランティア調整員が派遣されている。派遣実績の詳細は協議議事録（添

付資料 3.）の Annex 4 及び 5を参照のこと。 

 

(2) 機材供与 

プリンター、机や椅子などの機材が日本側から供与されている。日本側供与機材の詳細は

協議議事録（添付資料 3.）の Annex 6 の通りである。 
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(3) 現地業務費 

日本側支出の現地業務費は、プロジェクト開始以降 2011 年 3 月時点までの累計で約 6,979

千円（410,588,011 ZMK）となっている。詳細は下表の通りである。 

 

表 2-1-1 現地業務費（ZMK） 

会計年

度 

項

目 

2006 2007 2008 2009 2010 2006-2010

合計 

活動費 
2,101,940 4,611,900 41,373,850 42,441,532 11,398,00

0 

101,927,22

2

運転手

給与 

8,997,920 35,934,92

0

44,895000 44,895000 44,895000 179,617,84

0

燃料代 4,000,000 30,000,00

0

30,000,000 30,000,000 35,042,94

9 

129,042,94

9

合計

（ZMK） 

15,099,86

0 

70,546,82

0

116,268,85

0

117,336,53

2

91,335,94

9 

410,588,01

1

（出所：プロジェクト提供データ） 

 

 

2-2 活動実績 

PDM（version 2）と照らし合わせて活動の進捗を確認した。各アウトプットの活動の実績

は各々以下の通りである。 

 

2-2-1 アウトプット 1の活動の実績 

本プロジェクトにおいて期待されるアウトプット 1は、以下の通り。 

 

アウトプット 1：DATF 及び市民団体/組織（CSO: Civil Society Organization）の HIV/

エイズに関するモニタリング・評価能力が強化される。 

 

そのために計画された活動及び本調査において確認された実績を下表に示す。 
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表 2-2-1 アウトプット 1 の活動実績 

活動 実績 

1-1 CSOに関するデータベースを構築し、

その情報をDATFメンバー、CSO、地域

の人々に配布する。 

 CSOデータベースを元に「チョングウェ郡HIV/

エイズダイレクトリー」を2008年に作成（第1

版）、2010年に改訂（第2版）を行った。 

 第1版は、ワールドビジョン・ザンビアと共同

で400部印刷。DATFメンバーやCSO、ヘルスセン

ター、酋長を通じて村長らに配布された。 

 第2版は、1000部印刷。全国9州の州エイズコー

ディネーションアドバイザー（Provincial 

AIDS Coordination Advisor:PACA）、72郡の

DACA、学校、ヘルスセンター、DATFメンバー、

CSO、村長らに配布された。 

1-2 上記データベースを年に一度更新す

る。 

 データベースは2008年に作成後、2010年に更

新。2011年中に更新が予定されている。 

1-3 CSOに対して国家エイズ活動報告用紙

（NARF: National Activity Reporting 

Form）に係るオリエンテーションを実

施する 

 隊員がCSOを巡回する際に、個別にNARFに関す

る説明を行ってきた。 

 2011年5月以降、CATF: Community AIDS Task 

Forceの設立が進められている。その際の設立

会議において、NARFに関するオリエンテーショ

ンが行われている。 

1-4 CSOがNARFを正確に記入し、適切なタ

イミングで提出できるように支援す

る。 

 隊員がNARFの配布・回収を支援してきた。さら

に、個々のCSOに対して、NARFの記入について

も支援を行った。 

 しかし、隊員が支援したCSOの数は限られてい

る。 

（出所：プロジェクト提供データ） 

 

上記に示すように、アウトプット１の主な活動は CSO データベース作成・更新と NARF 報

告に関する活動である。 

 

(1) CSO データベース 

プロジェクトにより、CSO データベースが構築され、それを元に 2008 年 5 月「チョング

ウェ郡 HIV/エイズダイレクトリー」（第 1版）が作成され、2010 年に第 2版が作成された。

ダイレクトリーは、DAFT が郡内のエイズ対策に関わる CSO を調整し、効果的なエイズ対策

を進めていくことを目的に作成された。ダイレクトリーは、DATF メンバー、CSO、酋長、村
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長、関係機関などに対して配布された。質問票調査やインタビューの結果、ダイレクトリ

ーはエイズ対策を実施している CSO に関する情報を掲載しており、DATF が郡内のエイズ対

策に関する活動を調整するための一助となっていることが確認された。 

 

さらに、村長やヘルスセンターなどへ配布されたダイレクトリーを通じて、地域の人々

に対して CSO に関する情報を提供することも目的とされていた。しかしながら、本調査で

はヘルスセンターにおいてダイレクトリーが活用されているという事実を確認することが

できなかった。 

 

CSO データベースの更新については、2008 年のデータベース構築以降 2010 年に 1度行わ

れた。2011 年は、現在進行中の CATF 設立が終了した後にデータベース更新が行われる予定

である。DACA によれば、CATF 設立会議を通じて、現在のデータベース上にある CSO 以外に

も多数の CSO が確認されており、CSO 数はかなり増加する見込みとのことである。 

 

(2) NARF 報告 

 プロジェクトにより NARF が配布・回収され、NARF に基づく活動データの報告状況が改善

されてきた。これまで DATF から直接 CSO に対して NARF が配布・回収されており、隊員が

一連のプロセスを支援してきた。しかしながら、プロジェクトの支援により直接配布・回

収できる CSO が限られていることが課題となっている。 

 

この課題を解決するために、2011 年35 月以降、CATF の設立が進められており4、2011 年 6

月 1 日現在で 9つの CATF が設立されている。最終的には CATF は計 19 設立される予定であ

る。CATF 設立後は、CATF が管轄地域の CSO への NARF 配布・回収、回収された NARF の DATF

提出を担当する。 

 

DATF から PATF への報告については、四半期ごとに DACA が郡レベルの NARF を取り纏め、

PACA（Provincial AIDS Coordination Advisor）に報告している。報告内容も適切である

ことが確認された。さらに、チョングウェ郡においては自発的に「四半期 DATF 報告書」の

作成も行っており、報告書は郡開発調整委員会（District Development Coordination 

Committee; DDCC）、郡知事、州エイズタスクフォース（Provincial AIDS Task Force; PATF）

/NAC に提出されている。 

 

                                            
3 付属資料の合同評価報告書と数値が異なるが、本数値が正しい。 

4 2011 年 5 月以前に CATF は 7 つ設立されていたが、今回は設立済みの 7 に対しても最初から設立の手順を踏

むとのこと。 
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2-2-2 アウトプット 2の活動の実績 

本プロジェクトにおいて期待されるアウトプット 2は、以下の通り。 

 

アウトプット 2：CSO によって最低基準を満たした在宅/地域ケアが慢性疾患を抱えた人々

に対して提供される。 

 

アウトプット 2 は、在宅ケア（HBC: Home-based Care）団体が最低基準を満たしたケア

を提供できるようになることを目的としている。プロジェクトでは最低基準のケアに関す

るワークショップを 2008 年と 2010 年の 2 度開催し、6 団体から計 43 名のケア提供者に対

して研修を実施した。当初の予定では、年 1度ワークショップを開催する予定であったが、

予定通りに開催されなかった。関係者へのインタビューの結果、抗レトロウイルス薬によ

る治療の進展により、寝たきりの患者数が減ってきており、それに伴って在宅ケアの意義

や役割自体が変化してきていることが明らかとなった。 

 

本調査では、3団体（Facing the Challenge、Shisholeka HBC 及び Nyabombwe HBC）を訪

問し、活動状況についてのインタビューを行った。各団体同様の課題を抱えており、移動

手段（自転車やバイクなど）がなく遠隔地のクライアントの訪問が困難であること、在宅

ケアキット（基礎医薬品、石鹸など）や運営費がないことなどが課題として挙げられた。

保健省から供給される在宅ケアキットについては、団体への供給が行われていない状況で

あった。クライアントはヘルスセンターの保健委員会（neighbourhood health committee）

や陽性者支援団体などを通じてリファーされてくるとのことであった。 

 

また、在宅ケアに関する課題として、現在、郡内において活動中の在宅ケア団体がどこ

に何団体あるのか、その情報が把握されておらず、在宅ケア団体の現況について調べる必

要があるとの意見があった。 

 

ワークショップ開催以外に、プロジェクトでは在宅ケア団体の活動に対する支援を行っ

てきた。具体的には、活動計画策定、収入向上活動（Income Generating Activity; IGA）、

他団体への視察の企画実施等に対する支援である。 

 

本調査において確認された活動の実績を下表に示す。 
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表 2-2-2 アウトプット 2 の活動実績 

活動 実績 

2-1 在宅/地域ケアの最低基準に係

るワークショップを実施する。

 2度ワークショップ開催（2008年8月及び2010年6月）

 6団体から計43名のケア提供者が研修受講 

 

第 1 回ワークショップ（2008 年 8 月 25-29 日） 

No HBC 団体  参加者

数 

1 Facing the Challeng    

2 Nyabombwe Home Based Care 5 

3 Kapete Community Grac Ca e 4 

4 Bimb  Home Based Care 3 

5 Matafwali Village Support 

Group 

5 

合計  2 

 

第 2 回ワークショップ（2010 年 5 月 31 日-6 月 6 日）

No HBC 団体 参加者

数 

1 Facing the Challenge 12 

2 Shisholeka HBC. 9 

Total 21 

2-2 協力隊員が在宅ケア団体を定

期的に訪問し、活動を支援す

る。 

 協力隊員は定期訪問により、団体の活動を様々な側

面から支援してきた。 

 現在、ダイレクトリー第2版に掲載されている34の在

宅ケア団体のうち5団体を支援している。 

（出所：プロジェクト提供データ） 

 

 

2-2-3 アウトプット 3 の活動の実績 

本プロジェクトにおいて期待されるアウトプット 3は、以下の通り。 

 

アウトプット 3：HIV/エイズ関連サービスを提供している CSO の運営能力が強化される。

 

本調査時に隊員が直接支援を行っている CSO は 105団体（コミュニティスクール 4校を含

む）であった。これまで隊員は定期的な訪問により、CSO への技術的支援を行ってきた。 

                                            
5 付属資料の合同評価報告書と数値が異なるが、本数値が正しい。 
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コミュニティスクールにおいては、遺児と弱い立場に置かれた子どもたち（OVC）の健や

かな成長のための支援を行ってきた。さらに、CSO では IGA がプロジェクトの支援により実

施された。しかしながら、多くの IGA は、隊員からの支援の終了後、継続されていないこ

とが確認された。また、インタビュー回答者の中には、団体の運営能力が弱いため IGA の

みならずその他の活動についても継続していくことは困難であると答えた者もいた。 

 

また、プロジェクトは CSO 同士が互いの経験から学び、新しい知識や技術を得ることを

目的に、エクスチェンジビジットを企画し、実施の支援を行ってきた。例えば、2009 年 10

月には Chainda Support Group が Chunyunyu Support Group を訪問し、養蜂の技術を学ん

だ。 

 

表 2-2-3 2011 年 4 月時点でプロジェクトの支援を受けている CSO 

No. CSO 活動の種類 

1 Facing the Challenge IGA, HBC 

2 Chainda Support Group IGA 

3 Matafwali Village Support 

Group 

HBC 

4 Nyabombwe Home Based Care HBC 

5 Shisholeka Home Based Care HBC 

6 Chiyota Home Based Care HBC 

7 Kanakantapa Home Based Care HBC 

8 Siyala Community School 体育、リクリエーション活動 

9 Kalungula Community School 体育、リクリエーション活動 

10 Kampekete Community School 体育、リクリエーション活動、IGA (養鶏、養豚、

養蜂) 

（出所：プロジェクト提供データ） 

本調査において確認された実績を下表に示す。 

 

表 2-2-4 アウトプット 3 の活動実績 

活動 実績 

3-1 対象CSOにおけるIGAの可能性に関

する調査を行う。 

 短期隊員によって2ヶ月間（2006年12月～2007年2

月）にわたり3団体におけるIGAの状況について調

査が行われた。 

3-2 CSOに対しIGAに係る技術の提供や

支援を行う。 

 隊員はCSOに対してIGAの支援を行ってきた。 

 実施されたIGAは、養蜂、養豚、野菜づくり、ハガ

キ作成、洋裁などである。 

3-3 CSO及びCSの運営を支援する。  CSOではIGAマネジメントに係る帳簿管理などの技
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活動 実績 

術支援を行った。 

 CSでは、体育、レクリエーション、健康教育、図

工、数学、英語など幅広い活動の支援を行った。

 在宅ケア団体への支援については活動2-2を参照。

3-4 グッドプラクティスや教訓を共有

することを目的に、チョングウェ

郡内外において相互に学び合う機

会を促進する。 

 隊員がエクスチェンジビジットの企画・実施を支

援した。 

（出所：プロジェクト提供データ） 

 

 

2-2-4 アウトプット 4の活動の実績 

本プロジェクトにおいて期待されるアウトプット 4は、以下の通り。 

 

アウトプット 4：様々なアプローチ（リクリエーション、保健教育など）により、地域レ

ベルにおいて HIV/エイズに関連する情報が普及する。 

 

 プロジェクトは DATF のイベント（世界エイズデーや VCT デーなど）への支援を行うと共

にコミュニティスクールなどでのスポーツイベントなどのイベント開催を通じて、地域レ

ベルでの HIV/エイズに関連する情報の普及、啓発に関する活動を行ってきた。 

 

本調査において確認された実績を下表に示す。 

 

表 2-2-5 アウトプット 4 の活動実績 

活動 実績 

4-1 HIV/エイズ関連情報のIECマテリ

アルの作成・印刷・配布を行う。

 2007年に短期隊員が、リーフレット「HIV/エイズ

と結核に関する基本情報」を作成、現地語のニャ

ンジャ語およびソリ語に翻訳した。800部がUNDP

のマイクロファイナンスプロジェクトに参加して

いた女性グループのメンバーに対して配布され

た。しかし、それ以降に印刷・配布は行われてい

ない。 

 コンドームの使い方に関する説明用紙が作成さ

れ、コンドームと一緒に配布された。 
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活動 実績 

4-2 様々な活動（スポーツ、リクリエ

ーション活動、健康教育など）を

通して、CSOやCSにおいてHIV/エイ

ズ関連情報を提供する。 

 主にコミュニティスクールにおいて、隊員が健康

教育やスポーツイベントなどの機会にHIV関連の

情報を提供した。 

4-3 DATF/CSO/CSのHIV/エイズ関連イ

ベント（世界エイズデー、VCT週間

など）の実施を支援する。 

 隊員はフィールド調整員と共に世界エイズデーな

どDATFのイベントへの支援を行った。支援の内容

は、事前の宣伝や移動手段（車両）提供等である。

 隊員はCSにおいてスポーツイベントなどを開催し

た。 

 2009年8～9月に、短期隊員が啓発活動を支援した。

キャンペーンは計8回、Kankumbaルーラルヘルスセ

ンターなど東部地域で実施された。約1,300人が参

加し、そのうち580人がHIV検査・カウンセリング

サービスを受けた。 

（出所：プロジェクト提供データ） 

 

2-3 アウトプット達成状況 

アウトプットの達成状況を PDM（version 2）に照らし合わせて確認した。その結果は次

の通りである。 

 

2-3-1 アウトプット 1 

CSO データベースの構築・更新、NARF 報告データの取り纏め、四半期報告書の作成等と

通じて、DATF のモニタリング・評価能力が強化されてきた。 

 

一方、CSOについては、隊員が支援したCSO数が限られていることもあり、モニタリング・

評価能力の強化の程度は限定的である。移動範囲や人的資源が限られていることもあり、

遠隔地におけるNARFの配布・回収は大きな課題の一つである。プロジェクトのデータによ

ると、NARFの配布率は地域によって大きな差があり、中部は54％であるのに対し遠隔地で

ある東部は0％という結果になっている。現在、この課題を解決するため、CATFがNARFの配

布・回収を行い、保健局や農業局など、既存のラインを使って、DATFへの提出をできない

か調整中である。 
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表 2-3-1 アウトプット 1 の達成状況 

アウトプット 1：DATF 及び CSO の HIV/エイズに関するモニタリング・評価能力が強化され

る。 

指標 達成状況 

1-1. CSOデータベースが定期的に

更新される。 

 CSOデータベースを元に「チョングウェ郡HIV/エ

イズダイレクトリー」が2008年（400部）と2010

年（1,000部）が作成された。 

 CSOデータベースの更新およびダイレクトリー

第3版の作成が2011年度中に行われる予定であ

る。 

1-2. CSOから正しく適切に記入さ

れたNARFが遅滞なく適時に

提出される。 

 プロジェクトによりNARFの配布・回収が行われ

た。配布・回収状況は以下の通り。 

 

表：NARF の配布・回収状況 

年 四半

期 

期間 配布数 回収数 回収率

2008 Q1 1-3 月 NA 30 NA 

Q2 4-6 月 NA 21 NA 

Q3 7-9 月 NA 11 NA 

Q4 10-12

月 

NA 16 NA 

 NA 78 NA 

2009 Q1 1-3 月 NA 29 NA 

Q2 4-6 月 35 26 74% 

Q3 7-9 月 34 25 74% 

Q4 10-12

月 

34 26 76% 

 NA 106 NA 

2010 Q1 1-3 月 33 22 67% 

Q2 4-6 月 32 17 53% 

Q3 7-9 月 

35 26 74% Q4 10-12

月 

 100 65 65% 

2011 Q1 1-3 月 46 35 76% 

1-3. DAFTが正しく適切に記入さ

れたNARFが遅滞なく適時に

PATFに提出する。 

 DACAがCSOから回収されたNARFのデータを取り

纏め、PATFへ四半期ごとに提出した。 

 

 

 



II-3-20 
 

2-3-2 アウトプット 2 

在宅/地域ケアの最低基準はザンビアの国家最低基準（2007 年 6 月）に準拠している。プ

ロジェクトでは 2度ワークショップを開催し、計 43 名のケア提供者が参加した。 

 

在宅ケア団体が実際に最低基準を用いているかは団体の活動の実際について調査を行う

必要があるが、そのような調査は行われておらず、しかも在宅ケア団体の数さえ把握され

ていない状況である。したがって、本調査ではアウトプット 2 の達成度を評価することは

できなかった。 

 

表 2-3-2 アウトプット 2 の達成状況 

アウトプット 2：CSO によって最低基準を満たした在宅/地域ケアが慢性疾患を抱えた人々に対

して提供される。 

指標 達成状況 

2-1. 地域/在宅ケアの最低基準に準拠し

ているCSOの数 

 計6団体が最低基準に関するトレーニングを

受けた。 

2-3-3 アウトプット 3 

2011 年 6 月現在、2009 年 6 月以降プロジェクトの支援を受けた CSO 累計は 30 団体であ

る。しかしながら、PDM の指標である支援した団体の数は、CSO の運営能力を評価するもの

ではないことに留意すべきである。 

プロジェクトでは多職種の隊員が様々な領域において支援を行ってきた。具体的には、

IGA、洋裁、家畜飼育などである。コミュニティスクールでは、生徒である OVC と教師への

支援を行ってきた。これらの活動は運営能力向上というよりは、むしろ OVC の健全な育成

に貢献するものであった。 

また、CSO や CS はドナーなど外部からの支援に依存しており、支援終了後は活動の継続

が困難で効果を維持できないことが確認された。具体的には、支援の終了に伴い、IGA の終

了や教師や生徒の出席率の低下などの事例が見られた。これらのことから、IGA への支援だ

けでは CSO の運営能力強化は図れないことが確認された。 

 

表 2-3-3 アウトプット 3 の達成状況 

アウトプット 3：HIV/エイズ関連サービスを提供している CSO の運営能力が強化される。 

指標 達成状況 
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アウトプット 3：HIV/エイズ関連サービスを提供している CSO の運営能力が強化される。 

指標 達成状況 

3-1. 協力隊員が支援したCSO及びCSの数  プロジェクトの支援を受けた累積CSO数は以

下の通り。 

 

表：プロジェクトによって支援を受けた CSO

プロジェクトの

支援を受けたCSO

数 

時期 

21 2009 年 6 月 

30 2010 年 6 月 

30 2011 年 4 月 

 

2-3-4 アウトプット 4 

アウトプット 4 は、チョングウェ郡の人々に対して HIV 関連の情報を普及することを目

的に、CS でのスポーツデーの開催などを行ってきた。スポーツデーでは、スポーツイベン

トと同時に VCT サービスを提供するなど、より多くの人の関心を惹くような方法でイベン

トを実施し、下記に示すように多くの人々が参加した。 

 

表 2-3-4 アウトプット 4 の達成状況 

アウトプット 4：様々なアプローチ（リクリエーション、保健教育など）により、地域レベル

において HIV/エイズに関連する情報が普及する。 

指標 達成状況 

4-1. CSOと協力隊員によって開催された

イベント（授業、ワークショップ、

会議など）の回数 

 計13回イベントが開催され、1,694人以上の

参加者がイベントに参加した。 
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2-4 実施プロセス 

2-4-1 活動の進捗・コミュニケーション等 

 全プロジェクト期間に対する活動計画が策定されておらず、活動が当初予定通りに進捗

しているか否かの判断は出来なかった。実際には、計画は毎月立てられており、アウトプ

ット 1 と 4 については DATF のアクションプランに、アウトプット 2、3 及び 4 については

隊員ごとの計画により活動が実施されてきた。しかしながら、DACA が不在であった 2010 年

7 月から 10 月の期間は、プロジェクト活動実施に支障を来していた。 

2009 年 5 月に中間評価調査が実施され、PDM が改訂された。JCC も毎年開催されてきた。

また、隊員と調整員との間で月次会議が開催されており、主に調整員を通じて DACA や DATF

側とコミュニケーションが取られてきた。結果として、隊員と DACA の間で直接のコミュニ

ケーションが十分取られなかったため、2011 年 2 月以降は月次会議に DACA も参加するよう

になり、コミュニケーションの状況は改善されつつある。 

 

2-4-3 促進要因 

プロジェクトの効果を促進する主要な要因は以下の通り。 

(1) HIV に対する差別・偏見の軽減 

質問票への回答者の多くが、HIV への差別・偏見が軽減しており、そのことによりプロジ

ェクト活動の実施が促進されたと回答している。 

 

2-4-4 阻害要因 

プロジェクトの実施に影響を及ぼす阻害要因は以下の通り。 

(1) DATF の人材不足 

DACA の契約終了に伴い、DACA の職位が 2010 年 7 月から 10 月の期間、不在となった。そ

の期間、プロジェクト活動に遅滞が生じた。結果として、CATF 設立の開始も遅れることと

なった。 

(2) 活動地域の限定 

チョングウェ郡はザンビア国内でも第 2 に面積が広い郡でもあり、非常に広大であるた

め、プロジェクトでは全範囲をカバーすることは困難であった。 

(3) ドナーの援助終了 

大半の CSO がドナーからの支援の終了に伴い、活動の継続が困難となっていた。CS の場

合は、学校給食プログラムの終了により、OVC や教師の出席率が低下するなど活動への支障

が生じていた。 
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2-5 評価 5 項目による評価結果 

 

本調査における評価 5項目による評価結果は以下の通り。 

 

2-5-1 妥当性 

ザンビア国及び受益者のニーズ、ザンビア国の政策及び日本の援助政策に照らし合わせ

て、プロジェクト実施の妥当性は高いと判断される。 

 

(1) ザンビア国の政策・戦略との整合性 

エイズ対策はザンビア国政府の重要課題の一つである。国家中期開発計画である「第 6

次国家開発計画 2011-2015（SNDP: Sixth National Development Plan）」では、HIV/エイズ

はザンビア国の社会経済的発展の達成のための重要な横断的課題の一つとして掲げられて

いる。包括的な長期計画「Vision 2030」と SNDP のもとに策定された「国家エイズ対策戦

略枠組み 2011-2015（NASF: National AIDS Strategic Framework）」では、NAC の下部組織

の強化を含む国家エイズ対策の調整及びマネジメントを優先領域として位置付けており、

DATF 強化を目指すプロジェクトの方向性と整合している。 

(2) 日本の援助政策・戦略との整合性 

エイズ対策は日本の対ザンビア国の援助政策・戦略において重要課題とされている。具

体的には、プロジェクトは、日本の対ザンビア国事業展開計画（2009 年 10 月）において、

援助重点分野「費用対効果の高い保健医療サービスの充実」の開発課題「HIV/エイズ等感

染症対策」の中の「HIV/エイズ及び結核対策支援プログラム」に位置づけられている。 

 

(3) 受益者（チョングウェ郡の住民）のニーズ 

チョングウェ郡は国内で最も高い HIV 感染率であるルサカ州の中の一郡である。さらに、

国内の主要幹線道路（Great East Road）沿いに位置しているため、HIV 住民が感染のリス

クに晒される可能性が高い。したがって、地域における HIV 対策のニーズは非常に高い。 

 

プロジェクトは郡レベルでは DACA への支援を通じた DATF 支援を行っており、地域レベ

ルでは CSO を直接支援している。郡内で提供されている HIV/エイズ関連のサービス（予防、

服薬支援、在宅ケア、陽性者や遺児と弱い立場にある子どもたち（Orphans and Vulnerable 

Children; OVC）支援など）の大半を CSO が担っている状況である。その CSO の活動を DATF

が調整している。さらに、プロジェクトは多職種からなる隊員の活動にマルチセクトラル

な HIV 対策に貢献してきた。 
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2-5-2 有効性 

下表に示された通り、プロジェクト目標へ向けた量的部分での進捗が確認された。PDM

（version 2）では、HIV 関連サービスは、治療以外のサービス、つまり HIV と共に生きる

人々への支援（HBC や IGA）、VCT、OVC へのケア・サポート、情報の提供・啓発などと定義

されている。2011 年 4 月時点において、プロジェクトにより 507 回の訪問が行われており、

10,939 人が HIV 関連のサービスを受けている。しかしながら、プロジェクト活動はチョン

グウェ郡中心部で主に行われてきたことに留意すべきである。 

 

指標 2 に関しては、受益者の満足度に関するデータが得られなかったため、質的な部分

でのプロジェクト目標の達成状況を確認することはできなかった。ただし、プロジェクト

活動により CSO とヘルスセンターの間の連携が強化されるなど、プロジェクトにより、受

益者の生活の質が向上してきたということが、DATF メンバーの共通認識であった。 

 

表 2-5-1 プロジェクト目標の達成状況 

プロジェクト目標：チョングウェ郡の人々のコミュニティにおける HIV/エイズ関連サービ

スへのアクセスが拡大する。 

指標 達成状況（2011 年 4 月時点） 

1. HIV/エイズ関連サービ

スにアクセスした人数 

 2011 年 4月時点でプロジェクトにより 507回の訪問が

行われており、10,939 人が HIV 関連のサービスを受け

た。 

 

表：訪問回数及び受益者数 

訪問回数 受益者数 時期 

71 937 2009 年 6 月 

（ベースライン）

215 3,390 2010 年 6 月 

507 10,939 2011 年 4 月 

（出所：プロジェクト提供データ） 

 

2. 受益者の満足度  

 データなし（ベースライン調査は実施されず） 

 

 

プロジェクト目標達成における主な促進・阻害要因は以下の通りである。 

 HIV に対する差別・偏見の軽減 

質問票調査から、HIV に対する差別・偏見が減少してきていることを多くの回答者が指

摘していた。その結果、プロジェクト活動へのチョングウェ郡の人々の参加が促進さ

れるなど、プロジェクト目標の達成を促進した可能性がある。 
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 他ドナーからの援助の終了 

大半の CSO がドナーからの支援終了により、活動の継続に影響が出ていた。CS の場合

は、学校給食プログラムなど外部からの支援終了に伴い、生徒（OVC）と教師の出席率

が下がるなど、活動に支障を来していた。 

2-5-3 効率性 

全ての投入は活動実施のために適切に活用されていた。しかしながら、プロジェクト全

体期間に対する活動計画が存在しないこと、またアウトプットなどに対する指標目標値が

設定されていないことなどから、効率性を評価することは出来なかった。効率性を促進し

た要因と阻害した要因は以下のように指摘された。 

(1) 阻害要因 

 DATF における人的・財政的資源の制約 

通常のプロジェクト活動を隊員と一緒に実施する人員として、フルタイムで雇用され

ているスタッフが DACA1 名という現状であり、人的体制には課題がある。また、計画

されている全ての活動を全郡で行うだけの予算も不足している。 

 両国側の限られた投入と広大なプロジェクト地域 

前述の通りチョングウェ郡は国内で 2 番目に大きい郡である。したがって、常にプロ

ジェクト地域である郡全体をカバーして活動を行うことはできなかった。加えて、NAC

からの予算は郡の面積や人口などによらず各郡に対して一律に分配されている。その

ため、予算は不足している。しかしながら、このような状況において、また双方から

の限られた人的・財政的資源の制約の中で、プロジェクトでは最大限の努力（東部で

の啓発・VCT サービス活動、CATF 設立など）により出来る限りの範囲をカバーしてき

た。 

 

(2) 促進要因 

 関係者間の連携 

プロジェクトは他のパートナーと連携を図ってきた。例えば、ダイレクトリーの印刷

に際しては、ワールドビジョン・ザンビアと共同出資を行った。このような関係者と

の連携や協力により、プロジェクトの効率性が高まった。 

 

 

2-5-4 インパクト 

上位目標「郡における HIV/エイズの減少」については、プロジェクト終了後 3～5年以内

に達成されるかどうかの判断はできなかった。主な理由としては、プロジェクト以外の要

因が大きいこと、そして、上位目標の指標であるチョングウェ郡の HIV 感染率のデータが
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入手できないことが挙げられる。 

 

その他の正のインパクト、負のインパクトは以下の通り。 

(1) 正のインパクト 

 CSO の中にはマネジメントの重要性を認識する団体も確認された。インタビューでは、

団体の活動を維持していくためにはマネジメントが重要であると回答する団体のメン

バーが存在した。また、CSO のメンバーの活動に対する取り組み方が変化したという報

告もあった。 

 プロジェクト活動を通じて、DATF と CSO の間の関係性が強化された。隊員が現場で収

集した情報を DATF メンバーに伝えることにより、DATF メンバーが現場の状況を知り、

対策を立てるために貢献したと考えられる。 

 

(2) 負のインパクト 

負のインパクトは確認されなかった。 

 

 

2-5-5 持続性 

ザンビア政府のコミットメント及び DACA のモニタリング・評価能力という技術的側面に

おける持続性は見込まれる。しかし、持続性に関する課題として、DACA の活動の継続に対

する DATF の財政及び人材に関する課題が挙げられる。 

 

(1) 制度・組織的側面 

 ザンビア政府には、マルチセクトラル及び地方分権化されたエイズ対策に対する明確

な政策や戦略があり、プロジェクト終了後もそれらの政策及び戦略は継続されていく

見込みである。 

 プロジェクト活動は DATF レベルと CSO レベルで実施されてきた。DATF レベルでは、フ

ルタイムの専属スタッフは DACA1 名であるため、プロジェクト活動を継続していくた

めの人的体制には課題がある。また、DACA は契約ベースで雇用されているため、課題

は多い。一方、CSO レベルでは、メンバーは無給のボランティアであり、活動への参加

も個人の自発性に基づいているため、組織的な体制は脆弱である。 

 

(2) 財政的側面 

 現在の DATF の予算状況では、全郡をカバーするような活動を実施することは難しい状

況である。その原因として、郡の状況（面積、人口数や密度など）を反映して予算が

分配されていないという問題がある。 
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 CSO では、メンバーに対して給与は支払われておらず、メンバーはボランティアとして

活動を行っている。彼らがコミットメントをし続ければ、彼らの出来る範囲で活動が

継続されていく可能性がある。しかしながら、活動を継続していくためには、CSO は予

算獲得の能力を強化していく必要がある。 

 

(3) 技術的側面 

 DACA のモニタリング・評価能力は強化された。現任の DACA が継続して勤務すれば、プ

ロジェクトの効果は持続していく見込みがある。いずれにせよ、持続性のための戦略

を策定する必要がある。 

 CSO レベルにおいては、プロジェクトの支援を受けた CSO メンバーの能力はある程度強

化されたと考えられる。活動の継続については、支援を受けた CSO メンバーから他の

メンバーへの技術移転や情報共有の度合い、また CSO 全体のマネジメント状況に影響

されると思われる。活動を継続していくためには、継続的なモニタリングとスーパー

ビジョンが必要である。 

 

第 3 章 結論及び教訓・提言 

3-1 評価結果総括 

(1) 裨益者数の増加という意味において、プロジェクトは、PDM の日本側投入として派遣さ

れた個々のボランティアの活動を通してプロジェクト目標の達成に向けた進捗を示した。

また、派遣された個々の隊員（長期・短期）は、出口の見え難い環境において自らの活動

の意義を自問自答しつつも、それぞれの役割を全うしてきた。 

(2) エイズ対策活動フォームの配布・回収に関し、チョングウェ郡から提出されるフォー

ムがルサカ州のその他の郡のものに比して質が高く（正しく記入されている）、四半期報告

書も怠りなく提出されている、との国家エイズ対策諮問委員会州担当者の弁からは、本プ

ロジェクトがチョングェ郡のザンビア側関係者にとって促進剤となっていることが分かる。

また、エイズ対策関連の市民団体/組織の情報を冊子（Directory）に取り纏め、ワールド

ビジョン・ザンビア等の他団体とのコストシェアによって改訂版が発行されていることか

らも、ザンビア側のモニタリング能力強化に向けた進展が見られたが、能力向上の程度に

ついてはベースライン・データが存在しないため不明であった。また、各ヘルスセンター

のレベルでの冊子の活用の仕方に課題が見られた。 

(3) プロジェクト設計時には、家で寝たきりの陽性患者数が相応に存在したことから在宅

ケア（HBC）の重要性が叫ばれていたが、効果の高い治療薬（ARV）の登場によって多くの

患者が動けるようになるなど、HIV /エイズ対策の活動を取り巻く環境がこの数年で劇的に

変化している。しかしながら、そのような現場環境の変化に伴った PDM の見直しは行われ

ず、従前の在宅ケアの概念の延長線上に本プロジェクトが立脚し続けたため、プロジェク
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ト活動としての『在宅ケア団体が提供するサービスの質の担保』における『質の担保』に

どの程度本プロジェクトが寄与したのかは疑問なしとしない。 

(4) エイズ対策関連の市民団体の発意も踏まえ、養蜂、ポストカード作成、養豚、マッシ

ュルーム栽培等を通じた収入向上活動を支援するため、『エイズ対策』のみならず『青少年

活動』、『手工芸』、『家畜飼育』のボランティアが派遣された。養蜂やマッシュルーム栽培

の市場価値は低くないものの、事前の市場調査がどの程度行われているのか不明な点も多

く、市民団体による資金管理能力の問題も表面化し、依然、試行錯誤を繰り返している。 

(5) コミュニティに対するエイズ予防啓発を目的としたリーフレットを国連開発計画

（United Nations Development Programme; UNDP のマイクロファイナンス事業を通じて作

成したり、コミュニティスクールでの『health』や『sports』の授業においてエイズ対策

情報を提供したり、イベント等の開催を通じてコミュニティに対する啓発活動は着実に行

われた。 

(6) 本プロジェクトのザンビア側カウンターパート機関はザンビア議会制定法によって

2002 年に設置された国家エイズ諮問委員会であり、エイズ対策に関するマルチセクトラル

な取り組みを一義的に調整する機関である（政策等の実施機関ではない）。保健省等の関連

ライン省庁との風通しは決して良いとは言えず、組織内の意思決定プロセスや指揮命令系

統にも脆弱さが見られた。 

 

3-2 提言 

(1) 活動中のデータの入手と整理 

 ボランティア活動の成果（Outcome）の定義づけについては議論の余地があるものの、『○

○を行った。』だけではなく、『その活動の結果、何（誰）がどうなったのか。』についても

説明できるよう日頃から必要なデータを収集する習慣を身につけるべく、全てのプロジェ

クト関係者の意識醸成を図る。PDM の指標を以て明確に示されている場合もあるが、本プロ

ジェクトのように曖昧なケースも多いため、指標に見合ったデータ収集を最初から活動の

１つに組み込むことで、派遣されるボランティアとザンビア側関係者の双方がその目的を

共有しつつ活動することが可能となる。収集以上に重要なデータの整理や分析の仕方につ

いてはボランティア主導になることも容易に想定しうるが、カウンターパート主導で進め

なければボランティア依存を助長するだけなので留意が必要である。 

(2) 活動地域の絞込み 

 本プロジェクトの活動地域はザンビア側との協議を踏まえて決定されたものではあるが、

たった１台の四輪車輌のみで岐阜県ほどのエリア（10,500 平方キロメートル6、片道約

                                            
6 DISTRICT PLANNING UNIT, “Chongwe District Profile”, p.1 

(http://www.lga-zambia.org.zm/LGAZ%20Information/LGAZ%20Materials/Council%20Contributions%201-08/2008

-12%20Chongwe%20District%20Profile.pdf) 2011 年 8 月 24 日アクセス 
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200km）をカバーすることは極めて困難であり、ボランティアによる二輪車移動距離の制約

が 30km 程度であることも踏まえると、派遣されたボランティアの活動（移動）可能エリア

においてできることを最大限実施することが重要である。そのようなボランティアの活動

を補完し、より成果を高める意味において四輪車輌の投入が活きるようなプロジェクト運

営が求められる。 

(3) プロジェクト経費の管理 

日本側投入としての支出された事業費は、５年間で約 7,000 千円であり、その内訳は活動

経費：1,700 千円（25％）、ドライバー傭上費：3,100 千円（44％）、車輌燃料費：2,200 千

円（31％）であった。活動経費と車両燃料代の一部については、事務所経費から支出され

たものもあることから、これらの活動経費に関しては、然るべく説明できるように、実施

及びモニタリング体制を構築しておく必要がある。 

 

3-3 教訓 

(1) 明確な目標と明確な指標の設定 

プロジェクト目標はザンビア側の強い意向（施策）を踏まえたものであり、技プロレベル

でしばしば表現される『HIV/エイズ関連サービスへのアクセスが拡大する』という漠とし

たプロジェクト目標は、結果として広範な活動を必要とし、多様な日本側投入（要請職種）

を生み出したものの、各ボランティア－JICA－ザンビア側関係者のそれぞれが思い描くプ

ロジェクト像に乖離をもたらし、求心力の低下を招いた。また、計画通りに派遣人材が確

保できない可能性や、確保された人材のキャパシティに幅があるとした予断を以て PDM の

指標そのものも曖昧に設定したことは、評価のみならず、プロジェクトの適切な進捗管理

をも困難なものとした。専門家のように初めから明確なＴＯＲが与えられていないボラン

ティアに対しては明確なプロジェクト目標が極めて重要であり、評価やモニタリングの視

点から明確な指標の設定がクリティカルであることは論を待たない。 

(2) プロジェクトの規模設定（活動地域） 

 PDM を一目しただけでも『規模が過大』であることは明確である。加えて、3-2(2)でも述

べた通り本プロジェクトの対象地域が岐阜県ほどのエリアのため、ボランティアによる二

輪車移動距離の制約が 30km 程度であることを踏まえると現実的ではない。プロジェクト用

四輪車輌は主として 30km 以上離れた活動地への移動用に調達されたものと想定するが、活

動用に十分活用されているとは言い切れないことから、二輪車を貸与されたボランティア

が活動できるエリアを基本とし、それらの現実的な組み合わせを以て活動地域を設定する

必要がある。 

(3) PDM の修正とボランティア派遣 

 プロジェクトを取り巻く環境の変化に応じて PDM を柔軟に修正する必要があることは言

うまでもないが、プロジェクトのアウトプットに１対１対応した投入としてボランティア

派遣を位置付けてしまうと、ボランティア派遣の要請から派遣（着任）まで１年から 1 年
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半を要するため、PDM の活動を修正（投入も修正）したときには、既に、従前の PDM に組み

込まれた活動を期待されたボランティアが合格しているリスクが残る。ついては、PDM の柔

軟な修正を必須としつつも、その時点で確保されているボランティアの活動内容にも留意

することが必要である。 

(4) 収入向上支援活動のリスク 

プロジェクト活動『エイズ対策に関わる市民団体のマネジメント能力強化』については、

感染者やその家族からなる団体/組織の収入向上支援を通じた団体/組織のマネジメント能

力の強化を企図したものであり、コミュニティ・エンパワメントの観点からも当然視され

がちな活動ではあった。しかしながら、ザンビアの多くの村落住民が『公金』や『共有財

産』の扱い方に不慣れであろうことに鑑みれば、着任後間もないボランティアに、団体/組

織の共同体としての能力や結束力を見極めさせることなく、グラミン銀行に端を発する援

助スキームとして一時の流行となったマイクロファイナンス的収入向上支援を期待するこ

とについて、事務局や在外事務所はより慎重な検討が求められる。 

(5) カウンターパート機関の見極め 

エイズ対策やジェンダー等、マルチセクトラルなイシューの活動を調整する機関は、ライ

ン省庁とは別に制定・設置されるケースが多く、末端での各セクター活動に対する責任や

権限が不明瞭になることも多いため、個別かプロジェクトかを問わず、カウンターパート

機関としての妥当性を十分に見極める必要がある。 

 

3-4 エイズ対策について 

（１）ザンビアにおけるエイズ現況 

本調査では、VP に派遣された隊員のほか、ザ国で活動中のエイズ対策隊員、及びエイズ

対策関連隊員7の活動状況調査を実施した。本調査では、既述の通り、本 VP 開始時の 2005

年当時と比較し、在宅ケアの役割が変化しつつあるなどの現状を確認できた。主な確認事

項は以下の通り。 

・ ザンビアにおけるＨＩＶ新規感染率は、ピークを過ぎ、やや減少傾向にあるものの、世

界的に見れば、依然、高い水準にある。 

・ 一方、世界基金からの資金等もあり、ザンビアにおけるエイズ患者の治療は、過去数年

で大きく改善した。 

・ その結果、かつては、エイズのための入院患者で溢れていた病院に、エイズのために入

院する患者は激減した。結果、家庭内でのケアを必要とするエイズ患者数も減少した。 

・ ザンビアで活動するピースコーはこれまで HIV/エイズ対策プログラムにボランティア

を派遣していたが、2009 年より HIV/エイズ対策プログラムを廃止し、HIV/エイズを全

                                            
7 青年海外協力隊事務局では、『エイズ対策』職種以外の職種で派遣され、エイズに関わる活動を行う隊員を『エ

イズ対策関連隊員』としている。 



II-3-31 
 

てのプログラムにメインストリーミング化した。それに伴い、ザンビア派遣中の全ボラ

ンティアのうち約半数が HIV/エイズ関連の活動をしているという。HIV/エイズ関連の活

動を行うボランティアは、それぞれの活動を通して HIV/エイズに関する共通データを担

当者に報告することとなった。 

 

（２）エイズ対策職種について 

 HIV/エイズ対策は、HIV に関する研究成果や援助の動向によって重点分野が変化しやすい

ことから、世界的な動向と、各国でのニーズを把握し、ボランティアを戦略的に派遣する

必要がある。現在、エイズ対策支援委員会を中心にエイズ対策職種のあり方の検討が行わ

れているが、本調査より、検討にあたり次の点を考慮する必要があると言える。 

・ エイズ対策（関連）隊員の要請内容の変化 

 在宅ケアのあり方は、エイズ患者支援から、非感染症の患者のケアに移行しつつあるた

め、エイズ対策隊員に対する在宅ケア支援の要請が減少する可能性がある。一方で、新規

HIV 感染率の大幅な減少は見られていないことから、ARV の需要は今後伸びていくと予想さ

れる。アフリカの多くの国において ARV は援助によって無償で配布されているものの、需

要の伸びはその国の財政を圧迫することから、HIV 感染予防の重要性が改めて認識されるこ

ともありうる。また、ARV は継続的に服薬する必要があることから、コミュニティにおける

服薬指導に対する要請の割合が増えることも想定される。 

・ HIV/エイズのメインストリーム化 

HIV/エイズは分野横断的な課題であり、現在もエイズ対策隊員に限らず、青少年活動、

看護師、感染症対策、野菜栽培など他職種で派遣されエイズ対策に関わる隊員も多く存在

することから、同課題のメインストリーム化も検討の余地があると思われる。 
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調査日程 

期間：2011 年 5 月 21 日（土）～6月 11 日（土）（22 日間） 

No 月日 時刻 山田団員 中村団長・山本団員・籠田団員 

1 
5 月 21

日 
土 

12:50 
ルサカ着（SA062） 

  

2 
5 月 22

日 
日 

 
質問票回答など資料整理 

3 
5 月 23

日 
月 

09:15 

10:00 

15:30 

JICA 事務所表敬 

調整員との打合せ 

NAC（M&E 担当）聴き取り 

4 
5 月 24

日 
火 

09:00 

15:30 

18:00 

濱田専門家聴き取り 

VSO（HIV 担当）聴き取り 

松久所員（保健担当）聴き取り 

5 
5 月 25

日 
水 

 （ザンビア祝日）資料整理・報告書案

作成 

6 
5 月 26

日 
木 

08:00 

09:30 

11:30 

15:00 

ルサカ発 

DACA 聴き取り 

Shiyala コミュニティスクール視察・イ

ンタビュー 

Peace Corps 聴き取り 

7 
5 月 27

日 
金 

08:00 

09:30 

11:00 

13:30 

14:15 

16:30 

ルサカ発 

陽性者団体（FTC）活動現場視察 

FTC 聴き取り 

郡保健マネジメントチーム（HIV 担当）

聴き取り 

教育担当者聴き取り 

CSO（Flame）視察 

8 
5 月 28

日 
土 

 
資料整理・報告書案作成 

9 
5 月 29

日 
日 

 
資料整理・報告書案作成 

10 
5 月 30

日 
月 

08:00 

11:30 

ルサカ発 

CATF 設立ミーティング視察（Lukoshi 

ward） 



 

11 
5 月 31

日 
火 

07:00 

09:50 

11:00 

14:20 

ルサカ発 

Shisholeka 在宅ケア団体聴き取り 

Chainda 在宅ケア団体聴き取り 

Nyabombwe 在宅ケア団体聴き取り 

12 
6 月 1

日 
水 

09:00 

10:00 

13:20 

14:20 

ルサカ発 

Kampekete コミュニティスクール視

察・聴き取り 

Micro Bankers Trust 聴き取り 

プロジェクト会議（隊員・調整員・C/P

参加） 

13 
6 月 2

日 
木 

午前 評価レポート案作成等 12:50 ルサカ着（SA062） 

16:00 

16:30 

JICA 事務所表敬 

団内打合せ 

14 
6 月 3

日 
金 

08:00 

10:20 

11:00 

12:45 

14:50 

16:00 

ルサカ発 

郡保健マネジメントチーム及びチョングウェクリニック視察・聴き取り 

FTC 聴き取り 

Kampekete コミュニティスクール視察・聴き取り 

SHIMA プロジェクト・石川専門家聴き取り 

隊員との話し合い 

15 
6 月 4

日 
土 

 
団内打合せ・M/M 及び報告書案作成 

16 
6 月 5

日 
日 

 
団内打合せ・M/M 及び報告書案作成 

17 
6 月 6

日 
月 

10：00 

14:30 

16:00 

DATF メンバーとの協議 

郡知事表敬及び協議 

Shisholeka 在宅ケア団体聴き取り 

18 
6 月 7

日 
火 

09:00 

午後 

ルサカ州 PATF（M&E 担当）聴き取り 

団内打合せ・M/M 及び報告書作成 

19 
6 月 8

日 
水 

09:00 

15:00 

JCC（調査結果報告・M/M 署名） 

隊員活動先視察・聴き取り（原寛典（22-4、エイズ対策）、ブワフワノ（NGO)）

20 
6 月 9

日 
木 

8：30 

10:30 

12:00 

14:30 

隊員活動先視察・聴き取り（坂田律子（21-4、青少年活動）、ゴッド・アワ・

ホープ（NGO）） 

同上 （並山晃子（22-4、エイズ対策）、ファミリーヘルストラスト（NGO））

JICA 事務所報告 

在ザンビア日本大使館報告 

21 6 月 10 金 07:15 ルサカ発（SA067） 



 

日 18:35 （中村団長、籠田団員）リーブルビル着（SA086） 

22 
6 月 11

日 
土 

- 
20:15 （山本団員・山田団員）成田着（SA7138） 
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主要面談者 

 

＜ザンビア側＞ 

Japhen Mwakalombe District Commissioner, District Administration 

Henry Kapyata  Acting TB/HIV Coordinator, District Health Management Team 

Anthony Kazembe  Education Office 

Tresphor Chanda  Education Office 

 

Osward Mulenga  Director M&E and Research, National HIV/AIDS/STI/TB Council 

Gibson Mizinga  Provincial M&E Officer, Provincial AIDS Task Force 

 

Kenneth Munkombwe RAISA Programme Officer, HIV&AIDS, VSO Zambia 

Jo Musonda  HIV/AIDS Programme Manager, Peace Corps 

 

Nevy Elina Mwale  Shiyala Community School 

Sunny Simuyemba  Facing the Challenge 

Mr. Malunga  Shisholeka HBC 

Betty Habulembe  Nurse Midwife, Chainda Rural Health Center 

Chibesa Chowa  Coordinator, Nyabombwe HBC 

 

＜日本側＞ 

在ザンビア日本大使館 

江川明夫   特命全権大使 

山中恵子   一等書記官 

遠藤智夏   経済協力調整員 

 

JICA ザンビア事務所 

鍋屋史朗   所長 

松久逸平   所員 

飯野徳太郎   企画調査員（ボランティア） 

 

青年海外協力隊 

・VP 隊員 

伊井野美和   エイズ対策（隊次 21－1） 

阿部あゆみ   家畜飼育（隊次 21－2） 



 

加藤隆博   青少年活動（隊次 21－3） 

石川渚    村落開発（隊次 22－3） 

松田亜裕美   エイズ対策（隊次 22－2） 

・ザンビア国派遣エイズ対策関連隊員 

坂田律子                 青少年活動（隊次 21-4） 

並山晃子                 エイズ対策（隊次 22-4） 

原寛典                   エイズ対策（隊次 22-4） 

技術協力プロジェクト等専門家 

石川尚子  HIV/エイズケアサービス管理展開プロジェクトプロジェクト専

門家 

濱田直美  HIV/エイズ及び結核対策プログラム・コーディネーター（個別

専門家） 
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DISlRICT AIDS TASK FORCE 
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DISlRICT DEVELOPMENT COORDINATION COl¥品征TEE
ON 

STRENGTHENING THE COl¥品侃別IT予BASEDlllV/AIDS RESPONSE IN 

α王ONGWEDISlRICT 

ηle Japanese Tenninal Evaluation Teanl (hereinafter r，改訂edtoぉ "theTeanl")， organized by 

the Japan Intemational C∞peration Agency (h巴reinafterref加巴dω ぉ“瓦CA")and headed by Mr. 

Hiro匂kaNAKAMURA， visiも:ed血巴RepublicofZambia from May 21 to June 10，2011 to conduct a 

Tem血alEvaluation ofS帥ngthening也巴Comm国語ty-Based団 V/AIDSR，巴叩onsein Chongwe District 

(hereina伽 referredto as市 eProject") based on the Project Design Ma凶x(hereinafter re:fi巴町edωas

"PDM") adopted on July 16，2009. 

During也巴 evaluationperi吋，出eTeanl ass岱 sedthe pe曲>llnance，Inlplementation and 

acluevemen也 of也巴 Projectsince its ∞mmencem巴ntin October 2006 by児市川崎 documents，

interviewing relevant individuals飢 dobserving吐leP吋巴ctac柱、IIties.Also社le11伺 m飢 dauthorities 

∞iliαmedofth，巴Republicof Zambia (hereinafter re:fi巴:rredto as旬。血sides勺hada series of discussions 

and exchanged views on也eP吋ect

As a result ofthe discussions， both sides agr回 dupcnせlema壮巴rsreferredωm世1巴JointTem古lal

Evaluation Repcrt a伽chedhereto. 

直
拍:Japhen MWAKALOl¥佃E

Dis説ctConnnissioner 

Chongwe District 

Lusaka Province 

Republic of Zambia 

Lusaka， June 8， 2011 

ゆっぱラfG発
Mr.凶愉kaN雌 品 卸RA 八 t

Leader 

Tem也lalEval悶乱on11鉛 m

Japan Intemational Coope湖 .tionAgency

Japan 



A1TACHED DOCUMENT 

1. Introduction 

The Chongwe Dis比tAIDS Task Force (DATF) under the Dis吋 tDevelopment Coordination Committ田 ρDCC)h出

been implementing出eStren併記凶19the Comm叩 ity呂田吋回VlAIDSRespo四 inChon伊 District(the Proj田t)in 

∞ope田tionwitll世leJ叩叩IntemationalC∞'pe悶tionAgency (JICA) for血eperiod of自veσ)y'目指仇mOctober1て2∞6

to September 30， 2011. The Japan Over吉田sC∞'pe悶.tion¥ゐlun岡田(JOCV)and由err∞unterpar色havebeen implementing 

血eP刈配tacti判甘田

2. Tenninal Evaluation 

The加minaleval回 tionw宙開凶edoutinac∞r吐町田w1白血eProjectD田ignM泊 ix(pDM)唱団ion2 datedJuly 16，2009. 

Bo出Z置nbianand];中国自esid出品目白edthe achievement of acti吋ties田 dOutpu白血de四i田Itedthe ove悶Ilachievemen包.

百官目印Itoftheevaluation w田 d田crib<対h世leJoint Tem由国1Evaluation Report at句ched田 Appendix1 

3. Summary ofEvaluation 

百le悶 :ultof evaluation by世lefive criteria is田 f01l0ws:

1) Relevan田

ThePrひuectis rel酌叩tto血en田dsofthe p回plein Chongwe District叩 dof血e白屯.etpopulぽiOILIt is also in line with the 

回 Vpolici田 ofZambiaas we1l as Japan's development翻 is匂n田 polici田

2) Effectiven田S

The Project has b<記:n makinga~胸dyprogress towards血eachiev，叩lentofP吋田tP山po盟 intem1S ofthenumberofp田ple

ha'吋ngac悶 sto enh血 田d皿V叩 Ja凶田町田s.As of April20日，ato凶 of507 visi!s to CSOs we閃 madeby白 volun岡田

田 d10，939戸oplebenefited from the HI平間M吋 servic田

3)E鑑ciency

It is difficult to由 時sthee伍cie即 ydue to a lack ofPl皿 of匂e副叩forthe entire Project阿 iodandq田:nti刷 ve国getfor

indicators. The Team con宣nnedthe諸国19thsfor ef!iciency include collaboration血 dc∞rdination aJ110ng all the 

stakeholders (e.岳∞且s凶出gfur CSO directory)官官 challengl田 includelimited hum血血d白田lcial肥田U出国 atDATF

おrthe Project in1plemen阻tion.

4)ln1pact 

羽田主翻∞uldnot judge 叫lether世le0四国IlG田1will be achieved wi血h出問 tofive y'曲目 after世lepj吋叫百le

iden姐.edpositive in1μぬ include1)陪∞伊itionof the in1po陶n田 ofmanagement In some CSOs血 d2)訪 問 斜lened

M由呂田betweenDATFandCSOs 

5りS出匂inab出句F

Sustainability is positive inもem1Sof the Govemment of Zambia's∞，mmitment and is relatively positive in tenns of tlle 

M&E capacity of DACA. Financial叩 do伊凶zationals田帥abilityof DATFゐrDACA's activity is one of tlle main 

challen伊

冴が

伝p



4. Conclusious 

TheProj創出印pportedtl1e multis駒 田Iand d開削Iized日V向。田ein Chon伊 eDis甘icttl1fOl巴)1the路加回目的

DA1下叫CSOS.As a resul~ the Project has made a臨時q田 nti凶 veprogr田 s10wards the励 ievementof出eProj田t

Pwpo担:， ''PI田 plein the project site have inc悶 sed都民田 toenhanced HIV/AIDS叩 la凶 servic田 h世1e∞mmunity".In 

tenns of quality of servic田，世1eTeam ∞uld not ∞nfinn吐1eq田Iityof田rvicesbeca国e出e措 wasno survey data on the 

田tisfactionofbene五ciari田.Howeve巳theDA1下membe目配knowledge白at血epj吋配th出∞n回buted10由eimprovement 

oftheq凶 lityof担金ofthe beneficiari田

Them田nachievem自由 of証1eActivities include the development ofCSO directory，加1p町四mentofNARF回portinιand

∞ntinuo出 andvario山田si岡田国10田 meCSOs.

5. R配 ommendations

1)8田 ngthening主umanand financial悶悶U町 田 inDATF

It is obvious白atDバI下play血 加po由民rolein coo!Uination of s包keholdersin世田di由主tHowever， it still b出血e

problems in bo出 bumanand linancial resources for DACA's rou加eactivities官官 districtsituation， e.g. the 

population and四国size，sbould be匂keninto∞nside悶白onto aJJ∞ate the budget to DAIF. For the hum血陀5Ource，

the position ofDACA sbould be∞∞pied∞田制lyin吐盟国叩onsibilityofNAC/DDCCの'ATFand臨 i伊ねfffor

multiple五mctionswhicb DACA is n田dedto fulfill. Su伍cientbudgets from NAC are al50 n田 dedforit

2)R町長田iVof workshop on minimn四 standards(Activity2-1) 

As stated in 也ep記、~o国 S配tion， the cl祖ng田 ofthes∞iety叩 d血esitualion surrounding印 V時制rethe 耐 e脳 tionof 

HBCiおelfand the role ofHBC groups百E田島町 iftheProj配tp凶sto 0氾anizea workshop on minin山口由n伽吋島出e

T田m悶 ommends古田ttocl剖命世len出 dsofHBC organizatio出血d也eirclients，釦d∞，nsultl四plecon田 med.

3) To make the most nse of e対sting悶 on町田e.g.IECm聴取Is

Oneof血eProject acti吋甘田isto develop IEC matetials (Ac制 ty4-I).白，nsidetingthe血ct佃 tthe陀 haveb田nanwnberof

IEC materials develo戸din the∞田町;the Proj配 tbas to benefit伽m出eexisting IEC matetials befo田 developingtheir 

own.RI田 O国℃田forIEC have to be mobilised at NAC and DATF levels. 

4)F.配dbackanddis担 mina世onofinformation to CSOS throngh CATFs (M&E) 

沼田 Proj田thas made e低血 toirnprove M&E by disttibuting and coll，即位19NARF. In addition to the e宜or包，間叫包 of

NARFrepo国ngbavetobe食材 backed to CSOsめroughCA官 's.Also， other kinds of infonnation sucb田 informationon 

白e白ndsavailable to CSOS should be pro吋dedtoCSOs

6. 1島田国Leamt

1)Proc悶 ofM&Eat DATF level 

ThePr吋ectfoc田 edon capacity b凶ldingおrM&EofDA1下 回dfo凹 d由eimportan田 ofCA1下for的 improvem田1tof 

M&Ein由edi剣 ctM&En出dsc∞pe悶，tionwi血∞mmuniti田 10coll民tda包音。m白eground level.τbe陪fore，it is be抗er

to由民W池田技ingup of CATF to build an M&E system and streng!hening tbeir capacity I.e. development ofCSO directory 

after CATF fonnation. 

2) Involvement of stakeholde四

百1epr呼出tinvolved all世田 s凶ceholde目 such田 ch田[s，village beadmen， Cbongwe DHMT， NGOs出roughDATF to 

irnplement the Prq田tactivities (e.g冊。靭n凶tionofVCT day，∞託sharingfor publisbing CSO dir百 tory).Involvement 

ofall the羽 keboldersis thus a key to irnplement activities effi民tivelyand efficiently in the∞mmunity level 

Appendix 1: JointTenninal Evaluation Repo託

掃討 ヲ字/



APPENDIX1 

Joint Terminal Evaluation Report 

Strengthening the Community嗣 basedHIV/AIDS Response 

in Chongwe District 

府

October 2006 -September 2011 

District AIDS Task Force 

Chongwe District， Lusaka Province 
Republic of Zambia 

AND 

Japan Overseas Cooperation Volunteers 

Japan International Cooperation Agency 

Japan 

June 8，2011 

φ/ 



Table of Contents 

Table of Contents...……"“・H ・H ・.......・M ・.......…………H ・H ・...・H ・......・H ・....................・H ・-…山........…i

List of Annexes ..山“…....…..“…..日…..….“…..岡"山..山..…咽..“.“山.“..….日…..…...…...…...…..日.山..…..目.“…..…....….“…..“…..“…...…..“…...“…"…...….胃日…..…n.'….日…..…...…...…...…..“…..“…...….刷M…..…....…..….圃“….“…圃“…..“山圃....・................ii 

List of Abbreviations and Acronyms …"……………....・H ・....……........…・H ・H ・....u...……・iii

1. Introduction .....…..............・H ・....….....・H ・...............................・H ・H ・............・H ・-…..，・H ・...・M ・........1

1.1 Background and Objectives ofthe Evaluation.....………..................・H ・....….1

1.2 Evaluation Participants ……........……...........………..............・.........…............1

1.3巨valuationSchedule...山山...・H ・.........・H ・M ・M ・……H ・H ・..........・-…・・・....・-・山..........・M ・...2

1.4 Method of Evaluation ..・H ・-………・……"…...・H ・-…..........・M ・.........・a・...“......・.....・H ・..2

1.5 Criteria of Evaluation ……"……......................………一一一一…H ・H ・..…・"・・“.....3

2. Outline of the Project..・...・H ・H ・....・H ・-……………H ・H ・-…...................・-………........…H ・H ・-・・4

2.1 Summary of the Project………............……………......・...・H ・..…......・-…………4

3. Achievements and Implementation Process………........................…………...............5 

3.1lnputs……............………………......・-……......................・H ・-…........……..........5

3.2 Achievement of Activities ........・H ・-……....................…H ・M ・-…………“.............6

3.3 Results ofOutputs....….......・……・H ・H ・.............………“・……...............・H ・-…...11

3.4 Implemen匂tionProcess………H ・H ・-…......・....・...........・H ・...............……..，・H ・....14

4. Evaluation by Five Criteria ....一一H ・a・..…................・H ・.......................“......…・……....・H ・....15

4.1 Relevance.・山山..........・H ・........・H ・......・...............・H ・...・H ・....・M ・......・・・.....・M ・.....・H ・H ・...15

4.2E仔'ectiveness.....・H ・-…....山"山"・………....・H ・-…"・..........…......・H ・...・H ・..................16

4.3 Efficiency一一…………....・H ・..........................・H ・.......・.，.・H ・.......・-…・......・-…........17

4.4Impact..…………........................…............................・H ・-…日H ・H ・-‘"……........・・.17

4.5Sus匂inability………….......・H ・-……................................・H ・.......................・M ・...18

5. Conclusions ……・山…一一…・........…....・……日................“一....・H ・.........・"・・...........・山........19

6. Recommendations and Lessons Learnt.....・.............…......・H ・-…......・.........…........…..19

6.1 Recommendations …………………H ・H ・-……………H ・H ・z………“........・-…..19

6.2 Lessons Learnt ...……......・.......・....・H ・.............・H ・....・H ・H ・H ・...........................・H ・..19

恥
宇佐/



List of Annexes 

Annex 1 

Annex2 

Annex3 

Annex4 

Annex5 

Annex6 

ぽ日

PDM (version 2) 

Schedule of the Terminal Evaluation 

List of DATF Members (as of June 2011) 

List of Japanese Volunteers and Coordinators 

List of Japanese Volunteers and Coordinators (2) 

List of Equipment (Japanese Side) 

11 

~ 



List of Abbreviations and Acronyms 

AIDS Acquired Immunodeficiency Syndrome 

ART Anti-Retroviral Therapy 

ARV Anti-Retroviral Drugs 

CS Community School 

CSO Civil Society Organization 

DACA District AIDS Coordination Advisor 

DATF District AI DS T ask Force 

DDCC District Development Coordination Commitlee 

DHMT District Health Management Team 

HBC Home Based Care 

HIV Human Immunodeficiency Virus 

IEC Infonnation， Education and Communication 

IGA Income Generating Activity 
JCC Joint Coordinating Committee 

JFY Japanese Fiscal Year 
JICA Jap呂nIntemational Cooperation Agency 

JOCV Japan Overseas Cooperation Volunt巴e陪

M&巳 Monttoring and Evaluation 

M/M Minutes of Meetings 

NAC National HIV/AIDS/STIITB Council 

NARF National AIDS Council Activity Reporting Fonn 

NASF National AIDS Strategic Framework 

NGO Nongovemmental Organization 

OVC Orphans and Vulnerable Children 

PATF Province AIDS Task Fonω 
PDM Project Design Matrix 

PLHIV People Living wtth HIV 

PO Plan of Operation 

SNDP Sixth National Development Plan 

STI Sexually Transmitled Infections 

TB Tuberculosis 
UNDP United Nations Development Programme 

VCT VOluntary Counselling and Testing 

vwz World Vision Zambia 

ZMK Zambian Kwacha 

司ヅ 111 

~レ



1. Introduction 

1.1 Background and Objectives of the Evaluation 

The Chongwe District AIDS Task Force (DATF) under the Dis1rict Development Coordination Committ白

ρDCC) launched and has国間dout世田 jointPr句ect， namely the缶四gthening也eCommunity-Based 

服V/ AIDS Response in Chongwe Dis1rict (the Project) in coope回tionwi血世田JapanIntemational C∞peration 

Agency (JICA) for血eperiod of自ve(5) y'回路音omOctober 1て2006ωSeptember30，2011， in which the Jap血

Ove四郎C∞perationVol削間百(JOCV)刷出位 制 胸 中 出havesha問dam司jorresponsibility. 

百leobjectives ofthe tenninal eva1uation are出 follows:

1) To examine the implementation p町田ss副ldthe achievement level of each project activity， Outpu包血dthe

ProjectPu中O田 ofthe Project 

2) To eva1uate the overa11 achievement of the Proj田 tby m田nsof the five eva1uation criteria (relevance， 

effi出世ven田 s，efficiency， impact皿 dSl凶ainability)based on the PDMσ吋ectD田 ignMa伯x)(version 2) 

(Annex 1). 

3) To 問、~ew叩danalyze evaluation results in order to draw lessons learτlt and to make recommendations 

4) To prepare the JointTenninal Evaluation Report and the Minutes ofM出血gsφ仙の.

1.2 Evaluation Participants 

DATF田 dJTCA fonned a joint evaluation team ∞mposed of represen加!ivesfrom bo血 sides.111e evaluation 

team members are listed below. 

Table 1: Ust of Evaluation Team Members: 

Zambian Side: 

Name Position， Organisation 

Ms. Lucia BANDA NKAUSU Dis廿ictAIDSCoordinationAdvisorρIACA)，DA:τ下

Japanese Side: 

Name D田ignation Position， Organisation 

Mr.Hiro白kaNAKAMURA Lead町
Advisor， Coordination for Ove四回sA位田 Division， S回目白riat
of Japanese 0四回開sC∞perationVolun阪田，JICA

Dr. Taro YAMAMOTO Expert Pro免田町;lnstitn胞 ofTropica1Medicine， Nag出品aU凶唱団ity

Ms.AyaKAGOTA 
Evaluation 鼠aff， A創caand Middle East Division， Secretariat of Jap田

Planning Ove自由sC∞perationVol叩岡田，JICA

Ms. Junko YAMADA 
Evaluation 

Consultant， K.RI Intemationa1 Co中
Analysis 
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1.3 Eval uation Schedule 

刀leTenninal Evaluation was conducted企omMay 23 to June 8， 2011. The de句iledschedule is shown in Annex 

2. 

1.4 Method of Evaluation 

百追及nninalEvaluation was∞nducted wilh出efollowing steps: 

1) Achievemenおofthe Project were assessed based on the PDM (ve四ion2).百盟国sultsof the Outpu包 and也e

Pr，母国tP山posewere analyzed vis-a-vis the Verifiable Indicators of PDM百leInpu白血dActivities were 

eval聞記din comparison with the plan and the田sultsof出eOutpほs.

2) Con1ributing阻 din1μdingfactorsω血eachievement of出eProj配 twe問 analyzedby reviewing出eproj配 t

design and project in1plementation pr'∞白色

3) 百ledesign， in1plementation pro由民 andoutcomes of the Proj田twere analyzed from the viewpoints of the 

五veevaluation cIIte巾:relev，血ce，e古田tiveness，ef五ciency，in1pact and s凶包inability.

4) R'田ommendationsfor the Project for世田記mainingperiod we児島nnulated.Also lessons lean1t from廿le

Proj田twere developed. 

Both qu組 拘 白羽田dqualitative dね were∞II郎副血dutiliz.ed for analysis. Data ∞Uection methods used by 

the Te.an1 were as follows: 

1) Document review; 

2) Qu回世onnairesurvey to the counte中紅白:， lhe Japane田 volunt問時間dvolunt民主∞01寸inators;

Z虹nbi剖1∞ロnterpar包:25 counterparts， of which 17 responded 

Jap血lesevolunt，由自由signedto the Proj田t:five (5) volunt由民ofwhichfive (5)陪 sponded

3) Key infonnant interviews: 

4) Site visits: 

行てを

Z田nbi血 counterp紅白 oftheProject i.e. DATF members 

Civil S∞ietyOr伊帥tion(，白O)me油田

Representatives from the related organ四 tions

Japan田 evolunt問時間dcoord泊a旬r出 signedto由eProject.

CSOs 

Community schools 

IGA(In∞me GeneratingActivity) sites 

Health centers etc. 

2 
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1.5 Criteria of Evalua甘on

Theda匂叩dinformation coUected through above mentioned methods we悶 analysedand evaluated based on the 

five evaluation criteria described below. 

Table2: D田 criptionof Five Evaluation Cri担 問

Evaluation Criteria Description 

1. Relevance The extent to which the Project is suited加出epriorities釦 dpolici，田 ofthe阻rgetgroup，血e
Govemm田tofZ四 bia阻dJa戸n
Relevance of由eProj田tis問viewedby出evalidity of the pr司j副Purpo白血d血.eOve団且

Goal in四∞dn出nEe白tio弔ne叫tp血opu血laeHporoLk田iewseolf l aIshe wiG血o也veernJmapeannt 吉o田fsZisa白m血bia and the needs of the 
COunl仕yana rne tafget popUlanon， as well as Wlrn rne Japan's asSIS阻ncepolicy to Zambia 

2. EfTectiven田S Ame凪 ureof血，eex回lt伯which也eProjectat臨泊S出 obj目白ves.
E自主ctivenessis出器ssedby ex館凶ningthe extent to、IIluch由eProj田th田 achievedits I 
目R。qlleeeettmpuzxpmo田seー，血dcIar均in呂how白eOutpu臼have∞n凶buted伯 theachievement of the 

3. E日iciency E缶ci叩cyml間町田自eOu中略，quaIi肌 ve叩dquan拘担ve，in relation to the Inp臨
E伍d閉じyof世田町司防tis analyzed by 1，∞king国 howthe Inputs and Acti、ritieshave 
contributed to the production ofthe OuやU也，analysing吐lequality， qu叩.tity阻d由討ng

4. Impact 古田positiveand ne，伊.tivech叩邑田producedby血ePr，句ectintervention， dir配tlyor indir四:tly，
intended町田市世間ded.百lISinvolvl田 thema加nnpac白ande島出resulting世om血.eacti吋ザ

on the locaI socia~ econollUc， environmenl胞1and other development indicators， 

5. Sustainability S目白血abilityis concemed with me田町ingwhe血町也ebene自白 of血 acti吋tyare likely to 
continue after也ePr(羽田thas been with企部110.S田阻inab山.tyof血eProj田tis由記ssedin 
termsoforg街並sationaI，fin担 ciaI阻d(，田h凶回lasp配担.

[Note: [)eveloped by血eTc回 nbぉ吋田批耳CAGuidelin国主brPr可匝tEval岨l;on(201O)]
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2. Outline of the Project 

2.1 Summary of the project 

The details ofthe Project are described in白ePDM(seeAnnex1)ー

2.1.1 OveralI Goal 

Reduction of皿VI AIDS in the district. 

2.1.2 Project Purpose 

People in the project site have increased ac田 ssto enh由民d回VlAIDS-問 latedservices in the community. 

2.1.30utputs 

Output 1: Capacity ofDATF and Civil Society Organisations (CSOs) on M&E for 阻VlAIDSiss切 n斜lened

Output 2: Homell∞mmunity-b田ed回 rewhichmee包 minin1Um釘且必rdsis provided to the chronica1ly ill by 

CSOs 

印刷t3・Managementcapacity ofCSOs for HIVI AIDS刊 latedservices is蹴 ngthened

印刷t4:回VI AIDS related information is disseminated at∞mmunity level出roughvarious approaches (e岳

田町田tion，b田 ich田 l出information)

2.1.4 Target Area 

百leProject包rget証明 isChongwe District， Lusaka Province. Chongwe District is one of the four districts of 

Lu回kaProvince. lt is located about 45 kilome低限企'OmLusaka with approxin1ately 10，500 squ自ち kilome悦 sm

size. Total population is 235，579 (2011). People primarily speak Nyanja and Soli 

(恥 4 
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3. Achievements and Implementation Process 

3.1 Inputs 

3.1.1 Inputs from the Zambian Side 

1) Counterpart personnel assigned to也eProject 

DA1F is a counterpart or.伊 lizationalstru山田tothe Project百lelist of the D却下membersis shown in Annex 3. 

DACA田 aproject manager has been guiding and implementing the Prcリ田ttogether wi出由evolunteer吉田d

coordinators 

2) Provision of equipment血 d白cilit悶

The Zambian side provided an 0伍ceto the Project in the office of the DisむlctCommissione巳ChongweDistrict 

Administration. 

3)Ope問.tionalexpens田

官官operationalexpenses bome by the Zambian side include the office rental fi田，and electricity and water fee. 

3.1.21nputs from the Japanese Side 

1) Volunt.田 rsandC∞rdinators

百由t田 n(13) long-telll1 volunt田町 eight(8) short-telll1 volunt由民 two(2) field∞ordinato四回done (1) 

volunteer coordinator have been assigned to the Proj田 t羽田 list of volunteers and coordinators is shown in 

A即時x4and5.

2) Provision of equipment 

The equipment directly provided to出eP吋田tincludes a printer， COI喚問ncedesks and chai四.Thede匂ilsofthe 

provided equipment are described inAnnex 6. 

3) Operational expens田

The operationa1 expenses of tlle Japanese side amounted ωZMK 410，588，011 (JPY 6，979，9961) sin白血e

beginning of the P吋田tup to March 2011.百edね ilsof tlle ope副 onalexpe田esare shown in勘旬blebelow. 

Table3:0問問tionalExpenses from the Japanese Side (Z附<)

よ〉¥竺 初06 zω7 2ω暗 2ω9 2010 2∞6-2010 
To阻l

Activity 2，101，940 4，611，900 41，373，850 42，.制1，532 11，398，0∞ 101，927，222 

Salary Driver 8，997，920 35，934，920 44，895∞o 44，895∞o 44，895αJO 179，617，840 

Fuel 4，0∞，∞o 30，∞0，'ωo 30，αJO，∞o 30，1∞0，∞o 35，042，949 129，042，949 

1日b臼I 15，的9，860 70，546，820 116，268，850 117，336，532 91，335，949 410，588，011 

， 1 ZMK=O.017 JPY田 ofJW1e2日11
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3.2 Achievement of Activities 

百leTeam出，viewed白eprogr沼田 ofthe activities based on血ePDM(ve四ion2)ーτbeachievements of activities 

under曲 chOuやutare summarized respectively as follows. 

3.2.1 Achievement of Activities under Output 1 

Ou刷 t1: Capacity ofDAT下回dCSOs on M&E for HIVI AIDS is s甘engthened

百le11白 血 confirmed that the main activities under Output 1 have悦朗回rriedout as follows 

(1) CSO Database and Di四ctoηF

百eProject目白blishedthe CSO da句baseand develo戸d“Chongl崎町VI AIDS Directo乃l'in May 2008 in order 

for DATFto∞01せinate叩 dfacili白色白eHIV血 dAIDS respon田 inthe district. The directol)' was revised in 

2010. The di即 tol)'w，苗 dis甘ibutedto DATF members， CSOs， chiefs， h開命nen叩 d田latedorganisations百le

記 sultsfrom血equestionnaire survey田 din胞rviewssuggest吐Jat也edirectol)' provides血einfonnation on active 

CSOsinthe五eldofHIV凱 d田sisぉDATFto coordinate activiti田 for出eHIVrespo自由inthe di抑制

Furthenno陪， it was expected白atthe infonnation of the directol)' would be disseminated to the community 

people through village head andlor health ce日記rs.However， the 11白血 couldnot血ld田 yeviden白血at血e

directol)' was utilized at the vi日記dh団 l出回nters

刀leupdate of CSO database was done in 2010 and will be done in 2011 aft町 completingthe CATF fonnation. 

DACA配portedthat a good number of CSOs which出-enot listed in the database have恥enidentified d凹ingthe

CTi.τF fonnation meetings. Thus，世lenumber of CSOs will be increased 

。)NARF Reporting 

刀leProj民 th田k期加lproVingthe quarterly NARF田:portingby distributing田d∞llec白19fonns. The 

distribntion叩 d∞II回世onhasb田ndoned町民tlyfrom DATF to CSOs羽 evol叩 t出回 haveb田nsupporting the 

田:portingpn∞ess. Al田， the orientations to CSOs have be叩 doneduring the visits. However， the number of 

CSOs which have been supported by the volunteer is limited. ln order to fill the gaps，出efonnation of 

Community AIDS Task Fonce (CATF)羽田 tobe planned and has been going on since May 2010'. Nine (9) 

CATFshave恥開国帥lished出 ofJune1勺011.A total ofl9 CATFs will be es匂blished.

At district level， DATF時 po此squ紅色rlyto PATF. DACA produces “Q即断DATFReport" and submits it to 

District Development Coordinating Commit回"District Commissioner， PATF and NAC. 

2 Before May 20 10， sev閉めC正IFsh副回nsetup田 dl¥¥uο)C正IFs明 rea曲四
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Table4目 Summaryof Achievemenl of Activities under Ou司put1 

Acti吋世田 Achievement 

1-1 Oevelop the database of CSOs田ddistribute . “Chongwe HIV/AIDS Oir，田10ぜ'w，田producedin
10 OA TF members， CSOs田d∞mmunity 2008 and updated田20IOb田edon the CSO da阻b田e
people. . 官官frrsledition: 400∞pieswe陪 p出1包dwiththe 

白lancialcontribution企omWorld Vision Zambia 
ryNZ).百led田 ctoril出 we出 dislロbuled10出eOA:τF
members，h回l白 田nte白血dvillage h田ds出rough
chie色

• 官官S田undedition: 1，000∞pl田 weredistributedω 
nine (9) PACAs， 72 OACAs， schools， health center丸
village h田ds，OATF membe目印dCSOs.

ト2 Update the above-mentioned database once a • 百leda包b田ew田 updatedin 2010 and will be updated 
year. in 2011. 

1-3 Conduct orien包:tionsto explain NARF to • ηle volunteers have individually conducled orien凶 ons
CSOs d町ing血evisits 10 CSOs. 

• SinceMay20日， a formation of CA 1下'shasbeen
underway. Orientation is conduc記ddoned四ing世田

CATFse同pm自由19.

1-4 Support CSOs泊五11in the NARF∞口四Ily& . 百evolun記erssupported OAτF in distribution and 
submit timely collection ofNARF 

• The volunteers also SUpportl吋世leCSOs with NARF 
reporting. However，吐lenumber ofCSOs supported by 
出evolunteers is limited 

3.2.2 Achievement of Activities under Output 2 

Output 2・Home，f，∞mmunity-bぉed回出wluchmeets nunimum坑釦dardsis provided 白血echronically ill by 

CSOs. 

Ouやut2a出国 atensu巾19世latHBCor邑副社zationsmeet the minimum抗出ld町dsfor community and home-based 

阻 E 官官 Proj配 theld two workshops in 2008 and 2010. A知也1of 43 caregivers from six (6) home-b田 edcare 

O屯田tizationsw町etrained on the minimum武田ld訂ds.百1eini白alplan w出 to0屯muzea workshop once a year， 

but it was not organized al∞ording to the pl釦.111e interview郎 ultssugg創出atthe問 hasbeen a reduction of 

number of bedridden clients with血eadvancement of ART叩 d世1emeaning and roles of HBC has since民en

changing. 

古田 Teaminterviewed the田pres印刷iv田 fromtl官官。)HBC organizations， narnely Facing the Challenge， 

Slusholeka HBC and Nyabombwe田 C.羽田m司jorchallenges facing tlle or，伊lIzationare simil町;i.e. lack of 

倒 nsportationmeallS， lack ofhome based care ki包(b田icmedicine， soap， e包.)， and operational cost. Home b田ed

care kits企omtl1e Minis首yofHealth町e110t provided at the time of the intervi叫ん A田島町百1of cliel1t is dOl1e 

由rougha neighbor h田 ltl1∞mml品開and/orsupport groups 

Al10ther problem idel1tified 曲oughtlle study is tlmt the l1umber of active HBC orgmuzatiol1s is 110t available 

Ol1e of世田間:ponden包saidthat tllere is l1eed to idel1tifシactiveHBCo朝 ruzationsin the dis廿ict.
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In addition to世田 workshops，the Proj田 thas been assisting to HBC organizations.η1e volunt曲目 havebeen 

supporting the HBC organizations e.g. planning of activities， IGAs， arrangement of exch阻 gevisits based on出e

needs ofHBC organ国tions.

Table 5: Summary of Achievement of Activities under Output 2 

Activiti田 Achievement 

2司 l Hold the workshop on minin1Um . Two (2) workshops we陪 heldin August 2008 and June 2010 . 
託制dru吐sofhomeゾ'comm凹註ty-b田ed • Ato凶 of43cru官房ve自由。msix(6) 0屯田izationswe問

cru右 trained. 

First workshop: August 25tc>19， 2008 
No HBC Organiza1ion Noof 

Pal喧cipants
Facing the Challenge 5 

2 Nyabombwe Home Based Ca田 5 
3 Kapete Communi1y G周回C剖ち 4 
4 Bimbe Home Based Ca児 3 
5 Ma恒伽aliVillage Support Group 5 

To匂l 22 

Secondworl侶hop:May 31stto Jun 6， 2010 
No HBCO司an回目。n Noof 

Pa巾'cipan恒
Facing the Challenge 12 

2 Shisholeka HBC 9 
Total 21 

2-2 Support也eactivities ofHBC • 羽田volunteershave been supporting the f也Co弔問izations
org:間四長Onsby JOCV's回以larvisit by regular visits. 

• C山首ntly，血evoluntee自由sist宣ve(5) HBC org由討zations
outof340rg剖 izationslisted in the directory 

3.2.3 Achievement of Activities under Output 3 

Output 3: Management capacity of CSOs for服 VIAIDS-related services is s甘官官tl1ened.

At the time ofthe evaluation s加似thevolunt田 rsare support均 11CSOs including four (4)∞mmunity schools 

(CSs). The Proj田th田 beenpro吋dingt田lmicalsupporお toCSOs including CSs through visits. At CSs，血e

volunteers have assisted orphans剖1d刊 lnerable出 ldren(OVCs) for their sound development 

In addition，甘1eCSOs have been implementing IGAs with the support from世田 P吋田tIGAs血'Cto support 

CSOs出1dCSs to be selιsustained. However， the Team observed that the m剖lYof世1eIGAs cannot sustain 

themselves in 世田 longnm田戸ciallyafter the volu前田rle立 Oneinterviewee answered也atthe weak 

management of the 0屯，anizationposes a big challenge to continue not only the IGAs but also the other activities 

ofthe 01吉田uzaむon.
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羽田Projectalso organized由eexchange vi目白 inorder for CSOs to learn from each other泊旬澗lSof experiences 

and to acqui問 newknowledge and skills. For example， Chainda Support Group visited Chinyunyu Support 

Group to learn about heekeeping in October 2009. 

Table6・Ustof CSOS visi陸dby the Project as of April2011 

No. CSOs Typcsofac世vity

Facing the Challenge IGA，HBC 

2 Chainda Support Group IGA 

3 MatafWali Village Support Group HBC 

4 Nyabombwe Home Based Ca問 HBC 

5 Shisholeka Home Based C町e HBC 

6 Chiyota Home Based Ca児 HBC 

7 Kan依田旬paHomeB出edC国志 HBC 

B Siyala Community School Spo1'包，rec記ationactiviti田

9 Kalungula Community School Spor包，問creationactiviti田

10 Kampekete Community School Spor白，recreation activi世田.， IGA (poultry， Pig， B田keeping)

Table 7: Summary of Achievement of Ac垣vitiesunder Output 3 

Activiti田 Achievement 

3-1 Conducts町veyto命1dout the possible IGA • A survey was conducted by a short-term volunteer for 
fo1'包1'getedCSOs. twomon社15宜omD田.2006to Feb. 2007百1esurvey

W出 to田S田s世1eIGAs situation in血児eCSOs

3-2 Provide skilJs and sup戸市toCSOs fo1' IGA • 古田volt由紀ershave been suppo凶ng血eIGAs in CSOs 

• IGAs incJude beekeeping， poultry rea巾.g，vej:i由ble
farming， po武田rdm依ing，and dressmaking. 

3-3 Support management of CSOs田 d • At CSs， the volunteers have been supporting出evario田
Community Schools (e.g. 5S) activiti田 e.ιsporお，陀cr，田.tion，h回 lthedll岨ltiOn，

也ョwin島ma世1，English etc. . AtCSOs，也evolunteers have provided technical 
suppor包inthe ar田sofIGA management such出

bookkeeping. 

• At HBC organisations (s田 Activity2-2) 

3-4 Facilitate cross leaming opportuniti田 arnong . 百1evolunteers organized the exch四gevisits to 0民r血e
CSOs/CSs in and out of the Chong.明白r ochppalolerntugneis qotfo 0l4ehaemre田scohso.血e1'企'Omg∞dp阻cti田sand
sharingg'∞dp問ctic目印dl田sonsI田mt
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3.2.4 Achievement of the Activities under Output 4 

Ouやut4:日V/AIDS related infonnation is disseminated at∞mmuni1y level伽oughvarious approaches (e.g 

rec醐 tion，b出 ichealめinfonnation)

沼田 proj田 thave be叩 disseminatingHIV related infonnation at commnni1y level by supporting DAT下even包

(e.g. World AIDS Day and VCT day)， organizing events such出 spor包even色， also teaching children at CSs.百le

summary ofthe activities under Output 4 is follows. 

Table 8: Summary of Achievement of Ac醤vi百esunder Outp凶4

Activiti田 Acbievement 

4-1 Develop， print and disむibute血eac . A 加盟e~ “B田ic infonnation on回V/AIDS叩 d
materials on 閲V/AIDS-related infonnation Tube児叫osis"，was developed叩 d回出latedinto Nyanja 

and SoIi by ashort-tenn volunteer in 2007.800∞ pies 
W町-edistributed to women's groups under the UNDP 
micro宣nanceprogr百四nein 2007. However， it was not 
p血tedand distributed any mo田.

• AI聞 flet‘'Howto田 ea condom" was developed and 
dis凶butedtoge血.erwith condoms 

4-2 Provide HIV/AIDS related infonnation at • Mainly at CSs， the volunteers have provided HIV児 lated
CSOs and Communi1y Schools出rough infonnation during the health education class or sports 
vario田 activities(e.g. sports， r芭creation events 
activities， h田i出infonnationand so on) 

牛3 Support DATF/CSOs/CSs to implement • 官官volunteersand field coordinators have supported 
回V/AIDS-田latedevenお(e.g.WAD， VCT DAT下wi白血.eevenおsuchas World AIDS Day and 
week， Open schools， P間協Communi1y VCTday.百lesupports include社leadvertisement and 
School Committ田) 白-ansportations

• τbe volunteers 0沼田lized日Vrelated evenおsuch出
守 合l sports event at CSs. . Short-tenn volunt回目supportedthe∞ mm国首1y

sensitization曲目paignin August田 dSeptember 2009. 
百盟国m伊ignw田 doneeight (8) times at Kar帥 mba
R山ヨlH問地Center釦 dChin戸myuMarket etc. About 

P13田0p0lep∞田p国l間ealtetednmded dt出ese制田 mpaigr】田da total of 580 
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3.3 Resul飴 ofOutputs

TheT，回m∞nfinned出eachievemenおofthe Outputs based on由ePDM (version 2) 

3.3.1 Output 1 

官官 Teamconfmned伽 tthe M&E回 pacityof DA1F has been strengthened through establishment and 

mam飽nanceof CSO databぉe，compiling ofNARF data， producing quarterly district reports and so f01111. 

At the CSO level，出eM&E capacity stillneeds to be 諸国19thenedconsidering the fact that也.enwnber of CSOs 

dir，田tlysupported by the volunteers is limited. AIso the di血 bution皿 dcoll叫 onofNARF is one ofthe major 

challenges especiaIly in the田motβareasdue to a limitation of mobility and m田 power.Based on the Project data， 

theNARFdi錯ibution∞ ve回geIS veザ limitedranging音omO%inthe田 stem町田to54%in血e田 ntralarea. To 

ov町 ∞methe problems， C必IFfonnation is under pro冊目.CA1F is expected to be re恥 nsibJefor由e

di出 butionand coll出 ionofNARF at∞mmunity Jevel， and submission of collected fonns to DA1F. 

Table 9: Summary of Achievement of Output 1 

Output1:“Capacity ofDATF and CSOs on M&E for IUV/AIDS is s悦 ng白ened."

Verifiab1e Indicato四 Achievement 
1-1 Regularlyu凶a匝dda租b出氾of . “ChongweHN/AIDSD江田10町'''w.田 producedin 2008 (4∞ 

CSOs COpl田)田d毘羽田din2010 (1，000∞ pl田，)b国 edon世leCSO
由加b田e.. 官官da包basewill be updated in 2011血 d也edi田ctOl)'will be 
updated in 2012， 

1-2 Timely&∞ 町 田tsubmission of • NARF has been dis甘ibutedand collected by the Proj田t百le
NARFbyCSOs n山百bersof distributed and submitted NARF国壱出自bllows.

Table 10: Distribution and Submission of NARF 
Year Qua出rDuration Distribu悟d Subm取剖 Submission 

Rate 
2008 01 Jan-Mar NA 30 NA 

Q2 Apr-J叩 NA 21 NA 
03 JuトSep NA 11 NA 
Q4 出 ..D田 NA 16 NA 

NA 78 NA 
2∞9 01 Jan.Mar NA 29 NA 

02 Apr-Jun 35 26 74% 
03 JuトSep 34 25 74% 
ω Oct.D配 M 26 76% 

NA 106 NA 
2010 01 Jan.Mar 33 22 67% 

Q2 Apr-Jun 32 17 53% 
03 JuトSep

35 26 74% 
Q4 Oct.Dec 

f∞ 65 65% 
2011 Q同 Jan.Mar 46 35 76% 

1-3 Timely&∞口 四tsubn世田ionof • DPAAWCAq田CO氏InPrlIyle.dNARF dau昔omCSOs and submitted it to 
1'-IARF by DA TF 
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3.3.2 Output 2 

Theminimumねn加せ ofhome/community based care is based on “Zambia National Minimum Standards for 

Community and Home-Based Care org町田tions(June 2007)". The P町田to港問問d加。ο)workshops on the 

minimum standards. A total of 43 caregivers from six (6) orgal1isatiol1s were甘泊1ed

To evaluate whether a CSO adop包andfolJows the minimum s包I1dardof home based回 rereqU1res a survey 011 

血es包知sof each HBC organi田tiol1s.However， such s田veyhas 110t been conducted and even世1enUll1ber of 

active f沼Corganisatiol1s is 110t known. Therefore， the Tearn cannot出se回世1eachievement level of Output 2 

b酪 ed011 the indicator. 

Table 11: Summary of Achievement of Ouやut2

ObyuCtp里u型t2立:“日ome/community-basedca配 whichm白色min加四回standardsis pro吋dedto也echroni回lIyill 

決 r也ableIndi回 tor Achievement 

2-1 NUII1ber of CSOs which adopts • Ato臼Iof six (6) CSOs have received tr討ningon
In1mmums回白rせofhomel<∞mmu凶ザ minim山ns加 1d出xls.
b田:ed伺即.

3.3.3 Output 3 

As ofJune 2011，世田 cumulativenumber of CSOs which have be田 supportedby the Project since June 2009 is 

30. It is to 110te that it is difficult to由民ssto what extent the management capacity of CSOs has been s甘engthel1ed

by the indicator set in the PDM. 

τ11e volur世間I'Sfrom di民間I1t肱 Imi四 ! 町 田shave been supporting CSOs and CSs in the variety of町田s，e.g 

IGAs， tailoring and animal husb皿 dl)'.At CSs， the volunteers have been assisting OVCs and t田.chersin the 

sut炉tssuch田 physi回 1education， mathematics， English and drawings. Those activities are not dir田 tly

connected to也em叩 agemel1tcapacity building but cOl1tribute towards the soul1d development ofOVCs. 

111e 11回 m∞nft町l1ed也atthe CSOs叩 dCSs depend on the extemal suppoはsfrom donors. After白esuppo出

回 目ed，世田 CSOs田 dCSs回11I10tsustain tl1e activities e.g. cessatiol1 of IGA， low a虻叩d阻田 oft回 chersal1d 

pupils. Only t田胎せ国1supports to IGAs∞uld 110t improve the management capacity of CSOs. 

恥
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Table 12: Summary of Achievement of Output 3 

Output3:“Management田 paci句rofCSOs for HIV/AIDS-related servic田 isstrengthened." 

Verifiable Indica肋r Achievement 

3-1 N山nberofCSOs!CSs which JOCVs副官 • 百1ecumulative number of CSOS which have been 
suppor垣ngto supported by the Project is田 follows.

Table13: Number 01 CSOS sup凹舟dbytheProject

NoofC出soesPsroujpepcotItedby 

21 June 20ω(b蹄同)

30 June 2010 
30 Apnl2011 

3.3.4 Output 4 

The P吋ectaims to dissemInate mv血 dAIDS田latedinformation to the people in Chongwe Di出 ct.The 

even臼includespo巾 dayat CSs combined with mobile VCT services. 

Table 14: Summary of Achievement of Output 4 

(O叫u間p悶ut4:“HIV/AIDS回Iatedinfom国tionis d旭町minatedat communily level through various approach田
陀 ation，basic health information et，ω" 

Verifiable Indicator Achievement 

4-1 Number ofEventョ(e.g・classes，workshop， • 13even包we田 organizedby CSOs together with 
m自白gs)org副 zedby CSOs wi血JOCVs 世1evoll叩臼田'S.

• Mo問 than1，694 P田pleattended the events 

* 
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3.4 Implementation Process 

3.4.2 Progress of Activities 

The田 isno Plan of Ope田tionsσ0)for the en血-ePr，句田tperiod. It is， thus， di缶cultto出 se田 whe出町 the

配 tiviti邸 havebeen田rriedout ac∞rding to the initial plan or not. In fact，世leProj田tactivities have been 

scheduled evety month and implemented based on the DATF action pl肌 (Output1血 d4)血 dthe volunteers' 

individual plan (Output 2， 3 and 4). Somc of thc rcspondcnts rcportcd白atthc implcmcntation of activitics w，出

disrupted during the vacancy ofDACA's position from Julyto October201O. 

百lemid守termreview was ∞nducted in May 2009血 d由ePDMw，回出vised.JCC meetings have been held 

annually.百leProject had held a mon出lym関白19W1出m也evolunt悶古田dcoordinator to田，viewthe progr田 s

and sh田 theinformation. Communication had been made throu出世田五eldcoordinators. As a問 sult， the 

communication betw田n廿levolunteers and DACA was not sufficien!. However， the mon也lyProject meeting is 

held with the participation of DACA， volunteers and coordinator since Februaty 2011. Communication has民間

加proved

3.4.3 Contributing Facto陪

Major∞n凶butingfactors for enhancing血eeffi目白oftheProj出町identified田 follows:

I)Le部位Igrna副lddiscrimination against阻V

Many oflhe肥spond田包 reported白atstigrna叩 ddiscrimination has been reduced阻 dthis∞n廿ibutedto白e

Proj田 timplem叩匂tion.

3.4.4Impeding Factors 

Factors that have affected to the Project implementation are identified as follows: 

1) Lack ofhuman resources at DAτ下島，rDACA's activities 

DACA position was vacant伽 mJuly to October 2010 forthe e:却凶tionoflhe∞ntract. During出atperiod， the 

Pr母国timplementation had been interrupted. As a result， SQme activities such出 CATFformation have been 

delayed 

3)L加itedcatchment areas 

It was di:fficult for the Project to constantly cover the whole district due to tlle ddi臨 1田 to1国 chout to the remote 

areas. 

4) Cessation of other par飢erssupports 

τbeT<田mfound out吐1atmost of the CSOs∞uld not maintain tlleIr activities after廿lecessation of donor supporぉ.In

caseofCSs，世田rateof school at!endance加 longOVCs田 山 田chersdropped with the tenninatIon of suppo抗ssuch出

school色edingprogrョmme.

(fTJ 
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4. Evaluation by Five Criteria 

4.1 Relevance 

111e Project is田levantto血epolici田副d鈎ヨtegI田 ofZambiaand Japan's aid policy and strategies，血en出 dsof

白e伯rgetbeneficiari田 andthePrc羽田tapproach.

(りConsistencywith the policies and s昔話egiesof Zambia 

E五Vresponse is one of the prioriザIssuesm白eGovemment ofZambia. In the Sixth National Development Plan 

(SNDP)(2011-2015)，回Vand AIDS is one of the essential cross-cutting issues to也eachievements of Zambia's 

d由民dsocio-economic development.τhe National AIDS S回 tegicFramework (NASF) (2011剖 15)which is 

aligI1ed to Vision 2030 and SNDP prioritises the national response coordination阻 dmanagemenr incIuding the 

四ipacitystrengthening the NAC decentralised狩 uc知res.

(ii) Consistency with Japan's aid policy andぬ-ate創出

古田priorityis also given to HIV and AIDS in Japan's aid policy for Zambia沼田Proj田:th由民enimplemented 

under the“ProgI百羽田 onM田suresagainst 皿V/AIDS皿 dTuberculos白，" of勺apan'sODA (Official 

Development Assistance): Rolling Plan for Zambia (October 2009)". The Projec~ 曲目"fo問， is consistent with 

Jap叩 'sODA policy. 

(iii) N田dsoftarge土beneficiaries(pecple in Chongwe Dis首相)

Chongwe District is situated in Lus蜘 Provincewluch h出血highestHIV p田valen出回世田∞un句'.In addition， 

白edi抑制h田 ahigh way road (G問atEast Road) which p陪dispos田 peopleto high risk factors.百lUS，世len田ds

for∞mmunity-b田ed印Vresponse are high. 

Mostofthe阻V叩 dAIDS related services耐 cu即日tlyprovided to世田戸田'plein Chong¥四Dis甘ictby CSOs in 

tlle field of prevention， 悦 翻lentadherence， home-b田ed阻 reand support to PLHIV and OVCs，白戸ciallyin tlle 

remote areas.百leProj田tis ね supportDATF出roughDACA at dis仕ictlevel and CSOs at community level 

CSOs provide m口stof tlle HIV related servi田 sin the community and DATF∞ordinaもes血eCSOs activities. 

Furthennore， tlle P刈田taIn1S toぬ"ngthen世田multisectoral阻 Vresponse by providing various suppor色 such田

匂iloring，田由nalhusb血 dry，microfm町田 managemen~加dsoforth

3町orityiv. To油田19thcntl沼田pacity晶ra、問11αねrd凶滋吋阻d田由h曲Iym血唱吋凶V阻dAIDSmultisecto国間ponse.
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4.2 Effectiveness 

刀leProj配 th田 b田 nmaking a st田 dyprogress towards the achievement of Project Purpose in tenns of the 

n凹nberof people having access to e油田田d阻V/AIDS-relatedservices. Based on the PDM (version 2)， 

日V/AIDS-related services問伽 tosupport of PL日V(e.g. HBC， IGA)， V口 ， 回reand support to OVCs， 

providing infonnation叩 dsensitization ex'田 ptfortrea加 ent.As of April20 11， a total of 507 visits were made by 

the vol凶 t曲目間d10，939 rx泊plebenefited from the印 V陪 latedservices. It should be noted白atthe Project 

∞R田 n凶 tedaround Chongwe田 n伽l.

As for Indicator 2， the Tean1 could not confmn the achievement level because世田開 W出 nosurvey data on 

satisfaction of beneficiaries. However，血eDA:τ'Fmembers acknowledge吐1atせleProj田th酪 contributedto出e

improvement of the q田 lityoflif己ofthe beneficiaries (e.g. es阻blishmentoflinkages between CSOs and h田池

田 nters).

Table 15: Summary of Achievement of Project Purpose 

Pr吋ectPurpose: P，田pleIn the project site have increa毘dac田 ssωenhanced四V/ AIDS-related services in 

the∞Irnmuni与え

Indicator Achievement描 ofApril2011 
Numberofμople having access • As ofApril2011，a to也lof507吋si包weremade bythe 
toenh田国d阻V/AIDS-田lated volunt由 自 由d10，939 P田 plebenefited from the阻Vrelated
servlces. servlces 

Table叩・ Num出rofvisitsand pe叩lebenefi臨dbythe proj田t

No ofvisits Noof閃oplebenefilted 

71 937 
June21α19 
baseline 

215 3，3ω June2010 
， • 

507 10，939 Aplil2011 

2 Satisfaction ofbeneficiaries. NA 
Baseline survey was not conducted 

Extemal factors that might have infIuen田dfor the achievement ofProject Purpose are: 

• Reduced stigma and discrimination associated with阻 V

The results of questiolmaire survey showed吐1atstigma and discrimination associated with阻Vhas been reduced. 

百lismight have contributed to血epeople's participation in the Pr，母国tactivities. 

• Cessation of suppor包畳百mdonors

古田 T回 mfound out血atmost of the CSOs could not maintain their activities after the cessation of donor 

supports. In case of CSs， the rate of school a世end四回印longOVCs and teachers dropped with the teD11ination of 

suppo出 such田 schoolfeeding prograrnme. 
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4.3E仔iciency

lt is difficult to asse田 theefficiency due to lack ofPl血 ofOperation for the entire Project period and qu四 ti凶 ve

匂rge包おrindicators. AII祖国 inputshave been utilized properly to implement activities. The Team confinned the 

challenges叩 d油田19thsfor efficiency as follows. 

(りChallenges:

• 

• 

Limited human and fin叩 cialreso山田satDA1F(e.g.四国ncyperiod ofDACA?s position) 

T11ere is only one full-time s包fl;DACA， to implement the routine Prc炉tactivities ωgether wi血血e

vo[un!回目 Also，the financial 田sour田 isnot enough to implement all the activities. 

V出tpr句田I町田vS.l泊lItedinputs企ombo血sides

Chons¥柑Districtis the se∞ndl町呂田tin白ecoun句・ ltw;出， the田 島 町 diffi凹 Itfor血eProject to co由旬ntly

∞v町 thewhole dis廿ict.111 addition， the budged is allocated from NAC to DA1F問gardlessof the size of 

di位 ictand its population. In 弘氏自ebudged is not su伍cientto conduct tlle planned activities. Under this 

situation， however，出eProj田th田 madeu伽10steffOl包 to∞ver枇田a田 l百序回 possiblein spite of恥

limi匂.tiol1of inputs企omboth sides (e.g. sensitization and mobile VCT田rvi田 sinせle田 st畑町田， CA1F

se加pin也ewholedi狩ict). 

(ii) S悦 ngths:

• Collaboration and coordination among all the坑akeholders(e.g. co-or.伊11四 .tionof evenぉ，∞stsharing for 

CSO directOly) 

百leProj田tcollaborated with other par飢.erssuch田 WorldVision Zambia for printing白eCSOd田 ctory.

Collaboration and coordination wi血 others包keholdersh出泊ロ由民d吐leefficiency of the Pr母国t

並lplem即位tion

4.4lmpact 

It is difficultto judge whether the uverall Goal， Reduction ofHIV/AIDS in the district， will be achieved within 

也悶tofive years afterthe Projecttermination 

0出町unpac包from世田P吋配twe出 identifiedas follows: 

(i) Positive impac包.

• ManagementofCSOs 

Interview r，田ultsshowed白atsome CSOs r田 ognize血.elIllPO陶且田 ofmanagement to su湖 inthe仕

organization. Also， ch四 geof work culture il1 some CBOs w出田ported.

• Linkag由民tw田 nDATF and CSOs 

羽田relationshipsbetween DA 1F and CSOs have been 位 engthened伽oughthe Project activities. 

Information on the ground ob包.inedfrom the volunteers' visits h田 b田11transmI世edto and shared with 

DATF members. 

(ii) Negative impacお.

• No significant negative impac臼wereobserved or repo此ed.
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4.5 Sustainability 

Sustainability is positive in tenns oftbe Govemment of Zambia's commitment and is relatively positive in tenns 

oftbe M&E capacity ofDACA. Financial and organizational sustainability ofDA1下forDACA's activities is one 

of tbe main challenges. 

(i) Institutional叩 dorganizational asμct 

• The悶 isa clear commitment andぬ-ategiesof tbe Govemment of Zambia to a conceほdmultis田loraland 

decen回 lised悶 V悶 ponse.

・ 官官activitiesofthe Proj田thave been canied out at DATF and CSOs. At DAτF level， tbere is a challenge 

for human resources since only DACA is五l11-timestaff to continue all the routine activities. In addition， 

DACA is hired at∞ntract bases. 

(ii) Financial aspect 

• At DATF level，出e白血cial問so眠時田notenougi1 for all tbe activities to∞ver白ewholedi耐 ct.Oneof 

the problems is that tbe aU∞ated budget does not reflect也e毘alsituation of district， e.g. area s包e，

population size and density. 

• Also， at CSO level， members are not paid and all of tbem work volun包ry.If也eircommitmen包∞ntinue，

吐leactivi世田 migi1tbe continued witbin出世田pacity.CSOs ability has to be s甘-engtbenedto raise 

altemative funds to continue activities 

(iii) T，田hni四 1aspect 

- τ11e capacity ofDACA inせle町田ofM&Eh田 b田n鍬-engtbened.Iftbe presentDACAcontinues working， 

tbe bene耐 oftbe Project will be sustained. In any case， tbe陪 isa need to develop a strategy for tbe 

sustainability. 

• As for CSOs，血ecapaci白esof CSO membe回 whichhave been supported by世leP吋民thave been 

strengtbened to a certain extent. The continuity of tbe activities depends on tbe skill叩 dinfonnation凶且sfer

to otber membe時間dalso血eoverall management of CSOs. Continuous monitoring and supervision are 

needed to maintain tbeir activities. 
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5. Conclusions 

百lep，司郎th田 supported血emult沼田l'Oral田 dd悶 n回 i回 d阻 Vrespon田恒 Ch'Ongwe District 伽 ough白

出 si計四回 t'ODA1F and CSOs. As a 田5ult， the P町田Ihas made a st回 dyqu田 titativeprogr田 st'Owards the 

achievem叩 t'OftheP町田tPUlp'O田，“P田 plein the project site have inc毘 asedaccess t'O田市an田 d

HN/AIDS-問Iated田川田sin the community". In teMs of quality of selVices， the Team could not confinn血e

quality o[ selViじ出 becau田 therewas no survey da匂 on由esatisfaction of bene:自ciaries.However，世leDATF 

members acknowledge that血ePr母国th田∞n剖butedω 血eimprovement of甘lequality of life of白e

benefici創出.

lhe main achievements of the activities include the development of CSO direct'Ory， in1provement 'Of NARF 

田p'O此ingand continu'Ous and Vari'OU5出 sisl加 国t'OsomeCSOs

6. Recommendations and Lessons Leamt 

Recommendations査官m白e11四minalEvaluati'On面右listedbelow: 

6.1 Recommendations 

1) Strengthening h皿 lanand financial resou詑田inDATF

It is obvious也atDATFplay田 nnpo抱 ntrolein∞ordination of s包keholdersin the district However， it still h回

世田problemsin both human and financial n邸側回出品，rDACA's rou也leactivities.羽田districtsituation， e.g.血e

p'Opulati'On and area size， should be匂kenintocοnsideration to all日コate吐lebudget to DATF. 

For the human reso=， the position of DACA should be occupied con編成lyin白 間:po叩 ibilityof 

NAC/DDCC/DκTF. A1so an additi'Onal staff should be assigIled to白血llDACA's悶:ponsibility.

2勾)R主e町、吋せe酎‘wofworks姐hoponmi阻凶由lII団

Ass包凶teωdin t也hepr毘ev吋巾io叩>us田ction叫1，ラ t血hechanges 0ぱf也e叩cie巳R貯y阻 d世血1古es討iu印Jati首io叩ns拙u山阻1I皿rrol四"OUI1din略1沼g阻V田q中u民 th碍e 

問副de品日白1甘謝ti'O叩noぱn田犯Ci包elfand出erole ofHJ3C gr百ups.百le陪，[0問，if世田Proj田:tpl田 5to organize a workshop on 

mmunum邸 nd田吐5，出e11回 mrecommends百四ttocl朋今出en田 dsof HJ3C orgrmizations出ldtheir clien包:， and 

∞nsultp回:ple∞n叩 ned

3) To make tbe most use of cxisting 1噛 ourc曲 e.g.IECma胞rials

One ofthe Projectactivities is to devel'Op IEC materials (Activity 4-1). Co出 id的理由efactthatthe田 havebeena 

number of IEC materials developed in the∞>untry， the Proj田 th田 tobenefit fi"Om血ee国語ngIEC materials 

before developing their own. RI田 ou回目玉orIEC have to be mobilised at NAC白ldD必"Flevels 

4)FeE封書backauddissemiuation ofinformatiou加 CSOSthrougb CATFs (M&E) 

百leProj田 thas made effortsωimprove M&E by distributing and coll田 tingNARF. In addition to由ee飾北s，

results ofNARF田:portinghave to be免edbacked to CSOs through CA1Fs. Also， other kinds ofinforτnation such 

田 infoMationon世田五mdsavailable to CSOs should be provided to CSOs 
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6.2 Lessons Leamt 

刀lem句orlessons leamt from the implem印刷onof the Project include: 

1) Proc回 sofM&E at DA1F level 

百lePrlφ田tfoc田edon四 pacitybuilding for M&E of DATF and found the impo此叩田 ofCA宵 forthe 

improvement ofM&E in出edi位記t.M&En田 ds∞ope開討onwith∞mmu凶H目的∞u田tdata骨'Om出eground 

level.刀lerefore，it is better to誕百twi出 settingup of CATF to build an M&E巧Istem組 d鍬四割leningtheir 

capacity i.e. development ofCSO di悶 toryafter CATF formation 

2) Jnvolvement of stakeholders 

百lep:吋田tinvolved al1世田 S句keholderssuch田 chiefs，village h田dmen，Chongwe DHMT， NGOs through 

DATF to implement the P吋田tactivi加 (e.g.∞吋O申 nizationof VCT day，∞st sharing for publishing CSO 

d江田tory).Involvement of a11 the stakeholders is血usa key to implement activities effi田 tively叩 de節cientlyin

h ∞mmunity level. 
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ANNEX2 

Schedule of the Terminal Evaluation 

No Date Ms. Yamada (Evaluation Analysis) 
Mr. Nakamura (Leadeけ.Dr. Yamamoto (Expe吋}

& Ms. Kagota (Cooperation Planning) 

1 15/21/11 Sat 12:50 Arrival in Lusaka (SA062) 

2 15/22/11 Sun Writing repo仕etc

3 15/23/11 Mon 
M10u 0au0町-、1J2o0uuD u Maeue円tingwilh M、Jr HalMin5 o 

M 15A .3n 04615intervlew with Mr MulengtDirector of M&E， 

09:00-10・30Inlerview with JICA Expert， Ms. Hamada (NAC) 
4 15/24/11 Tue 15:30・16:30VSO， Mr Kenneth (HIVlAIDS) 

18:00-18:30 JICA Zambia Office， Mr. Mastushita (Health) 

5 15/25/11 Wed (holiday) Writing repo目etc

08:00 Departure from Lusaka 

6 15/26/11 Thu 
09:30-11:00 Interviewwith DACA， Ms. Banda， at DATF 
11:30-12:30 Community School， Mr. Kato (JOCV) 
15:00-16:30 PeaceCorps 

08:00 Depa吋urefrom Lusaka 

09・30-10:00IGA (vegelable farming)， FTC 

7 15/27/11 Fri 
11 :00-11 :30 Interview with FTC 

13:30-13:45Interviewwith focal person， DHMT 

14:15-15:00 Inlerview with Education Office 

16:30-17:00 Flame 

B 5/28/11 Sat Writing repo吋elc.

9 5/29/11 Sun Writing repo吋etc

10 5/30/11 Mon 
08:00 Departure from Lusaka 

11:30-12・30CATF selup meeling， Lukoshi Ward 

08:00 Departure from Lusaka 

09:50-11 :00 Shisholeka Home-Based Care 
11 5/31/11 Tue 

11 :00-11 :25 Chainda Home-Based Care 

J 14・20-15:30Nyabombwe Home-Based Care 
い 08:00 Departure from Lusaka 

12 6/1/11 Wed 
10・00-11:00 Kampekele Communily School 
13・20イ3:40Micro Bankers Trust 

14:20-16・30Pr吋ectmeeling (DACA， volunleers， coordinator) 

Wriling repo同elc 12:50 Arrival in Lusaka (SA062) 

13 6/2/11 Thu 16:00-16:30 JICA Zambia Office 

16:30・18:30Inlernal Meeling 

08:00 Departure from Lusaka 

10:20-11 :00 DHMT， Chongwe Clinic 

14 6/3/11 Fri 
11:00-12・00Inlerview wilh FCT 

12:45・13:15Kampekele Community School 

14:50-16:00 Interview with JICA SHIMA Project， Dr Ishikawa 
16:00-18:30 Discυssion wilh Ihe volunleers 

15 6/4/11 Sat Wriling draft repoはelc

16 6/5/11 Sun Writing draft repo仕etc.

10:00-11 :30 Meeting with DATF members 

17 6/6/11 Mon 14:30-15:30 Cou吋esycali 10 and Meeting with District Commissioner 

16:00・17:00Shisholeka Home-Based Care 

18 6/7/11 Tue 
09:00-10:00 Lusaka PATF 

PM Meeting within Ihe Team 

19 6/8/11 Wed 
09:00・12:00JCC meeting and Signing of M/M 

15:00 Visit 10 JOCV activity site 

AM: Visit to JOCV activity site 

20 6/9/11 Thu 12:00 Report to JICA Zambia Office 

14:30 Repo同toEmbassy of Japan in Zambia 

21 6/10/11 Fri 07: 15 Depalure from Lusaka (SA067) 

22 6/11/11 Sat 20汁5Arrival in Narita via Hongkong (SA7138) 

時点 宍~



ANNEX3 

List of DATF Member百 (asof June 2011) 

4 ShalonDaka Home Affairs， Zambia Police 

5 C百011¥依田dawire Lo叩1Govemment Presentation， Chongwe Council 

6 Mutinga L. Mwinga People living with阻VandAIDS

7 J阻 lKacl】依a World Vision 

8 Wilbroad ChildFund 

9 Sydney Musiki A企t回毘

10 Wuliam Tembo Population Council (COMPAC1) 

11 Sabi包 Chibutu One female you也，Chongwe Youth Group 

12 Collins Mululi One male youth， Chitβma1esaYou血Group

13 b伽氾niniusN回 i剖11 ZANIS 

14 Bba1也S抽 Jo11n Judiciary Clerk of Court 

15 Musamba Muvuma Mini政yofH田Ith，DHMT

DATF Secre匂riat

Emma1t Kaputo ZAPID 

2 N阻1田u Z脳 IS

3 Sabita Chibutu Chongwe Youth Group 

4 All volunteers JICA 

5 Lucia Bunda Nkausu 0コIACA) NAC 

時近
多記シ
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ANNEX4 

List of Japanese Voluntee陪 andCoordinators 

Long-tenn Voluntee隠

Short-tenn Voluntee隠

Coordinato隠

(ft 

2008.1 -2010.1 

2011.1 -2013.1 

手主/
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ANNEX6 

List of Equipment (Japanese Side) 

OiIice Table 550，000 I 2006.9 I Good I DATFoffi白

2 Of五回Chair 550，000 I 2006.9 I Good I DATFo節目

3 Printer 750，000 I 2006.6 I Good I DA官 o伍 田

4 BooksheIf 2 NA 2008.2 Good DAτ下o節目

5 Confe田n田 Ch剖r 8 
504，000 

2008.2 
7 Good and 1 

DA宵 offi白
(@63，000) repaired 

6 Cont悶 nceTable 2 
800，000 

2008.2 Good DATFo飯 田
(@400，000) 

7 WhiteBoar吐 NA NA Good DATFo飯田

8 Laptop Computer l NA NA G∞d DAτFo節 回

持9
多j/
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＜プロジェクト概要＞ 

対 象 国 エジプト国 

案 件 名 実技から学ぶ保育改善プロジェクト 

The Project “Improvement of ACTIVITY-Based Childcare in Nursery for 0-4 

Years Old” 

実 施 期 間 2008 年 9 月～2014 年 3 月（5年 7カ月） 

合 意 文 書 署 名 2008 年 9 月 16 日（MOU 署名） 

対 象 地 域 5 県：ポートサイード・カリオベイヤ（バンハ）・イスマイリア・スエズ・カ

フルエルシェイク 

裨 益 対 象 直接裨益者：上記支局が管轄する保育園の保育士 

最終受益者：0歳から 4歳までの幼児 

協力相手先機関 ・連帯・社会公正省（MoSS : Ministry of Social Solidarity and Justice）

・連帯・社会公正省支局：ポートサイード・カリベイヤ（バンハ）・イスマイ

リア・スエズ・カフルエルシェイク 

・保育園：上記支局が管轄し、ボランティアが活動を展開する保育園 

運 営 実 施 体 制 ・ プロジェクトダイレクターである連帯・社会公正省家族子ども部部長は、

プロジェクトの運営と実施の全般的な責任を負う。 

・ JICA エジプト事務所は、プロジェクトダイレクターに対し、必要に応じて

実施に関わる提言・助言を行う。 

国 内 支 援 体 制 幼児教育分野技術顧問 

他ｽｷｰﾑとの関連 本邦研修「乳・幼児を対象とした就学前教育の拡充（中東地域）」(2008 年～

2010 年) 

 

 プロジェクトフレームワーク（2011 年 7 月 21 日付 M/M に基づく） 

大 目 標 子ども中心の保育が実践される 

プロジェクト目

標 

5 県の現地保育士により、遊び（歌、ごっこ遊び、運動、お話、製作）が実践

されるようになる 

活 動 ① 隊員による保育園（モデル園を含む）での活動 

② 支局主催の「遊びを通した学び」に関するセミナー 

③ 支局主催の保育士トレーナー養成研修（TOT） 

④ 支局によるモデル園の強化 

⑤ 「遊びを通した学び」に対する保護者の理解促進: 保護者向けセミナー、

「お便り」の配布など 

⑥ 「遊びを通した学び」に関する教材（アイデア集など）の開発・配布 

⑦ 支局による保育園視察 

⑧ 本邦研修・広域研修の参加者への事前・事後フォロー 
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 実施プロセス 

事 前 調 査 なし 

支 局 部 長 会 議 

（ J C C ） 

第 1回：2009 年 4 月 15 日、第 2回：2010 年 1 月 31 日、第 3回：2010 年 7 月

27 日、第 4回：2011 年 1 月 31 日、第 5回：2011 年 6 月 27 日、第 6回：2011

年 7 月 21 日 

巡 回 指 導 調 査 第 1回：2008 年 12 月 13 日～17 日、第 2回：2009 年 8 月 13 日～14 日 

中 間 レ ビ ュ ー 2011 年 7 月 4 日～21 日（現地調査期間） 
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 第１章 評価調査の概要 

1-1 調査団派遣の背景と目的 

エジプトに対する JICA 事業は（１）持続的成長と雇用創出の実現（２）貧困削減と生活水準の

向上（３）地域安定化の促進、の 3 つを柱として協力を実施することとしており、2008 年 9 月、

「貧困削減と生活水準の向上」に向けた「公共サービスの拡充・改善プログラム」1において就学

前教育の向上を目指し、5年 7ヶ月間のボランティアプロジェクトを開始した。 

エジプト国社会連帯省が、保育に実技を取り入れる重要性を強く認識しており、実技を通じた

保育を推進しようとしてきていること、及びそれまでのエジプトにおける当該分野でのボランテ

ィアの活動実績2を踏まえ、本「実技から学ぶ保育改善」プロジェクトでは、①指導者教育プログ

ラムの提供、②保育園プログラムの改善、③社会連帯省トレーニング機能の強化、を図ることを

目的に社会連帯省との間でＭＯＵを締結している。 

プロジェクト開始以降、5 都市を重点地域とし、各保育園での個別指導に加えてセミナーや広

域研修の開催などのプロジェクト活動を展開している。また、ボランティアのカウンターパート

を中心に本邦研修に招聘するとともに、フィールド調整員を配置し日本側投入の調整を行ってい

る。 

本中間レビュー調査は、プロジェクト開始後約 2 年半経過したプロジェクト成果を確認し DAC

評価 5 項目の視点を含む評価を行うことで、懸案事項への対応策、今後のプロジェクト実施方針

を明確化することを目的とした。また、ボランティアプロジェクトとしての実施体制、事務局・

事務所からの支援のあり方も含めて、ボランティア事業運営のさらなる改善に向けた提言を行う

ことも目的とした。 

 

1-2 調査団構成 

（１） 総括：小林知樹（青年海外協力隊事務局 アフリカ・中東課長） 

（２） 技術評価：坪川紅美（青年海外協力隊事務局 技術顧問） 

（２）評価計画：佐藤玲子（青年海外協力隊事務局 アフリカ・中東課 職員） 

（３）評価分析：山田順子（コーエイ総研 コンサルタント） 

 

1-3 調査日程 

 別添資料１を参照。 

 

 

 

                                                  
1 2010 年度のボランティア事業実施計画レビューでは、ボランティアの投入を中心としたその他の重点分野として整理され

ている。 

2 1997 年からグループ派遣により、幼児教育隊員を集中的に投入していた。 



II-4-7 
 

 

1-4 主要面談者 

 

＜エジプト側＞ 

（1）連帯・社会公正省 

Ms. Aisha Mohamed Abdl Rahman  福祉局局長 

Ms. Azza Ibrahim Mohamed   家族子ども部部長 

Mr. Hamdy Mansor     家族子ども部課長 

Mr. Yaser El Sayed     家族子ども部職員 

Ms. Azza Saad El Sayed    家族子ども部職員 

（2）連帯・社会公正省スエズ県支局 

Ms. Nagwa Mohamed Osman   家族子ども部部長 

Ms. Magda Abdlgliel Taha    家族子ども部専門員 

（3）連帯・社会公正省ポートサイド県支局 

Ms. Nagat El Sayed       局長 

Ms. Eman Mohamed Elzaher   家族子ども部部長 

Ms. Sayed El Rouly     家族子ども部専門員 

（4）連帯・社会公正省カフルエルシェイク県支局 

Ms. Gamilla Amar     家族子ども部部長 

Ms. Iman Mohamed Ibrahim   支所職員 

（5）連帯・社会公正省イスマイリア県支局 

Mr. Mohamed Salah Kamel   局長 

Dr. Karima Helmy Souliem   副局長兼家族子ども部部長 

Ms. Reem Emam Mohamed Emam  家族子ども部専門員 

（6）連帯・社会公正省カリオベイヤ県支局 

Ms. Iman El Sayed Ramadan   家族子ども部部長 

Dr. Heba Moustafa Amer    家族子ども部専門員 

（7）以下保育園の園長、保育士など 

スエズ県：ヒマーヤ保育園、フェイルーズ保育園、サウィードバダウィ保育園 

ポートサイド県：モンタザ保育園、オマルイブンカッターブ保育園 

カフルエルシェイク県：アッサハ保育園、ヒラール保育園、リアイアットターリブ保育園 

イスマイリア県：ラハマ保育園、シェーファー保育園、ローワデッタタンミーヤ保育園 

カリオベイヤ県：支局付保育園、モアッササバナート保育園、パンダ保育園 

ギザ県：エルエシュテラキーヤ・エルナモザギーヤ保育園 

 

＜日本側＞ 

（1）JICA エジプト事務所 

井黒伸宏  所長 

籌満彦   専任参事 

鶴田宏幸  企画調査員（ボランティア） 

竹野伸治  企画調査員（ボランティア） 
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（2）青年海外協力隊員 

岩崎万里  幼児教育（隊次 21-1 カリオベイヤ県支局配属） 

坂元夏子  幼児教育（隊次 21-2 カフルエルシェイク県支局配属） 

河野聡子  幼児教育（隊次 21-3 イスマイリア県支局配属） 

真鍋未里佳  幼児教育（隊次 21-3 スエズ県支局配属） 

木村恭子  幼児教育（隊次 21-4 スエズ県支局配属） 

西畑陽子  幼児教育（隊次 22-1 ポートサイド県支局配属） 

塩田恭代  幼児教育（隊次 22-3 カリオベイヤ県支局配属） 

村野かおり  幼児教育（隊次 22-4 イスマイリア県支局配属） 

相澤里実  幼児教育（隊次 22-4 カリオベイヤ県支局配属） 

黒崎久美子  幼児教育（隊次 23-1 カフルエルシェイク県支局配属） 

大村美郷  幼児教育（隊次 23-1 社会連帯省本省家族子ども部配属） 
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1-5 調査の方法 

 

本調査においては、まず、プロジェクト開始に際し締結された MOU（2008 年 9 月 16 日署名）、

PDM（version 1 : 2008 年 9 月 16 日署名 MOU 付属）、調整員及び隊員報告書、JCC 議事録、その他

関連資料から本プロジェクトに関連する基本的な情報を入手した。その上で、評価 5 項目（妥当

性、有効性、効率性、インパクト、持続性）の観点から具体的な調査項目を列挙した評価グリッ

ド（別添資料３参照）を作成した。評価 5項目の定義は下表の通りである。 

表 1-5-1 評価 5 項目定義 

評価基準 定義 

1. 妥当性 プロジェクトと、ターゲットグループ・相手国・日本及び JICA の優先度なら

びに政策・方針との整合性の度合い。 

「プロジェクト目標」や「上位目標」が相手国及び受益者のニーズに合致して

いるか、相手国の政策及び日本の援助政策との整合性はあるか等を確認する。

2. 有効性 

 

プロジェクトの目標の達成度合いを測る尺度。 

「プロジェクト目標」はどの程度達成されているか、あるいは達成される見込

みがあるか、プロジェクトの「アウトプット」が「プロジェクト目標」達成に

貢献しているかどうかを確認する。 

3. 効率性 

 

「投入」に対する「アウトプット」（定性ならびに定量的）を測る。 

プロジェクトの活動が最も効率的な方法で行われたか、「投入」及び「活動」

が「アウトプット」。の達成に有効に活用されているか等を確認する。 

4. インパクト 

 

プロジェクトの実施によって直接または間接的に、意図的または意図せずに生

じる、正・負の変化。プロジェクトが、地域社会・経済・環境ならびにその他

の開発の指標にもたらす主要な影響や効果を含む。 

5. 持続性 

 

プロジェクトによる支援が終了しても、プロジェクトによる便益が継続する

か、プロジェクトによって発現した効果が持続していく見込みがあるかどうか

を確認する。 

（出典:「新 JICA 事業評価ガイドライン第 1版」（2010 年 6 月）を参考に調査団作成） 

 

評価グリッドに従って、文献レビュー、協力隊員およびカウンターパート等に対する質問票調

査及びインタビュー、現場視察（保育園等）を実施し、データ・情報の収集及び分析を行った。

その結果に基づき、これまでのプロジェクトの実績、課題などを抽出した。質問票調査、インタ

ビュー、現場視察の対象は下表の通り。 

次に、得られた結果を元に、課題への対応など、今後の方向性などについて、エジプト側関係

者と協議を行った。最終的な調査結果は 2011 年 7 月 21 日に開催された合同調整委員会（JCC : 

Joint Coordinating Committee）における協議及び合意を経て、別添資料２の協議議事録（M/M : 

Minutes of Meetings）として、署名された。 
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表 1-5-2 調査方法・対象・主な調査項目 

調査方法 調査対象 主な調査項目 

質問票調査 協力隊員（活動中の 7名に配布、内

7名が回答） 

帰国協力隊員（10 名に配布、内 5

名回答） 

カウンターパート及び関係者（13

名に配布、内 13 名が回答） 

 活動進捗、アウトプット・プロジェク

ト目標・上位目標の達成状況（評価 5

項目関連事項） 

 プロジェクト実施プロセス 

 プロジェクト実施の促進・阻害要因 

 正・負のインパクト 

インタビュ

ー 

派遣中協力隊員 

ボランティア調整員 

カウンターパート（連帯・社会公正

省本省及び支局職員） 

 プロジェクトフレームワーク（PDM）の

認識・理解度 

 活動進捗状況 

 プロジェクト実施の促進・阻害要因 

 「遊びを通した学び」の導入・実施の

状況 

 プロジェクトの課題 

 今後の活動、方向性について 

保育園スタッフ（園長、保育士など）  保育園の概要及び活動状況（プログラ

ム、保護者との関わりなど） 

 「遊びを通した学び」の導入・実施の

現状 

 セミナーについて（得られた成果など）

 プロジェクト作成の教材（アイデア集）

の活用状況 

 保育園における問題点 

 プロジェクトに関する意見 

現場視察 保育園（計 15 園）  保育環境全般（教室、遊び場、遊具、

図書室など） 

 「遊びを通した学び」の実施状況 

 セミナーなどで学んで作成した製作物

の活用状況 
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第 2 章 プロジェクトの背景 

 

2-1 プロジェクト概要 

PDM（version 1）におけるプロジェクト概要は以下の通り。 

 

上位目標 

0-4 歳児保育園において、子供の自主性・権利に基づいた実技から学ぶ保育の新しいアイデアが

導入される。 

 

プロジェクト目標 

実技（歌、遊び、運動、お話、制作）の導入を通じ保育士指導能力の質的向上が図られる。 

 

アウトプット 

① 子どもたちへの実技指導実践（JICA ボランティア個々の活動を通じて） 

② 支局主催保育士トレーニングの実施（可能な限り地域モデル園を活用、保育園巡回型研修も

実施する） 

③ ボランティア主催定期セミナーの開催 

④ 実技に関する教材作成（テキスト、カセットテープ等） 

⑤ 本省トレーニング機能向上 

 

プロジェクト対象地域 

イスマイリア、カフルエルシェイク、ポートサイド、カリオベイヤ（バンハ）及びスエズの 5県 

 

表 各県の基本情報 

県 人口 

(2010 年推計) 

面積 

(Km2) 
保育園数 保育士数 

イスマイリア 1,029,136 1,442 203 1,030

カフルエルシェイ

ク 

2,798,942 3,437 約 900 1,217

ポートサイド 604,451 72 113 422

カリオベイヤ 4,546,564 1,001 768 2,456

スエズ 549,759 17,840 114 142

（出所：人口及び面積は CAPMAS: Central Agency for Public Mobilisation and Statistics。

保育園数及び保育士数は調査時の聴き取り） 
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2-2 プロジェクト開始に至った背景 

2-2-1 両国の政策上での位置づけ（妥当性） 

 

（１）エジプト国の政策との整合性 

「子ども法（Child Law）」（1996 年）では、「5 歳以下の子どもに読み書き算数に集中した学習

を行わないこと」とする一方、「お絵かきや塗り絵を取り入れ、それらを通じて、子どもの感情、

知識、周りの環境を含めた関係を表現できるようにする」などと定められている。また、「子ども

法」の下に作成された、連帯・社会公正省家族子ども部「保育園ガイドライン」（2005 年）3では、

保育園では「遊び」を行うこととされている。これらの方針は、「遊びを通した学び」の実践を目

標とする本プロジェクトの方向性と一致している。 

 

（２）日本の援助政策・戦略との整合性 

 エジプト国に対する JICA 事業は（１）持続的成長と雇用創出の実現、（２）貧困削減と生活水

準の向上、（３）地域安定化の促進、を３つの重点分野として協力している。重点分野の「貧困

削減と生活水準の向上」の中でも開発課題「公共サービスの拡充・改善」の中において就学前教

育の向上が示されており、公共サービスを提供する支局に配属される本プロジェクトとの整合性

はある。 

 

2-2-2 エジプトへの幼児教育分野ボランティア派遣の経緯 

また、エジプトへのボランティアの派遣は 1996 年に始まり、1998 年から幼児教育分野のボラ

ンティア派遣を開始した。プロジェクト開始時には累計 40 名以上の幼児教育分野におけるボラン

ティアを派遣してきており、これらの協力を通じて情報や経験が、エジプト側にも蓄積されてき

ていた。2005 年頃までは個別の園へボランティアが派遣されていたが、2005 年からは地域内の園

を指導監督する支局への派遣も開始した。しかし、より広く「遊びを通した学び」という概念を

伝えるには、保育士に対するセミナーや保護者への啓発活動なども重要であるということを、両

国関係者は認識し、本プロジェクトの開始に至った。 

 

年 出来事 研修 

1996 年 「Child Law 12/1996」  

1998 年 幼児教育分野のボランティアの派遣開始 

→個別の保育園への派遣 

 

2005 年 「保育園ガイドライン」  

2006 年  6 月 エジプト広域研修 

→連帯・社会公正省との関係構築開始

2008 年 9 月 プロジェクト開始 

→支局への配属、保育園への巡回型活動 

 

11 月 本邦研修（C/P 2 名参加） 

                                                  
3 ガイドラインは、「シリーズ 1 保育園の認証」、「シリーズ 2 保育園の一般的な特徴」、「シリーズ 3 保育園の設備」、「シリ

ーズ 4 保育園スタッフ」、「シリーズ 5 保育園でのケア制度及びサービスのプログラム」の 5 冊の冊子からなる。 
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2009 年  8 月 シリア広域研修（C/P 2 名参加）

11 月 本邦研修（C/P 2 名参加） 

2010 年  9 月 エジプト広域研修（エジプト側

56 名参加） 

11 月 本邦研修（C/P 2 名参加） 

2011 年 2 月～5月 情勢悪化による一時退避 

7 月 中間レビュー 

 

2014 年 3 月 プロジェクト終了  

 

 

2-3 幼児教育の歴史 

 

2-3-1 日本の幼児教育の歴史と、その類似性 

 

本プロジェクトの実施にあたって考えなければならない視点として、その国にそれまでにない

教育概念が根付き、制度的な整備が進むまでに長期の期間が必要となるということがある。日本

においても、1876 年東京女子師範学校（現お茶の水女子大）の付属幼稚園が初めて開設されたが、

遊びの重要性についての理解が得られ、制度的な完成を見るまでに約 130 年の時間を要している。 

 

日本は、明治末期ころから、欧米の児童中心主義保育の教育思想やモデルを取り入れながら実

践を重ねてきた。日本の文化、歴史、政治的な背景の影響を受けながら、現在の子ども中心の保

育内容を体系化できたのは、1989 年の幼稚園教育要領においてである。1989 年以前の幼稚園教育

要領は、保育者が中心となり、子どもたちに「多様な経験をさせる」ことに主眼が置かれていた。

それが 1989 年の改定では、子どもの心身の発達状況を観察し、子どもの興味関心がどこにあるの

か、ということを基にした子ども中心の保育へと変化した。 

 

途上国の幼児教育の現況を見ていると、日本の初期の幼児教育の状況と酷似しているところが

ある。例えば、幼児教育における遊びについての理解が得られず、1881 年の保育科目の改正では

「数ヘ方」「読ミ方」「書キ方」が加えられた形へと移行し、約 30 年は授業形式で教育が行われて

いた。その背景には、遊びだけでは教育施設として、保護者からの理解が得られかったためと推

察される。 

 

エジプトだけでなく途上国において、読み・書き・計算の授業形式の幼児教育が支持されるの

は、遊びの重要性が理解されていないためであるが、本プロジェクト「実技から学ぶ保育改善プ

ロジェクト」は、遊びが幼児の教育活動の１つであるということが現地の保育関係者に対して目

に見える形で提示されること、また、それは単に実技習得のみならず、遊びの中にある教育的意

義づけを隊員のサポートのもと実践を通して理解を深めていくという点でも効果的と考えられる。 

 

2-3-2 実践を通じた教育観の変化 
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本プロジェクトは、実践手法を具体的に示しながら、保育改善を図っているが、これは、短期

大学出身が多く占める隊員が保育者養成校において理論的なことよりも実践手法を中心に学びが

展開されていること、また現場における実践経験を積んでいるため、隊員の特性を活かしたプロ

ジェクトとなっている。 

 

この実践を通して幼児教育の理解を深めていくという観点から、日本の幼児教育の実践の歴史

を見ると、明治期においては、保育効果を保育室の広さ・机の形・高さに関心が向けられており、 

保育内容までにはなかなか至らなかった現実がある。それは、近代化を推し進めるために、幼児

教育は導入されたものの、それまで 6 歳以下の子どもに習い事をさせる習慣を持たない日本にお

いて、幼児に教育をするということの意味・意義を理解することができなかったためである。し

かし、西欧の手法を模倣しながら実践を積み重ねて行くなかで、大正期になって保育効果を対象

になる幼児自身に注目するようになる。明治初期に導入された幼児教育の実践のひとつの事例と

して、フレーベルの恩物（積み木の原型）4の作法形式の使用は、実践の中から教師の指示通りに

恩物を扱うことの疑問が生まれ改善されていくまでに 20 年もの月日がかかっている。蛇足ながら、

日本の 30 年後に幼児教育を導入した中国も、日本を視察し、恩物の作法形式を脱却した日本の保

育を見ているにもかかわらず、同様の恩物指導主義から始まり、その脱却に 20 年の月日を要して

いる。時間はかかるが実践の中で、子どもの視点を考えた保育・教育の在り方へと視点が広がる

ことが示唆されているように思う。 

 

1990 年に、「万人のための教育世界宣言」がだされたことによって、ユニセフやユネスコが主

導しながら、各途上国の教育省に幼児教育を管轄する局ができているが、明治期の日本と同様、

幼児教育についての意味・意義が理解されているとは言い難い状況である。しかし、現場サイド

では、実践を積み重ねることで、幼児教育の理解が深まっていることがボランティアの報告書を

通して感じることがしばしばある。特にエジプト国については、中間レビュー調査を通して、幼

児教育の意義を社会公正省・子ども部などの上層部の理解が深まっていることを感じた。これは

幼児教育の理解に留まらず、子ども観の成熟につながり、児童中心の教育を進める上で大切な要

素となるものである。 

 

前述の日本の幼児教育の歴史に書いたとおり、日本も諸外国の教育思想やモデルを取り入れな

がらも、日本の歴史的・文化的背景や社会的背景の違いにより、独自の保育内容を確立してきて

おり、また今後もそれぞれの時代や社会状況の影響を受け、その保育目的・内容も変化していく

ものと思われる。エジプトは、日本やそれ以外の国のモデルを取り入れ始めたばかりであり、エ

ジプト国のコンテクストにおいて自分たちで保育内容を組み立てていくことができるようになる

には、時間がかかるため、長期視点に立った本プロジェクトの評価が必要と感じる。また、本プ

ロジェクトでは、0歳から 4歳児が対象の保育の改善となっているが、今後、5歳、6歳児の幼児

教育、また初等教育へのつながりを見通した情報収集や関係機関との連携も重要になってくるで

あろう。 

                                                  
4 フレーベル（Friedrich Wilhelm August Fröbel1782～1852）が考案した作業遊具。 
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第 3 章 評価結果 

3-1 投入実績 

3-1-1 エジプト側投入実績 

(1) カウンターパート 

2011 年 7 月現在、19 名がカウンターパートとして配置されている。プロジェクトダイレクター

は連帯・社会公正省家族子ども部長である。カウンターパートの詳細は協議議事録（添付資料 2）

の Annex 1 の通り。 

 

(2) 施設の提供 

協力隊員に対して社会連帯省本省及び県支局内に各々執務スペースが提供されている。 

 

(3) 関連業務費 

エジプト側からは、プロジェクトに関連する業務費として、セミナー参加者の旅費（一部の支

局）や保育士トレーナー養成研修（TOT: Training of Trainers）開催時の隊員の交通費及び宿泊

代に対する支出などがあった。 

 

3-1-2 日本側投入実績 

(1) 協力隊員及びフィールド調整員・ボランティア調整員 

プロジェクト開始から累計 22 名の協力隊員と 2名のボランティア調整員・フィールド調整員が

派遣されている。2011 年 7 月時点における派遣実績の詳細は協議議事録（添付資料 2）の Annex 2

を参照のこと。 

 

(2) 機材供与 

2011 年 7 月時点まで、日本側から供与された機材はない。 

 

(3) 現地業務費 

日本側支出の現地業務費は、プロジェクト開始以降 2011 年 3 月時点までの累計で 4,147 千円と

なっている。各会計年度における支出は下表の通りである。主な使途は、アイデア集の印刷費、

広域研修開催に係る経費などである。 

 

表 3-1-1 現地業務費（円） 

会計年度 支出額 

2008 807,000

2009 1,489,000

2010 1,851,000

総額（円） 4,147,000

（出所：プロジェクト提供データ） 
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(4) 研修 

本プロジェクトのカウンターパートは、下表の通り、本邦研修「乳・幼児を対象とした就学前

教育の拡充（中東地域）」（2008 年～2010 年）に、これまで合計 6名が研修に参加した。 

また、中東幼児教育広域研修にも参加している。2009 年はシリアで同研修が開催され、カウン

ターパート 2 名（表 3-1-3 参照）、隊員 6 名及びフィールド調整員が参加した。2010 年はエジプ

トで開催され、エジプト側及び日本側関係者が参加した。エジプト側参加者（56 名）の詳細は協

議議事録（添付資料 2）の Annex 3 を参照のこと。 

 

表 3-1-2 本邦研修「乳・幼児を対象とした就学前教育の拡充（中東地域）」参加者 

年度 研修期間 研修員氏名 役職 

2008 年 2008.11.24-12.10 Ibtag Abd El Kader Mohamed 

Ahmed 

連帯・社会公正省家族子ども部

部長（当時）（現在退職） 

Iman Mohamed Ibrahim Badry エル・サーファー保育園園長（当

時） 

現カフルエルシェイク支所職員

2009 年 2009.11.24-12.7 Azza Ibrahim Mohamed Osman 

El Hadad 

連帯・社会公正省家族子ども部

部長 

Reem Imam Mohamed Imam 連帯・社会公正省イスマイリア

支局家族子ども部専門員 

2010 年 2010.11.23-12.8 Iman El Sayed Ramadan 連帯・社会公正省カリオベイヤ

支局家族子ども部部長 

Heba Moustafa Amer 連帯・社会公正省カリオベイヤ

支局家族子ども部専門員 

（出所：プロジェクト提供データ） 

 

表 3-1-3 中東幼児教育広域研修（於シリア）参加者 

年度 研修期間 研修員氏名 役職 

2009 年 2009.8.9-8.11 Azza Ibrahim Mohamed Osman 

El Hadad 

連帯・社会公正省家族子ども部

部長 

Iman El Sayed Ramadan  連帯・社会公正省カリオベイヤ

支局家族子ども部部長 

（出所：プロジェクト提供データ） 
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3-2 活動実績及び課題 

当初、PDM（version 1）と照らし合わせて活動の進捗を確認する予定であった。しかし、PDM

についてはアラビア語訳されていないため、プロジェクトメンバー間で共有されておらず、PDM

に沿った活動がなされていなかった。調査の結果、本プロジェクトに係る主な活動として、これ

までに以下 8 種類の活動が行われていることが確認された。次項にて各活動の実績及び課題を述

べていく。 

 

活動 1. 隊員による保育園（モデル園を含む）での活動 

活動 2. 支局主催の「遊びを通した学び」に関するセミナー 

活動 3. 支局主催の保育士トレーナー養成研修（TOT：Training of Trainers） 

活動 4. 支局によるモデル園の指定 

活動 5. 「遊びを通した学び」に対する保護者の理解促進 

活動 6. 「遊びを通した学び」に関する教材（アイデア集）の開発・配布 

活動 7. 支局における保育園視察 

活動 8. 本邦研修・広域研修への参加 

 

3-2-1 活動 1：隊員による保育園（モデル園を含む）での活動 

(1) 実績 

隊員は県支局に配属されているが、支局との話し合いに基づき、週に 3～4日程度、支局管轄の

保育園にて活動を行っている。隊員の活動先保育園にはモデル園も含まれている。活動の内容は

園の状況や隊員により異なるが、「遊びを通した学び」の実施のための支援を中心に、保育の全般

的な改善へ向けた活動を行ってきた。 

活動先保育園での活動期間や頻度が異なるため、一概に述べることはできないが、隊員報告書

のレビューや聴き取りの結果、活動先の園の状況は改善されているとの報告がされている。プロ

ジェクト開始から現在まで、隊員が活動を行った保育園は以下の通り。 

 

表 3-2-1 隊員の活動先保育園 

配属先 派遣隊員数

（2011 年 7

月までに配

属済み） 

活動先保育園 

イスマイリア支局 2 名 ①ニモ保育園 

②ローワデットタンミーヤ保育園 

③ダールエルラハマ保育園（モデル園） 

④シェーファー保育園 
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カフルエルシェイク支局 3 名 ①テフルムスターバル保育園 

②モハフザ保育園 

③アッサハ保育園 

④リアイアットターリブ保育園 

⑤ヒラールアハマル保育園（モデル園） 

ポートサイド支局 4 名 ①エルヌールワルアマル保育園 

②アブデルハールクエルデスーイー保育園 

③ハダーナットイッセナー保育園 

④オマルイブンカッターブ保育園（モデル園） 

⑤モンタザ保育園 

カリオベイヤ支局 2 名 ①ショッバーンムスリミーン保育園 

②アサフィールイッタダーモン保育園 

③オスレットエルザハラー保育園 

④アサフィールアルタダモーン保育園（モデル園）

スエズ支局 4 名 ①アスワン保育園 

②サウィードバダウィ保育園 

③ヒマーヤ保育園（モデル園） 

④フェイルーズ保育園 

連帯・社会公正省本省 3 名 ①Early Childhood Development 保育園 

（出所：プロジェクト提供データ） 

 

(2) 課題 

本活動に関する課題として、以下の課題が挙げられる。 

・ 各支局が管轄する保育園数に比べると隊員が直接支援できる園数は極めて限定的であり、隊

員の活動が県全体に裨益することは困難である。 

 

3-2-2 活動 2：支局主催の「遊びを通した学び」に関するセミナー 

(1) 実績 

「遊びを通した学び」の導入及び実施促進のため、各支局にてセミナーが開催されてきた。支

局によりセミナーの内容、頻度、参加者数などは異なる。セミナーを毎月定期セミナーとして行

う支局がある一方、特に計画を立てずに予算状況次第で開催している支局がある。なお、全支局

においてセミナーでは参加者への日当は支払われておらず、一部の支局で参加者への交通費が支

払われている。 

セミナーの対象者は主に保育士であるが、支局によっては施設長、園長、アシスタント（ダー

ダと呼ばれる主に乳児担当のスタッフ）などに対してもセミナーを開催している。 

セミナーの運営に関して、PDM ではセミナーは隊員主催と記載されていたが、実際には本省、

支局と隊員が協力して開催している。また、2011 年 2月から 5月の政情不安による一時退避中に、

スエズ支局ではカウンターパートが独自でセミナーを 2 回開催するなど、セミナー実施に対する

カウンターパートの主体性の高さが伺える。 
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一方、セミナーの成果に関しては、聴き取り調査の結果、参加者はセミナーを受講することに

より、「遊び」の方法を学ぶ機会を得ていることが明らかとなった。保育士へのインタビューでは、

セミナーで習った製作物を実際に園で製作していること、プロジェクトで作成した「アイデア集」

に掲載されている製作物を応用して独自で製作を行っている保育士などが確認された。 

なお、本調査時には、本省、各支局及び JICA 事務所でセミナー実施に関する情報が取り纏めら

れるような形で収集されていなかった。したがって、各支局でどの園の誰を対象に何回セミナー

がいつ開催されたのか、といった基本的な情報が揃わず、セミナーの具体的な実績を纏めること

は出来なかった。調査時に確認されたセミナーの開催数は下表の通り。 

 

表 3-2-2 支局ごとのセミナー開催数 

年 

支局 
2008 2009 2010 2011 合計 

イスマイリア NA NA 3 1 4 

カフルエルシェイク 1 6 4 3 14 

ポートサイド 1 2 NA 0 3 

カリオベイヤ NA 5 12 1 18

スエズ NA NA 3 2 5 

（出所：プロジェクト提供データ） 

 

(2) 課題 

セミナーに関する課題として、以下の課題が挙げられる。 

・ セミナーの実施に関する計画が策定されておらず、セミナー開催の目標も明確になっていな

い（例えば、今年度は県内の保育士のうち○％の保育士に対してセミナーを開催するなど）。 

・ セミナー開催時に参加者へのアンケートなどが実施されておらず、参加者がセミナーでどの

程度学ぶことができたのか、参加者の学習の成果が把握されていない。 

・ セミナー後のフォローアップが行われていないため、参加者が実際に園で学んだことを実践

しているのかについても、その状況が不明である。 

・ セミナーがどの程度、県内の保育園をカバーしているか、県内の保育士のうちどの程度の保

育士がセミナーに参加したのかなど、セミナー参加者についてのデータが取り纏められてい

ない。したがって、セミナーを通じた「遊びを通した学び」の導入状況が不明である。 

 

3-2-3 活動 3: 支局主催の保育士トレーナー養成研修（TOT） 

(1) 実績 

各支局管轄園での「遊びを通した学び」の導入・実施促進のため、保育士トレーナー養成研修

（TOT）が 3支局において開催された。TOT は、トレーナーとなる保育士を養成し、その保育士か

ら他の保育士への知識及び技術の伝達を目的としている。TOT を実施した支局では、トレーナー

を養成することで、隊員がいなくなった後もセミナーが継続実施される可能性が出てきた。これ

まで実施された TOT の詳細は以下の通り。 
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表 3-2-3 TOT 実施状況 

支局 年月 日数 対象者数 

カリオベイヤ 2010 年 3 月 5日間 22 

イスマイリア 2010 年 5 月 4日間 26 

ポートサイド 2010 年 12 月 4 日間 20 

（出所：プロジェクト提供データ） 

 

(2) 課題 

 TOT に関する課題として、以下の課題が挙げられる。 

・ TOT の制度設計が行われずに開始されている。具体的には、トレーナーの選出基準や選出数、

研修のカリキュラム、研修後の活用やモニタリング・評価方法など基本的な事項について検

討、合意形成されないまま、研修自体が実施された。 

・ したがって、TOT を受けた保育士がその後、他の保育士に対して知識・技術を伝えているの

か、その状況についても把握されていない。 

・ また、セミナー（活動 2）を複数回受講している保育士などが自発的に他の保育士に対して

知識・技術の普及を行っているケースもある。つまり、セミナーと TOT の差別化も図られて

おらず、セミナーと TOT の内容の違いや TOT の制度設計を明確にする必要がある。 

 

3-2-4 活動 4：支局によるモデル園の指定 

(1) 実績 

各支局によりモデル園の指定が行われた。2011 年 6 月の支局部長会議では、モデル園の目的と

して、「地域の保育関係者らが視察し、自分たちも真似してみようと思える園であること」とされ、

業務内容は「遊びを通した学びを取り入れた保育プログラムを基に、保育が実施される」である

ことが合意されている。したがって、モデル園が指定されたことにより、将来的にはモデル園で

公開保育が行われる可能性が出てきた。2011 年 7 月現在のモデル園は以下の通り。 

表 3-2-4 各支局におけるモデル園（2011 年 7 月現在） 

支局 モデル園 

イスマイリア ダールエルラハマ保育園 

カフルエルシェイク ヒラールアハマル保育園 

ポートサイド オマルイブンカッターブ保育園 

カリオベイヤ 支局付保育園 

スエズ ヒマーヤ保育園 

（出所：プロジェクト提供データ） 

 

 

 

カリオベイヤ支局では、支局職員が本邦研修受講後に研修の成果を実践するため、支局付保育
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園の設立を働き掛けた。その結果、支局付保育園が設立され、同園では開設時から「遊びを通し

た学び」の実践を目的に保育が行われてきている。このように、支局によってはモデル園での具

体的活動を開始しているところもあるが、現状としては、モデル園としての本格的な活動はこれ

からである。 

 

(2) 課題 

モデル園に関わる課題として、以下の課題が挙げられる。 

・ モデル園の目的についてはある程度明確になっているものの、更なる明確化と関係者間の認

識の統一が必要である。現在のモデル園設置目的には「地域の保育関係者らが視察」とあり、

公開保育を意図していると読み取れるが、さらに踏み込み公開保育の実施意義や目的につい

ても共通の認識を形成していく必要がある。 

・ モデル園の基準が統一されていない。2011 年 6 月の支局部長会議では、モデル園の条件とし

て、「遊びを通した学び」を実施している、支局との繋がりがしっかりとしていること、とい

う条件が合意されている。しかし、何を以ってモデル園とされるのか、モデル園で実施する

保育の内容など質的な水準については具体的な設定がされていない。 

 

3-2-5 活動 5：「遊びを通した学び」に対する保護者の理解促進 

(1) 実績 

保育園関係者への聴き取りの結果、保護者の「遊び」に対する理解の低さが「遊びを通した学

び」の導入・実践を阻害しているというのが、聴き取り対象者全員の見解であった。本省及び各

支局においても、保護者の理解促進が重要な課題として認識されていた。 

保育士は理解の少ない保護者に対して「遊び」の重要性について説得しているとのことであっ

た。時間と共に「遊び」に対する理解を示す保護者がいる一方、大半の保護者が保育園での勉強

を希望し、宿題を要求しているとのことであった。 

聴き取りを行った保育士たちは保護者の理解促進が重要とは認識しているものの、保育園から

保護者に対して積極的な働きかけを行っている保育園は少ない。視察を行った大半の保育園では、

保育園と保護者との関わりは限られていた。保護者との定期的な会合を持っている保育園は少な

く、誕生日会などのイベント時に保護者と話すという程度であった。 

現在まで、保護者の理解促進を目的として実施されたプロジェクトの活動としては、１）保護

者向けセミナーの開催、２）「お便り」の作成・配布があることが確認された。 

 

 1) 保護者向けセミナー 

2010 年 2 月にカフルエルシェイク支局は保護者 20 名を対象としたセミナーを開催している。

セミナーではカフルエルシェイク大学の心理学の教授から「遊び」による子どもの成長に関する

講義が行われた。また、本調査時には、カリオベイヤ支局で、モデル園（支局付保育園）でオー

プンデイを実施し、保護者向けのセミナーを予定していた。 

 2) 「お便り」の作成・配布 

聴き取りの結果、隊員が中心となって作成した「お便り」が保護者の理解促進のために有益で
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あることが明らかとなった。また、保育士からは、保護者からの「お便り」の評判が良いという

意見が聞かれた。2009 年 7 月以降現在まで、「お便り」全 6号が作成、配布された。「お便り」は

隊員を中心に作成され、主に隊員が活動をする保育園を通じて保護者に配布された。また、本省

を通じて、対象 5県以外の県支局に対しても配布されている。「お便り」の内容は、プロジェクト

活動の紹介などプロジェクト広報の意味合いが強いが、「遊びを通した学び」への理解促進のため

の内容も記載されている。 

また、「お便り」に書かれている内容を隊員が自ら実践している、という保育士もおり、隊員の

行っている活動の意義を「お便り」を通じて理解していることが伺えた。保護者への理解促進の

みならず、保育士など保育関係者に対しても有益であると考えられる。 

 

(2) 課題 

本活動に関する課題として、以下の課題が挙げられる。 

・ 平日にセミナーを開催しても参加できる保護者が限られること、逆に週末にセミナーを開催

すると支局職員や保育士が週末に働かなければならないなど、セミナーを開催するタイミン

グに課題があるとの意見があった。 

・ 保護者に配布するためのコピー代が賄えないため保育士だけが「お便り」を読んでいる園、

理解のある保護者だけに配布している園などもあった。その背景には保育園の財政状況や保

護者の識字の問題があると考えられる。したがって、「お便り」の配布数への配慮や「お便り」

を通した保護者への啓発についてはその限界についても留意すべきである。 

・ これまでの「お便り」の中にはプロジェクトの活動報告など広報が中心のものがあるが、保

護者への啓発を主目的とした内容とすべく、「遊び」の重要性をより強調するなど、内容や執

筆者（本省・支局職員、保育士、保育に関する見識者など）の検討を行う必要がある。 

 

3-2-6 活動 6: 「遊びを通した学び」に関する教材（アイデア集）の開発・配布 

(1) 実績 

「遊びを通した学び」に関する教材として、「アイデア集」が作成された。第 1号はプロジェク

ト開始前に作成され、プロジェクトでは印刷及び配布を行った。次いで、2009 年 8月に第 2号（950

部）及び 2010 年 9 月に第 3 号（650 部）の作成、印刷及び配布が行われた。「アイデア集」の配

布先は主に各支局が開催するセミナーの参加者である。また、対象 5 県以外の 22 県についても、

本省を通じて各支局に「アイデア集」が配布されている。 

聴き取り調査の結果、特にセミナーを受けた保育士により「アイデア集」が活用されているこ

とが明らかになった。「アイデア集」に掲載されている歌をエジプト風にアレンジしたり、製作物

を応用して新しいおもちゃを作成したり、また「アイデア集」に掲載されている製作物を毎週一

つずつ作る計画を立てている保育士もいた。 

2011 年 1 月 31 日の支局部長会議において、第 4 号については、エジプト側のカウンターパー

トや保育士のアイデアを元に 2011 年中に作成されることが決まっている。 

 

(2) 課題 
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 本活動に関する課題として、以下の課題が挙げられる。 

・ 「アイデア集」は対象 5 県以外の支局に配布されているものの、その後の活用状況について

は全体として把握されていない。 

・ これまでは隊員を中心に作成されてきたが、定期的に新しい号を作成していく体制が整って

いない。第 4号以降は、エジプト側を中心とした体制の検討が必要となってくる。 

 

3-2-7 活動 7: 支局における保育園視察 

(1) 実績 

支局カウンターパートへの聴き取りの結果、各支局から保育園への視察が行われており、保育

園の状況を把握していることが確認された。支局の下には支所、出張所が存在し、そこからの保

育園視察も行われている（支所及び出張所の数は下表参照）。視察の現状は支局により異なってい

るが、支局から直接保育園に視察を行うことは頻繁ではなく、支所や出張所が主に保育園の視察

を行っている。イスマイリア県では、支局は支所に対して半年ごと、支所は出張所に対して 3 ヶ

月ごと、出張所は保育園に毎月視察を行っているという。支局や支所からも頻度は少ないが保育

園に直接視察を行っているとのことである。隊員も支局からの視察に同行することもある。 

視察では、保育園の基準が満たされているか、園児数、保育士数、環境（日当たり、風通し、

衛生状況など）、遊具、保育の状況（プログラムなど）、保育士の保育態度などを見ているとのこ

とであった。「遊びを通した学び」の実施状況の確認を目的とした視察はこれまで実施されていな

い。 

 

表 3-2-5 各県における保育園・支所・出張所の数 

 イスマイリア カフルエルシ

ェイク 

ポートサイド カリオベイヤ スエズ 

保育園数 203 約 900 113 768 114 

支所   8    10  7  11   5 

1 支所当たり

の保育園数* 
 25 約 90 16  70  23 

出張所  39 不明 34 117  52 

1 出張所当た

りの保育園

数* 

  5 -  3   7   2 

（出所：調査時聴き取り）*小数点以下四捨五入 

 

(2) 課題 

保育園視察に関する課題として、以下の課題が挙げられる。 

・ 「遊びを通した学び」の実施状況の確認を目的とした視察は行われておらず、また「遊びを

通した学び」に関するモニタリングの基準もない。 

・ 支局、支所、出張所から保育園の視察が行われているが、その内容や結果などについて不明

な点が多い。また、隊員と支局の間で視察の目的や結果が共有されていない。 
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3-2-8 活動 8: 本邦研修・広域研修への参加 

(1) 実績 

本プロジェクトでは、本邦研修が活動の一部として位置付けられている。2008 年から 10 年ま

での 3年間、本邦研修「乳・幼児を対象とした就学前教育の拡充（中東地域）」が実施され、計 6

名が参加した（表 3-1-2 参照）。また、2009 年にシリア、2010 年にエジプトで開催された中東地

域幼児教育広域研修にも参加している（表 3-1-3 参照）。 

本邦研修や広域研修により、参加者の「遊びを通した学び」に対する理解が促進され、「遊びを

通した学び」の実施に係る具体的な活動が行われた。例としては、前述のカリオベイヤ支局によ

るモデル園の開設・運営が挙げられる。さらに、参加者の中はセミナーの講師として活動し、研

修で得られた知識などの普及に貢献している参加者もいる。また、特に本邦研修参加者は日本に

おける保育の現状を実際に視察したことにより、日本の保育に対する理解を深め、プロジェクト

や隊員の活動に対して積極的な支援を行っている。 

(2) 課題 

 本活動に関連する課題として、以下の課題が挙げられる。 

・ 研修で作成するアクションプランと本プロジェクトのフレームワークとの齟齬が生じないよ

うに、研修前後のフォローが必要である。すなわち、研修参加者へのプロジェクトからの情

報共有、研修後の参加者からのフィードバックとアクションプランの共同実施といった体制

を維持すべきである。 
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3-3 実施プロセス 

3-3-1 実施体制（コミュニケーション、モニタリングなど） 

(1) PDM・PO 

プロジェクトの枠組みである覚書（MOU: Memorandum of Understanding）や PDM がアラビア語

に翻訳されておらず、エジプト側のプロジェクト関係者間がプロジェクトの基本事項に関する理

解することが困難な状況であった。MOU 付属のプロジェクト概略図がアラビア語及び日本語に翻

訳され、プロジェクトのフレームワークとして関係者に共有されていたが、概略図の分かりづら

さや翻訳の質の問題、エクセルファイルの構成上一部のアラビア語訳が欠けているということも

あり、基本事項に関する理解を形成するためのツールとは成り得ない状況であった。したがって、

PDM あるいは概略図に基づいてプロジェクトは実施されてこなかった。そのような状況ではあっ

たが、本邦研修、広域研修や各支局でのセミナー、隊員の日々の活動を通じ、「遊びを通した学び」

の導入及び実施がプロジェクトの目的であることを全関係者は理解していた。 

また、活動計画（PO: Plan of Operation）については、MOU では毎年隊員が PO を作成しプロ

ジェクトダイレクターに提出・議論を行うことと規定されているが、現在まで作成されていない。

したがって、実際の活動は支局ごと、隊員ごとに各々の考えで実施されている状況である。 

 

(2) JCC 

JCC については、MOU では最低年 2回の開催と記載されており、これまで 6回開催（第 1回 2008

年 10 月 23 日、第 2 回 2009 年 4 月 23 日、第 3 回 2010 年 1 月 31 日、第 4 回 2010 年 7 月 27 日、

第 5 回 2011 年 1 月 17 日、第 6 回 2011 年 6 月 27 日）されている。ただし、JCC は支局部長会議

という名称で開催されてきた。 

また、プロジェクト開始当時の本部事務局からの公電（2008 年 9 月 8 日付）では JCC メンバー

の明確化の必要性についての指摘があったものの、現在まで JCC メンバーは確定されていない。

さらに、JCC での議題は本邦研修の報告やプロジェクトの具体的活動などの各論であり、プロジ

ェクト全体としての議論がなされてこなかった。そのため、プロジェクト全体の進捗や具体的な

方向性に関して関係者の共通の認識が醸成されていたとは言い難い。 

 

(3) モニタリング 

本プロジェクトを実施するに際し参照された「ボランティア事業のプログラム・アプローチ強

化に関するガイドライン」（2007 年 9 月 青年海外協力隊事務局）によると、プロジェクト全体

の活動報告書の提出が定められていたが、本プロジェクトでは同報告書は作成されていなかった。

そのため、全体の進捗に関して取り纏めた文書は存在せず、プロジェクトの進捗に関して得られ

る情報は、隊員報告書やボランティア調整員報告書から得られる断片的な情報が中心となる。 

また、支各においてセミナーや視察等のプロジェクト活動についての情報などが取り纏められ

ておらず、また本省への報告も行われていない。そのため、支局における活動については不明な

点が多く、プロジェクトの進捗についても詳細の把握が難しい。 

一方、隊員はセミナー報告書（日本語）を作成しているが、JICA 事務所に提出されないことも

あり、全ての状況は把握できない。また、隊員からのセミナー報告書の記載項目及び内容はそれ
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ぞれ異なっているため、報告書に基本的な情報（参加者数など）が記載されていないものもあり、

詳細の把握ができない状況である。 

このような状況を受け、2011 年 6 月の支局部長会議では、定期報告書の作成と報告が議題とな

り、結果、定期報告書フォーマットが定められ、支局ごとに隊員と共に報告書を作成、JICA 事務

所が取り纏めて本省側に提出することとなった。 

 

3-3-2 促進要因 

プロジェクトの実施を促進した主要な要因は以下の通り。 

 本邦研修・広域研修 

 研修参加者が「遊びを通した学び」の意義を理解し、保育に対する意識が変わってきたとの隊

員からの報告がある。また、聴き取りの結果、広域研修では、文化などに共通点の多い中東地域

の他の国の参加者と情報交換や体験の共有などの交流により、良い刺激を受けたと回答する参加

者がいた。前で述べた通り、研修参加者のモチベーションは高く、プロジェクト活動への関与も

強まっていることから、本邦研修及び広域研修がプロジェクトの実施を促進してきたと言える。 

 

3-3-3 阻害要因 

プロジェクトの実施に影響を及ぼした阻害要因は以下の通り。 

(1) 保育士の離職率の高さ 

保育士の職業的地位や待遇（給与、社会保障など）の条件が悪いため、一般的に保育士の離職

率は高いと言われており、連帯・社会公正省もこの点を問題として認識している。聴き取りを行

った保育士の中には、今より条件（給与及び保険）がよい職場があったら転職する可能性がある

と答え、待遇の改善を訴える保育士もいた。離職率に関する具体的な数値はないが、隊員の報告

書においても、保育士の離職が問題として取り上げられている。本調査時に聴き取りを行った保

育園についても、勤務年数 1 年足らずといった保育士が複数名所属している保育園があり、離職

率の高さが伺えた。隊員の活動先の保育士やセミナーを受講した保育士が辞めた場合、活動の継

続や成果の維持といった点で支障が生じている。 

 

(2) アラビア語 

アラビア語の難しさが、プロジェクト実施に支障を来している。まず、プロジェクトの枠組み

を記した文書（PDM 及びプロジェクト概略図）の日本語、英語、アラビア語の間で齟齬があり、

関係者間の共通理解に問題があった。また、文語体と口語体の違いから、一定以上の文書になる

とアラビア語を共通言語とすることは難しく、活動も制限されてくる場合がある。例えば、アン

ケートなどを行っても、隊員がアラビア語を読むことは難しく、カウンターパートなどの協力が

不可欠となる。 

さらには、調整員と本省や各支局とのプロジェクトの運営、実施方針など重要事項についての

コミュニケーションにおいても、常に通訳者を介しなければならず、通訳者の通訳能力に左右さ

れる部分が非常に大きい。また、アイデア集の作成や JCC の議事録などにおいても、翻訳が必要

となる。そのため、翻訳に係る時間及び経費がかかり、実施のスピードに影響を与えている。 
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(3) 政変による情勢悪化 

2011 年 1 月末以降の政変による情勢悪化のため、隊員及び調整員は 2 月から 5 月の 3 ヶ月間、

一時退避を行った。そのため、その間のプロジェクト活動が行えない状況であった。質問票調査

の結果、情勢悪化をプロジェクトの阻害要因として挙げる回答者もいた。 

一方、隊員不在の間、一部の支局では独自でセミナーを開催しているなど、隊員がいなくても

活動を継続している支局もあった。本調査時においても、本省家族子ども部及び支局の体制に政

変による影響は見られなかった。また、各保育園においても、通常起こりうる範囲内での保育士

の離職はあるものの、政変による具体的な影響は報告されていない。 

このように一時退避による大きな影響は確認されていないものの、3 ヶ月の退避期間は、隊員

の活動期間（2 年弱）を考えると、語学力の維持・向上や活動の成果の定着などに対して少なか

らず負の影響があったと考えられる。 
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3-4 プロジェクトの成果 

 

これまで述べてきた通り、プロジェクトでは「遊びを通した学び」の導入及び実施を目標に活

動が行われてきた。その結果、プロジェクトの成果として、本省及び対象 5 県のプロジェクト関

係者の「遊びを通した学び」への理解が向上したことが挙げられる。関係者は、「遊びを通した学

び」の重要性を理解し、各支局での導入・実施へ向けた努力を行ってきた。 

また、プロジェクトのインパクトとして、エジプト広域研修や支局間での活動を通じて、本省

と各支局の縦のつながり、また 5 支局間、支局内の保育士同士の横のつながりが深まったことが

挙げられる。その結果、他の支局との情報共有、意見交換や学び合いの機会が生まれ、「遊びを通

した学び」の実施促進に良い影響を与えている。 

 

 

3-5 プロジェクトの今後 

(1) 政策面 

保育園では「遊び」を行うことが、子ども法（Child Law）及びその下位文書である「保育園ガ

イドライン（2005 年）」で定められており、プロジェクトの妥当性は今後も確保されていくこと

が期待できる。 

(2) 組織面 

現在の本省及び支局の人員・組織の体制は、プロジェクト開始前から存在しており、今後も維

持されていく見込みが高い。 

一方、カウンターパート（特に本省及び支局の部長）には保育以外の仕事もあり、主体制や参

加度が高くても、業務量の超過で活動が滞る可能性があるため、計画的に活動が実施できるよう

な体制整備が必要である。特に対象園が多い支局（カリオベイヤなど）においては、一人のカウ

ンターパートがプロジェクトの業務を抱え込むような体制ではなく、関係する職員全員がプロジ

ェクトの活動に参加できるよう、支局でのプロジェクトの運営の仕方を改善する必要がある。ま

た、保育士の離職率は高く、本プロジェクトでの現場での実践定着の阻害要因となっていること

が継続的に懸念される。 

(3) 財政面 

「遊びを通した学び」は、既存の物（廃材など）を利用するなど工夫して行うことが可能であ

り、特別な機材などの投入は必要ない。そのため、金銭面での負担は少ない。 

参加者に支払う交通費が確保できないとセミナーを開催できないと考えている支局もあるが、

交通費を出さずにセミナーを実施している支局もある。セミナー時の交通費の支出については、

セミナーの持続性を考えて、見直しを行う必要がある。 

保育園の大半が連帯・社会公正省からの支援を受けているが、その支援額が少ないため、保育

士の給与が低くなり、結果、離職をする保育士が後を絶たない。また、園の運営状況によっては、

画用紙などの物品が購入できないという園がある。 

(4) 技術面 

カウンターパートは「遊びを通した学び」に対する理解があるものの、幼児教育に関する能力・

技術には差があり、継続した技術的な支援が必要である。本邦研修及び広域研修参加者が中心と

なり、「遊びを通した学び」の導入・実施を推進していくことが期待される。 
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セミナーを受けた保育士など保育関係者の能力・技術の維持・向上のため、定期的なモニタリ

ングとフォローアップが必要である。 
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第 4 章 結論および提言 

4-1 プロジェクト評価の結論と提言 

 第 3 章で述べたとおり、本プロジェクトは「遊びを通した学び」の導入・定着に向けて着実に

進捗している。具体的には、個々の保育園での遊びの取り入れ、連帯・社会公正省内および支局

での遊びの重要性に関する理解の促進である。 

その一方で、今次の評価においては既存のPDMに照らした5項目評価はできないと結論付けた。

その理由として、活動の実績の記録がとられていない、「定着」をはかる適切かつプロジェクト期

間を通して使える指標がないという理由に加えて、そもそも新しい概念を導入する活動には、a 

priori に中期戦略を立案する必要がある PDMによるプロジェクトマネジメントがそぐわないとい

うことが理由である。連帯・社会公正省(MOSS)にトレーナー養成研修(TOT)や遊びを通した学びの

普及に関する明確な戦略がない(ただし、方針はある)現状においては、プロジェクト後半につい

ても PDM を用いたプロジェクトマネジメントは難しいと考える。そのため、現状の活動内容(PDM

で想定されている活動の全てではない)をベースとしてプロジェクトを展開し、定期的なモニタリ

ング・協議を通じて適宜活動内容を修正していくことが適切であると判断した。 

そのため、当初の PDM の活動内容を超えない範囲で今後の活動を定義し、その活動が目指す方

向性(ビジョン)を含むプロジェクトの枠組みを整理し、中間レビューのミニッツとして MOSS と合

意した。戦略を事前に策定することを放棄したことから、活動の目標値、必要な投入などが欠け

ている。 

この修正により、求められることは a posteriori のプロジェクトマネジメントである。すなわ

ち、日々のモニタリングにより活動の状況を把握するとともに、活動によって生じたアウトプッ

ト及びアウトカムを形成的(Formative)に評価判断していくことが求められる。短中期的にモニタ

リング指標として活用でき、また活動の質の向上に生かせるものとして、実施セミナーの内容・

対象者などの報告フォーマット、及び保育園視察の標準的評価シートの作成を調査団として提言

し、MOSS と合意した。今後はこれらモニタリングシートを活用し、日常的に活動のモニタリング

が行われるとともに、定期的にアウトプット共有の場(現状の MOSS 支局部長会議が適切であろう)

を設け、その時々の判断に基づいてプロジェクトを運営していくことが求められる。 

 また、第３章（3-3-3）にて阻害要因として挙げられたとおり、エジプトの当該分野関係者とは、

アラビア語のコミュニケーションが中心となる一方で、複雑なアラビア語を駆使し、アラビア語

のニュアンスの違いを理解したり、課題を共有し交渉したりすることは、隊員の現状の語学レベ

ルでは、困難である。基本的な情報収集や先方政府との交渉については、事務所から適切にサポ

ートすることが必要である。 

 

4-2 プロジェクトの評価から得られる教訓 

 ＜プロジェクトの性質に基づいた運営方法の選択＞ 

 機構内のプロジェクトは、PDM による a priori な中期戦略策定を元に運営することが通常であ

るが、本プロジェクトのように概念導入などを目標とする場合、a posteriori な運営を行うほう

が適切な場合がある。プロジェクトの目標の性質にもとづいて適切な運営方法を選択する必要が

ある。 
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 ＜プロジェクトのモニタリング体制の構築＞ 

事前に制度や政策の裏づけがなく、プロジェクトが開始された場合には、必要な情報を活動の

中で収集していく体制を構築することが必要である。すなわち、プロジェクト内部の情報だけで

はなく、当国における幼児教育の変遷や基本的政策、体制、関連統計などを常日頃からモニタリ

ングし、位置づけを明確にする必要がある。 

JICA 事業として重要開発課題として扱われていれば、所内セクター班からの情報収集能力に依

存することが可能であるが、当プロジェクトのように開発課題ではないとの扱いになると、ボラ

ンティア班あるいはボランティアがかかる情報を常に収集する体制と専門性を身に付ける必要が

ある。また、形成的な価値判断に基づいたプロジェクト運営を前提とするため、PDM などにより

予め指定された指標を収集する以上の専門性が求められる。事務所内に専門性をもってモニタリ

ングを行える者を期待することができないため、事務局を通じて国内リソース(この場合は、技術

顧問、他の場合には課題部ということもあるだろう)と密な連絡体制を構築することが必要である。 

 

 ＜プロジェクトのモニタリング体制の構築＞ 

 プロジェクトの実績測定は、日常から行われるべきであり、その結果は、ボランティア派遣計

画の年次レビューに併せて組織内での共有を行うことが適切である。レビューの前後において、

必要があれば TV 会議やその他のコミュニケーションツールを使い、事務局と事務所の間で情報共

有が図られることが望ましい。 



調査日程 

期間：2011年7月3日（日）～7月23日（土）（21日間） 

No 月日 時刻 山田団員 小林団長・坪川団員・佐藤団員 

1 7 月3 日 日 22:00 成田発（EK 319） 

  

2 7 月4 日 月 
10:40 
14:30 

カイロ着（EK 927） 
JICA 事務所・調整員及び通訳との打合せ 

3 7 月5 日 火 

09:00 
11:00 
11:45 
13:30 

JICA 事務所表敬 

社会連帯省表敬 

社会連帯省家族子ども部聴き取り 

調査打合せ 

4 7 月6 日 水 

07:00 
10:00 
11:00 
11:30 
12:30 
13:15 

カイロ発 
イスマイリア県支局表敬 
ラハマ保育園視察・聴き取り 
シェーファー保育園視察・聴き取り 
ローワデットタンミーヤ保育園視察・聴き取り 
イスマイリア県支局聴き取り 
（ポートサイド泊） 

5 7 月7 日 木 

09:15 
10:00 
11:00 
12:00 
12:30 

ポートサイド県支局表敬 
モンタザ保育園視察・聴き取り 
オマルイブンカッターブ保育園視察・聴き取り 
研修センター視察 
ポートサイド県支局聴き取り 
（カイロ着） 

6 7 月8 日 金  資料整理・報告書案作成 

7 7 月9 日 土  資料整理・報告書案作成 

8 7月10日 日 

08:30 
10:00 
11:00 
11:30 
13:00 

カイロ発 
カリオベイヤ県支局表敬・聴き取り 
支局付属保育園視察 
モアッササバナート保育園視察・聴き取り 
パンダ保育園視察・聴き取り 
（カイロ着） 

9 7月11日 月 

07:00 
10:00 
11:00 
11:30 
12:30 

カイロ発 
カフルエルシェイク県支局聴き取り 
アッサハ保育園視察 
ヒラール保育園視察・聴き取り 
リアイアットターリブ保育園視察・聴き取り 
（カイロ着） 

10 7月12日 火 

07:00 
09:00 
10:30 
11:15 

カイロ発 
スエズ県支局聴き取り 
ヒマーヤ保育園視察・聴き取り 
フェイル―ズ保育園視察・聴き取り 
（カイロ着） 

11 7月13日 水 
09:00 
15:00 

調査打合せ・翻訳作業・評価レポート案作成等 
新隊員（4 名）聴き取り 

12 7月14日 木 終日 調査打合せ・翻訳作業・評価レポート案作成等 成田発（22:00 EK 319） 

13 7月15日 金 
午前 評価レポート案作成 カイロ着（10:40 EK 927) 

午後 団内打合せ 

14 7月16日 土 
12:00 
13:00 

調査打合せ（籌専任参事） 
坪川技術顧問講義 

添付資料 ２



15:00 隊員との意見交換会 

15 7月17日 日 

08:45 
09:30 
14:30 
15:30 

JICA 事務所表敬 
本省家族子ども部との協議 
カリオベイヤ県支局表敬・聴き取り 
支局付属保育園視察 

16 7月18日 月 

09:00 
11:00 
13:00 

(18:30) 

エルエシュテラキーヤ・エルナモザギーヤ保育園（カイロ）視察・聴き取り 
坪川技術顧問JICA 事務所報告 
団内打合せ 
（坪川団員 カイロ発 EK924） 

17 7月19日 火 

08:00 
10:15 
11:00 

 
(22:45) 

カイロ発 
スエズ県支局表敬・聴き取り 
サウィードバダウィ保育園視察・聴き取り 
（イスマイリア泊） 
（坪川団員 羽田着 EK6253） 

18 7月20日 水 

09:30 
10:00 
11:30 

 

イスマイリア県支局表敬 
イスマイリア県支局聴き取り 
ラハマ保育園視察・聴き取り 
（カイロ着） 

19 7月21日 木 
10:00 
14:30 

JCC（調査結果発表・ミニッツ署名） 

JICA 事務所報告 

20 7月22日 金 18:30 小林団長・佐藤団員・山田団員 カイロ発（EK 924） 

21 7月23日 土 17:35 小林団長・佐藤団員・山田団員 成田着（EK 318） 
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NURSERYFOR 04 YEARS OLD" 

百leJapanese Mid-Tenn Revi巴wTcぬm(hereinafter referredぬas‘官leTcぬmづ，org却也edby血E

JapanIn回lationalC∞peration Agency (hereina宜 庶 民f巴rredω怨“江CAウandheaded by Mr. Tomoki 

l KOBAYAS団，由i記dthe Arab Rep油licof E四 tfrom Jcly 4ω21，2011ぬ conducta mid相官1

民、riewof the prq同t‘'Improvementof Activity-hぉedαrildωreinN田町 for04 yi伺 rs01d" 。1悶副会ぽreferredω郎市eProject'ヲ.

During the review阿古叫白 Teanlassessed the戸rfOffila口町加型11em切削on組 d

叫氏vemen臼 of血.eProjぽ tsince i包 commenlωment泊 Se戸ember2008 by examining docwnents， 

h伽 viewingrelevar証individualsand observingせlenurseries也血e阻rget紅eas.A1so血eTeanl飢 d

authorities∞Eぼmedof世leArab Republic ofEgypt (h間四品~referredωω ‘もo血 si，必s'')had a sed回

of discussions組 dexchanged vi，巴wson the Projぽt

As a restut of the discussions， both sid岱 agreedupon the 四位~ refi巴n吋 ωb血edぽ町田t

a祉achedh悶白.

A 
政抽Ir.To叩醐01岨dKOBAY:必E阻直

Leader 

Mid品 nnReviewτ切m

Jap組IntenmtionalC加perationAgency 

Jap組

Cairo， July 21， 2011 

バ2フtL[i1'0( h'lM 

iVIs.Azza ffiRAlllMMOHA島恒D

D註ぼ旬r

Gen悶lDep紅包lentofF:出活lyandC凶dh∞d

h必ustryofS∞:ialSoli也rityandJus封印

τbeArab Republic ofEgypt 



A'ITA口IEDDOCUM1到T

1. Introduction 
百leα氾戸ationbetween the恥住1IS町ofS∞ialSoliぬrityand Justice (h悶inafterrefi町edωas‘'MOSS'ヲ
組 d耳CA泊仕lefield of pre.吋 1∞leduω.tionstar凶 in1998. At first， Jap:町asevolm脱出were翻 ignedto

individ叫 nurserI<巴sω∞nvey血eirknowledg信組d汰迎son‘'leaI11Ing血roughplay" wi出in血enursenes.

Asar巾itionto widely in柱。duceせ1巴∞目印pt卸 se，bo也sidesre∞伊包ed也巴impo血日∞ of∞nducting

vanous制 vitiessuchぉ s削 narfor nursery低achersor educational activ誕esforgl刷凶lS鎚well.

Also MOSS has s柱。n訪問。例制肱 si伊ifiαnceof加国ducingactivi脳血ωchildcareand s阻 凶

cl悶 Iya promotion of“1ωrning也roughplay" in the guidelines for n田町sch∞ls.

Based on肱悶dsof MOSS and Pぉtperfonnance of Jap組問 volun闘志 bo也 sidesag泥eduponω 

∞nduct血eProjぽ twi也d回 tionoffiv巴(5)y，閉路加dsev，切何mon也8in2∞8.

Now也且thalf of the proj岡 戸iodhasp:四叫出お mid-回 nre'市 w函∞nducted血説得む∞mpilethe 

progr回sand achievement of世leProj出制Vl加，ωcl出身c加盟国gesandω毘∞nnnends句 f日開制for

a巴remainingtwo and a half (2.5) y'回路tennofth巴Projぽ t

11. progress of Activiti，凶

Bo血si必sreviewed也eprogress of the Projぽ tacti、rities.百esurnmary of巴，viewres叫岱isas follows. 

1. Sup伊 rtωnur百eriesinclu曲 gamodelnu即 ηby伽 voI皿慨悶

百levolun民間 havebeen su民知的19句世len四位協同l凶ingmωelnurseriesω 泊理Ilem削‘'1eaI11Ing

血roughplay".百lenumber of n問自国叫写町民edby也巴volun臨 rsisas刷 ows.

加首i1i，自 Kafref.Sl嘗i陥 pαtSaid Q均凶抱 S四

NoolNur割愉 2ω aはM銃刀 113 768 114 

No 01 NU/事国iesSlヰ市α恰d
4 5 

by甘鳴volun悔曹司
5 3 4 

Activity in mOdeI nu隠百y Yes Yes Yes Yes Y笥

2. Serninars on匂岨叫ng白開場1play" 

Each govemorate has organized sem加arson“lぬrningthrough play".百lep紅白ipan包 include，but not 

h凶凶ton田町teach間， headsofn'間町~ assis匂拙， s阪ffof dis凶cto伍αs，飢dguardians・Thetable 

belowshows血enumber of sernin踊 ineach govemorate as of JlUy 2011. 

2α渇 2慌)9 2010 初11 Tぬj

愉百iI泊 NA NA 3 4 

胸骨骨岳凶陥 6 4 3 14 

P四tS旬lid 2 NA 。 3 

G吻凶泊 NA 5 12 18 

Sl腿 NA NA 3 2 5 
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3. 'fraining of仕宮inersfor nUI官eryt伺 .chers

As of Ju!y 2011， a training of凶 n悶 σD1)washeld泊QaI戸lbia， Ism且iliaand PO丘Said官letrained 

n四位y回 ch田町exp:刃包dto伊ss也eImowledge and必1ISωother∞lleaguesin血佐nursenes飢 d

a1s0 in other nurs釘ies.Thede包iIsof血eτDTareぉ follows.

IVIOI世1IY飴r Nool防y宮 Nool向I偏向指

白帆以a M制 12臼10 5 22 

阪nail陥 May2010 4 26 

port匂財 民側nber201 0 4 20 

4. Non市泊，uonofmodel nursery 

Each govemora包 nominateda model n田町・ Someof也en回目iぉ haveb悶 1市 i凶組dsu民泊此edby

吐levolun低田.

5. Facilitating gt泊rdians'UI1ders飽ndingof句伺n也19曲roughplay" 

白leof the challenges of the Projぽ tis lack of guardians' und田岡dingon‘1eaming白roughplay." In 

orderωnnprove出eun街路刷曲tgand Imowledge of gu且rdians，a seminar for guardians was held in Ka企

巴1品 eihkin Ft敵国ry2010. A1s0，血evolun節回伊抽lcednewsle惚rs(no. 1ぬ 6)め adv:∞鵬血E

加po助 E偲 of‘1eam均也roughplay".百lenewsle街 路 W悶 dis仕ibu記dmainly to the伊ardians由rough

thenurser古田泊thefive (5)包rgetgovemorat凶.In必ditio叫 MOSSdis凶bu副首lenewsle臨 E旬恥o血ぽ

22govemora臨 .

6. Development and distributi佃 of‘制阻sandtip唖forlearning伽加。play"(ldea-shu) 
官leProj倒 developed加okstitled“Td間組dTips for Le3IJ1Ing出roughPlay"ωarefi巴:rencema回ial.百le

resu!臼 of血.efield visits showed也atn町田ry回 chershave been u凶包edthe books in daily activiu邸 and

someofthe回 chershave develo戸dma防 ialsby thems巴:Ivesbased on血巴加oks.

As of Ju!y 2011，白E白stedition was prin低d組 ddis柱ib日記d， and血es即日ndand由主deditions have been 

developed by the Project， mainly by the volun島問.The加okswere disu伽 tedωaIlthe 27 govemora回.

官lefour也editionis ex戸C包dωbedeveloped by世leEgyptian members担2011.

7. Supervisionωnurseri回 bygovernora佃

百legovemor碑 sand its sub instilI1仕onshave been∞nducting monitoring and su戸rvisionω出巴nursenes.

8. 'fraining in Japan and Regional 'fraining 

Ato凶 ofsix (6)∞unterp紅白 participatedin the training in Japan titled‘'Exp誼lSi口nofpre-prin政 y(baby

and infant) education for mi岨巴聞tcoun凶es"(2∞8-2010). As for a regional凶 ining，two (2) 

counterp凶 partici抑制血Syria，and a to加1of 56 counterp幽 andnursery staff partici抑制inEgypt

官lep副 cipan臼arewell motiva也dandcommi投edω白出plemen凶 onof‘1e3IJ1Ing也roughplay" and 

haveaαIaIly凶plem印刷someof世leactivities. 

2 
1".0 

fl72ft 



国.Achievement of the Project 
Bothsi，的co凶rrnedthe achievement of誼1eProj出 asfollows.

・百沼田!ders包ndingof由eMOSS staff a!!d some nur悶 ys匂E凶 the阻rgetgovemora;臨むWぽds

“同情Ig血'Oughplay" has been加proved.Th巴∞m包申告白ur!de路加di包Imp白血nceand have 

b悶 1m北白1gefforts旬impl巴ment‘1eaming血roughplay"担問chgovem口rate.

・百1enetwo血 1)between MOSS釦 dthe阻rgetgov悶 ora臨，2) among the伽getgovemora臨飢d3)

阻 ongnurs句 rs雌担問chgovemo蹴 haveb悶 mes回 ngむ throughthe regio叫凶凶ng泊Egypt

a!!d other Projぽtactiviti岱.

IV. Challenge 
Following challeng，岱 wereide凶fiedas紅 出旬beaddressed in the remaining Proj回開iodtowards血巴

achievem副 of白eProj回Purpose:

1. Support句nurseriesincluding a model nw宮eryby tbe voll四鈴ers

百巴 volU!!伝聞 gen悶lIyhave su時制edone (1)ωtwo (2)羽田間同.百1enumlx苛 ofnurseries血e

VOlU!!1低田 畑su民lOrtislirni凶Itis therefore impoぉibleto s明旧民必肱nurseriesin伺 chgovemora;te 

bythevol国際ers.

2. Seminars on叶朗ming出mゆ play"

Each govemora;te has been血球inge島 市ωorganizeseminarsω加出減ICe也巴i也aof‘t侃 ming白rough

play"組dωf回出動ei也泊1plemen凶 0孔 Howev，ぽ， 1t回加1po路ぬ，leω ∞n血mωwhatextent the 

participants have leamed about‘1eaming曲口ughがay"組da1s0 wh泊町世1eyhave implemented the 

activities百!ISis due to lack of feedback from血巴戸I出戸出a!!dmo凶旬'nng由主r吐1esemiruu: In addition， 

MOSSand旬rgetgovemora民sdo not have de凶 d泊f口m凶 ononthesem加ars，e.g. n凶nberof nurseries 

P紅ticipぽedinasem泊ar.

3. 'Ihuning of trainers for nu悶巧F回油田

Training of回in回 (τDT)has∞mmenced without uniforrn sys包m， ie. guide也記s，ω凶culumand so 

forth. In addition，吐1e担tervi巴wresu1包showed出品tthe monitoring has not b田 1∞nductedafter也eτDT.

官1凶， it is not clear how many of血巴註也氏shave節句ally仕留1St1倒edtheir knowledge and skillsωo也er

nurserys句.ff.

4. Modeln旧宮 町F

百lenomination of a model nursery has done in each govemora;te. How巴Vぽ;qt叫itystanぬrdsofmodel 

2四位yhave not been es旬blished.

5. Facilita伽 gguardians' unders飽ndingof勺ean血g白rougbplay" 

羽田抑somedifficulti巴sino明也同aseminar or event for guardians.αleofthedi節α.utiesis刷出巴

scheduling of seminar or event， e.g. many of血巴guard鼠nscannotぽ惚ldasemおaror event on weekdays. 

3 
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6. Development and di取ibutiono門 deas加 dtipsforl凶 n血g血mゆ play"

百leProj，回dis凶bu凶“'Id郎副TiI活forLearning血roughPlay"ω22non時 etgovemo蹴 s.Howe問

it is not c1ear how出eyu凶ized血e加okAn白血位協ueis白atthere is no∞nsensusめoutdeveIoping a 

new edition e.g. men也e!Sand会equency.

7. Supen組側tonw驚 riesby govemora臨

羽田田nomo凶ω血19cri回 a∞H叩叫ng“I叩 ning也roughplay".百lerefore，it is im伊 ssibleω∞凶m

towhatex回 ttheactivi加 of“l悶悶均出roughplay" have b閣 1並lplemen凶泊n四 eries.

In addition， as伽 仕lesupervisionωn師 側岱， the purpose of supervision is not品aredbetwぽ浪吐le

∞un蛇rp紅白宿泊也.evolun臨!S.

v. ~恥，pForward

1. Proj配 tfr祖 nework

Basedon吐le~αllÙ sì卸atiαL 血巴 projぽt企湿E巴W口止めaIIbe reammged as follows; 

V!sion:αilld-c田町ednursery is implemen飽d

Proj釘 tFt昭郎巴:Nursery staff泊血e宣veσ)govemora回∞nductAIαW町Y(singing， role play， 

physi，ω1 exercise， sωryte臨時，組d紙 αE主:).

Acti吋H回 of血e股吋ぽむ

l)Su目制句醐盟問includinga m吋elnur宮町by血evolun包間

2)Semin服 on‘'Ieam均血roughplay"∞nd削減by血.egovemora回

3)百討ningof凶 neぉforn田sery包achersロDT)by世legovemora随

4)S蜘 19theningmodel nぽ悶担

5)Facilita血199t凶dians'回世間蜘dingof‘1回出血g白roughplay" (SC1凶nars，newslette!S，出.)

6) Developm創立制1ddis出butionof飽acI1ingrnaterials 

7) Supervision句 nurseriesby the govemora回

8)百泊1ingin J apan and regional回泊泊g

2. S回飽g

To hannonize the prq倖tactiviti，閃加 effiぽ世vernanne!S，血.efollow泊gs在日飽gyぬaIlbe臼ken官le

お包vities記Ia犯dωeachs凶旬gyare shown in braces [ ]. 

1) Afeed-back sh回 forseminars shall be deveIoI凶 andin回 duced[制vity1， 2， and 7]. 

F民d-back設omp紅ticipan包 areusefiu not oIUy to improve血巴 su∞essiveseminars but also to provide 

泊fOffi1a担onfor volUI1伝部ωd民 iden悶 eriesand areぉ tosupport.

2)M口nitoringnorm shall be established [~ぽivity 1，2， and 7]. 

It is appropriateωs凶也d出仕lequality of supervision by the govemora回出即位邸匂blis出 tgan

evaluation sheet Some evalω.tion cri包riaw出 be詑∞nunen也dby vol叩 臨 路 島m血巴 vi巳wpo凶 ω

m。凶torthe degree of泊lplemen刷 onof‘'1eaming也roughplay" in nurseries. A1s0 the =叫臼 of

su戸 visionsho叫dbesha民datleastwi血泊吐legovemorate. 
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3) System of百混血19ofTrain巴:rs(1D1) for “i阻 ning也roughplay" shall be established [制vity2組 d

3]. 

MOSS shall fonnulate a str拙 gyforIUI，bぉεdon wbich volun旬開shallsuppo託ぬconduct1DT. 

4)Sup抑 制凶be即 日 凶lenedω泊lprovem弛 :1nurseries [拙vi買yl釦 d勾.

5)R白凶包ofsen注JaISshall be口組包edぬ伊吋U印刷c凶19児:ferencお (idea-shu)[activity 2，3， and 6]. 

T印刷ngぉferenc鎚 shallbe revised rou也lelybased on the n民dsof nUISing staff. Cost of updating血e

dωumen包αnber吋ucedbyu叫isingou1pu包of剖 s血Jgactiviti巴s.

6)MOSSfac出匂回tos駐留沼也enthe networ註細ongstgovem明記s[:必activities]. 

M凶llUleanJing包 effiぽtiveωunproveund四国命19and practice of‘1earr也19through play" in 

differer並governorate.MOSS shall facilitate m凶混lleanJingamongst and wi血in血egovernora回 aswell 

asdiぉerninatel<回onsl<回皿金omv紅ious凶 nings.

ANNID包S:

ANNEXトCounb己中artL日t

ANNEX2崎ListofJa阿 部eVi口lun也ersandCは別国的問

ANNEX 3 -Participant List of the Regi∞且ITrainingin Egypt 

ANNEX 4 -Persons In飽rviewedfor脱 Mid-TermReview 

ANNEX 5 -ProjectFramework inArabic 
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ANNEX-1: Counterpart List 

No Directorate Name Position Oranization 

1 ICairo Ms. Aisha Moh担nedAbdl Rahman Director 
Central Department for Social Care， Ministry 
of Social Solidarity and Justice 

2 Ms. Azza Ibrahim Mohamed Director 
Dep町加lentof Family四 dChildhood， 
Ministry of Social Solidarity叩 dJustice 

3 Mr. Hamdy Mansor Section Head 
Department of Family and Childhood， 
Ministry of Social Solidarity and Justice 

4 乱1r.Yaser EI Sayed Staff 
Department of Family and Childhood， 
Ministry of Social Solidarity and Justice 

5 Ms. Azza Saad EI Sayed Staff 
Depar回 entof Family叩 dChildhood， 
Minis佐yof Social Solidarity阻 dJustice 

6 Suez Ms. Nagwa Mohamed Osman Director 
Mini凶yof Social Solidarity叩 dJustice， 
Family and Childhood Department at Suez 

7 Ms. Magda Abdlgliel Taha Specialist 
Ministry of Social Solid訂 ityand Justice， 
F国国Iy町叫 ChildhoodDepartment at Suez 

円 Minis佐yof Social Solidarity and Justice， 
8 Port Said Ms. Nagat EISayed Director Family and Childhood Department at Port 

Said 

Minis句 ofSocial Solidarity and Justice， 
9 Ms. Eman Mohamed Elzaher Director of Childhood Section Family and Childhood Department at Port 

Said 

Ministry of Social Solidarity and J ustice， 
10 Ms. Sayed EI Rouly Specialist Family and Childhood Department at Port 

Said 

Ministry of Social Solidarity and Justice， 
11 Kafr EI Sheik Ms. Gamilla Amar Director Family and Childhood Department at Ka合EI

Sheikb 

Minis甘yof Social Solidarity and Justice， 
12 Ms. 1man Mohamed Ibrahim Staff of Branch Office Family叩 dChildhood Department at Kafr EI 

Sheikb 

Deputy of Ismailia Branch and 
Minis釘yof Social Solidarity and Justice at 

13 Ismailia Dr. Karima Helmy Souliem Director of Family and 
Ismailia 

ChildhoodD里I'artm里些

Ms. Reem Emam Mohamed Emam Specialist 
Minis句 ofSocial Solidarity and Justice， 
Family and Childhood Department at 1smailia 

15 Ms. Nashwa Kamel Gharieb Specialist 
Ministry of Social Solidarity and Justice， 
Family and Childhood Department at Ismailia 

16 Ms. Sanaa Abdel Fattah Specialist 
Ministry of Social Solidarity and Justice， 
Family and Childhood Department at Ismailia 

17 Ms. Hala Saber Specialist 
Minis佐Yof Social Solidarity and Justice， 
Family and Childhood Department at Ismailia 

18 
Qalyubia 

Ms. 1man EI Sayed Ramadan Director 
Ministry of Social Solidarity and Justice， 

(Banha) Family and Childhood Department at Qalyub旧

19 Dr. Heba Moustafa Amer Specialist 
Minis甘Yof Social Solidarity and Justice， 
Family and Childhood Dep副 mentat Qalyubia 

長。 βlJL叱
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ANNEX-3: Participant List of The Regional Training in Egypt 

No lDirectorat Name WorkPlace Position 
IISuez Ms. NagwaMohamed Osm副1 Family & ChiIdhood Dep at Suez Director 

21Suez Ms. Magda Abdlgliel Taha FamiIy & ChiIdhood Dep at Suez Specialist 

31Suez Ms. Shaimaa Reda Mohamed Mah沼田ud Aswan Nursery Nurserv school Director 

41Suez Ms. Boshra Ramadan Awadallah AIi Bn Abi Taleb Nur型 E Nurserv school Director 

51Suez Ms目 SamarArabi Hamed Mohamed NobaN，哩り ~_l:l_~sery~_ç~ool D!r~ctor 
61Suez Ms.Rehab Hafez Saleh Moh直前d Specialist 

71Suez Ms. Safaa Farouk Hassan Hemaya Nursery Nursery teacher 

81Suez Ms目 NahedMansour Abo EI H田nd Moharned Farid Nursery Nursery teacher 

91Suez Ms. Amira Fathy Abdl Salam H出 S回 EI Sayed EI Badawuy Nursery Nursery teacher 

10 Suez Ms. Hemat Moustafa Abd Rabou MoubarakNu目ery Nursery teacher 

II Port Said Ms. Nagat EISayed Family & ChiIdhood Dep at Port Said Di田ctor

12 PortSaid Ms. Samira Abdl Monem El Thanaa Nursery Nursery school Director 

13 Port Said Ms. Sawsan Moustafa Ateya Abdl Khaleik EI Desouky Nursery Nurserv school Director 

14 PortSaid Ms. Shadya Ezzat Hassan Dwood Talae EI Badr Nursery Nu四ervschool Director 

15 Port Said Ms. Warda Mohamed Abda11曲 Devab Atfa1剛said恒 e1)" 坦~e~sc~QoIDir~ctor
16 PortSaid Ms. Ama1 Moahmed Abdallah Omar Ebn Elkahtab Nursery :r~rtlrsery~9hoo!1?irec阻r
17 PortSaid Ms. Aziza Saberlll Hel1dawy EI Montaz政 Nursery NurseI1:'teach~~ 
18 PortSaid Ms. Doaa Abdel Karim Mohamed Omar Ebn Elkahtab Nursery Nursery teacher 

19 Port Said Ms. Fatma Reziek El Marwa Nursery N ursery teacher 

20 Kafr Ms. Gamilla Amar Family & Childhood Dep at Ka企Elsheikb Director 

21 Kafr Ms. lman Mohamed肋凶11m Family & ChiIdhood Dep at Ka仕Elsheikh Specialist 

22 Ka仕 Ms. Basma Abdl Rehiem El Sayed Ali El Reaya El Deneya wl th叫<afeya NGO Director 

23 Ka丘 Ms. Amal Salah Ahmed EISafaN世田町 Nursery Director 

24 Kafr Ms. Mira Tag El Dien TefI El Mostakbal Nursery Nursery teacher 

25 Ka丘 Ms. Taghred H田 S四 Helmy Reayet EI Mogtarebat Nu四ery Nursery teacher 

26 Ka丘 Ms.AsmaaH町ndyGazy community development association Nursery teacher 

27 Kafr Ms. EI Shaymaa Abdl Mohsen community development association Nursery school Director 

28 Ka丘 Ms. Samah Saad Abdl Raziek El Sherouk Nursery Nurserv school Director 

29 Kafr Ms. Nahed El Sayed Abdl Khier RedC問 sentNursery Nurserv teacher 

30 Isrnailia Dr. Karima Helmy Souliem Ministrv of SociIa Solodaritv at lamaiIia Deputv of General Director 

31 Isrnailia Ms. Reem Emam Mohamed Emam specialis 担割alist
32 Ismailia Ms.Z泡inabPaw至LYonies EI Heda:坦 111lslameya Nurse~ ~!1rsery--.!çhool Director 

33 Ismailia Ms.EI Sahaym哩 Mohamedlsmail EI ShefaaNu白壁E ~lJrsery~chooLPirec~9_~ 
34 lsm剖lia Ms. Golson Abo Taleb El Nahda El Ektemaey:ヰNurs里町f Nu四eryschootDirector 

35 Ismailia Ms. Marwa Hamada Nasr El Dien AI Modrek Nursery Nursery school Director 

36 Ismailia Ms. Mona Abdl Naser lbrahim Nemo Nursery Nursery teacher 

37 Ismailia Ms. Nadya El Sayed Ahmed Mohamed EIAbasyNu四ery Nursery teacher 

38 Ismailia Ms.H叩 anEl Sayed Saleh EI Thakaneya Nursery Nursery teacher 

39 Ismailia Ms.M叩 arAhmed Sleim El Rahma Nursery 

40 B田lha Ms. lman El Sayed Ramadan Family & ChiIdhood Dep at Banha Director 

41 Banha Dr. Heba Moustafa Amer FamiIy & Childhood Dep at Banha Specialist 

42 Banha Ms. Manal Abdel Fatah Emam Toukh 

43 Banha Ms. Magda Abdl Latief El Kanater El Kahyreya 

44 Banha Ms. Noha Saad Zagloul Shoubra Gh町b

45 Banha Ms. Hanaa Hussien Mohamed Shoubra Gharb 

46 B副lha Tり，serAbdo Gharieb 

47 Banha Amaal Mohamed Bayouomi 

48 Banha Fayza Farag H出 S阻

49 Banha Gehan El Sayed Sharaf 

50 Cairo Azza lbrahim Mohamed MOSS General Director 

51 Cairo Ibrahim Mokb同rMohamed MOSS Staff 

52 Cairo Azza Saad EI Sayed MOSS Staff 

53 Cairo Azza EI Gendi MOSS Staff 

54 Cairo Aziza Mohamed Y田 len MOSS Staff 

55 Cuiro Sherine Magdy El Sayed MOSS Staff 

Cairo Ms. Aisha Moharned Abdl Rahman MOSS 
Director of CenteraI 

Department for Social Care 

加 jJ22-""-



ANNEX-4: Persons Interviewed for The Mid-Term Review 

M加蜘yofS岨aISolidarity四 dJ田眠田

Ms. Aisha Moharned AbdI Rahman Directo巳α山富lDep紅白1巴:ntfor S∞ialC間

Ms. Azza lbrahim Moh訂ned Director， General Dep田畑lentofF:ぉnilyand ChiIdhood 

Mr.l弘mdyMansor Section H開d，General De開花nentofFa凶Iyand ChiIdh∞d 

Mr.Yi蹴:rEISayed S岨"General Department of F畑 Iyandα討ldhood

乱1s.AzzaS姐 dElSayed S泊.ff，G叩 eralDep紅白nentofF:出nilyandαJildhood

Suez Govemorate 
Ms. Nagwa Moharned Osm組 Director

Ms. MagdaAbdlgliel Taha Spt記ialist

Port Said Govemomte 
Ms. NagatEI Sayed Director 

Ms. Eman Moharned Elzaher Direcω>fofαilldh∞dSection 

( Ms. Sayed EI RouIy Sp田ialist

Ka仕EIShe政hGovemora給
Ms. GamiIlaAmar 

Ms. hnan Moharned lbralJim 

Ism誕IiaGovemom飴

Director 

Staff ofBranch Office 

Director of IsmaiIia Branch Mr. Moharned SaI油K町neI

Dr.K醐JaHelmy SouIiem D巴putyof IsmaiIia Branch and Director of Family四 dChiIdh∞d 

De伊rtment

MS.R田 mEmarn Moharned Emarn 

QaIyubia (B田由a)Govemomte 
Ms. hnan El Sayed Rarnadan 

Dr. HebaMoustafaAmer 

Spt犯ialist

Director 

S伊ぉiaIist

Nul'Serys鈎E面白efoUowing nurserl田恒:

Himaya Nursery (Suez) 

Fayruz Nursery (Suez) 

Mon包zahN世田ry(port Said) 

Omar Abn El-kha臼bNI山田ry(port Said) 

As田faN町田ry(Kafrel品目刷

HiIalNu問 ryO王afrel-Sheikh) 
Ri拙yatA出JibNu問主Y(Kafr el-Sheikh) 

RaInna Nursery (IsmaiIia) 

ShefaaN山富ery(IsmaiIia) 

RowadAl刷mya(Ismailia) 

Hadanet MuderyatAt匂damonAlEg包m蹴 N山 宮 町(Qalyubia)

MoasasetAlbanat Nursery (Qalyubia) 

Panda Nusery (Qalyubia) 

~~ 
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大
項

目
小

項
目

1
-
1
. 
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
は

エ
ジ

プ
ト
国

の
政

策
に

合
致

し
て

い
る

か
。

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
目

標
及

び
上

位
目

標
（
実

技
の

導
入

に
よ

る
保

育
の

改
善

）
は

エ
ジ

プ
ト
国

の
国

家
政

策
に

合
致

し
て

い
る

か
。

エ
国

の
開

発
計

画
・
政

策
等

と
の

照
合

国
家

開
発

計
画

、
幼

児
教

育
政

策
、

T
he

P
re

si
de

nt
ia

l 
D
e
cl

ar
at

io
n 

o
f 

th
e

S
e
co

nd
 D

e
ca

de
 f

o
r 

th
e
 P

ro
te

ct
io

n
an

d
 W

e
lf
ar

e
 o

f 
th

e
 E

g
y
pt

ia
n 

C
hi
ld

な
ど

文
献

レ
ビ

ュ
ー

実
技

の
導

入
に

よ
る

保
育

改
善

に
対

す
る

保
育

士
・
社

会
連

帯
省

及
び

支
局

職
員

の
ニ

ー
ズ

は
高

い
か

。
実

技
の

必
要

性
を

認
識

し
て

い
る

か
。

イ
ン

タ
ビ

ュ
ー

（
C
/
P
、

保
育

士
、

隊
員

、
F
C
）

質
問

票
（
C
/
P
、

隊
員

、
F
C
）

0
歳

か
ら

4
歳

ま
で

の
幼

児
（
保

護
者

）
の

実
技

の
導

入
に

よ
る

保
育

改
善

に
対

す
る

ニ
ー

ズ
は

高
い

か
。

幼
児

に
対

す
る

実
技

の
必

要
性

・
利

益
を

認
識

し
て

い
る

か
。

イ
ン

タ
ビ

ュ
ー

（
保

護
者

）

1
-
3
. 
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
は

日
本

の
援

助
政

策
・
戦

略
に

合
致

し
て

い
る

か
。

保
育

の
改

善
に

対
す

る
協

力
は

日
本

の
援

助
政

策
及

び
J
IC

A
国

別
事

業
展

開
計

画
に

合
致

し
て

い
る

か
。

日
本

の
対

エ
国

援
助

政
策

と
の

照
合

国
別

援
助

計
画

、
対

エ
ジ

プ
ト
事

業
展

開
計

画
な

ど
文

献
レ

ビ
ュ

ー

日
本

に
は

幼
児

教
育

に
関

す
る

経
験

、
ノ
ウ

ハ
ウ

の
蓄

積
が

あ
る

か
。

文
献

レ
ビ

ュ
ー

（
本

邦
研

修
G
Iな

ど
）

イ
ン

タ
ビ

ュ
ー

（
C
/
P
、

隊
員

）

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

は
日

本
の

幼
児

教
育

に
関

す
る

経
験

と
ノ

ウ
ハ

ウ
な

ど
を

現
場

で
活

用
す

る
こ

と
が

で
き

る
か

。
イ

ン
タ

ビ
ュ

ー
（
C
/
P
。

保
育

士
、

隊
員

）
質

問
票

（
C
/
P
、

隊
員

、
F
C
）

1
-
5
. 
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
デ

ザ
イ

ン
の

論
理

性
は

適
切

か
。

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
で

計
画

さ
れ

た
「
活

動
」
→

「
ア

ウ
ト
プ

ッ
ト
」

→
「
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
目

標
」
→

「
上

位
目

標
」
の

論
理

性
は

適
切

か
。

M
O
U
、

P
D
M

な
ど

文
献

レ
ビ

ュ
ー

（
F
C
報

告
書

な
ど

）
イ

ン
タ

ビ
ュ

ー
（
C
/
P
、

隊
員

、
F
C
）

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
目

標
に

対
す

る
関

係
者

の
理

解
は

一
致

し
て

い
る

か
。

関
係

者
の

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
に

対
す

る
理

解
、

P
D
M

の
活

用
度

イ
ン

タ
ビ

ュ
ー

（
C
/
P
、

隊
員

、
F
C
）

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
目

標
の

指
標

、
目

標
値

、
入

手
手

段
は

適
切

か
。

イ
ン

タ
ビ

ュ
ー

（
C
/
P
、

隊
員

、
F
C
）

2
-
2
. 
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
目

標
は

達
成

さ
れ

る
見

込
み

が
あ

る
か

。
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
終

了
時

ま
で

に
５

支
局

内
の

保
育

園
に

お
い

て
実

技
か

ら
学

ぶ
保

育
が

実
施

さ
れ

る
か

。
(代

替
指

標
）

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
目

標
に

関
す

る
実

績
文

献
レ

ビ
ュ

ー
（
隊

員
報

告
書

な
ど

）
イ

ン
タ

ビ
ュ

ー
（
C
/
P
、

保
育

士
、

隊
員

、
F
C
）

質
問

票
（
隊

員
、
F
C
）

2
-
3
. 
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
目

標
は

ア
ウ

ト
プ

ッ
ト
の

結
果

も
た

ら
さ

れ
る

か
。

活
動

・
ア

ウ
ト
プ

ッ
ト
・
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
目

標
の

関
係

は
適

切
か

つ
論

理
的

に
構

成
さ

れ
て

い
る

か
。

ア
ウ

ト
プ

ッ
ト
の

達
成

状
況

と
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
目

標
と

の
関

連
性

関
係

者
の

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
に

対
す

る
理

解
、

P
D
M

の
活

用
度

P
D
M

、
各

ア
ウ

ト
プ

ッ
ト
の

実
績

、
活

動
実

績
文

献
レ

ビ
ュ

ー
（
セ

ミ
ナ

ー
報

告
書

な
ど

）
イ

ン
タ

ビ
ュ

ー
（
C
/
P
、

保
育

士
、

隊
員

、
F
C
）

カ
ウ

ン
タ

ー
パ

ー
ト
の

主
体

性
は

あ
る

か
。

文
献

レ
ビ

ュ
ー

（
隊

員
報

告
書

な
ど

）
イ

ン
タ

ビ
ュ

ー
（
C
/
P
、

隊
員

、
F
C
）

研
修

・
セ

ミ
ナ

ー
を

受
け

た
保

育
士

の
離

職
の

影
響

は
あ

る
か

（
外

部
条

件
）

離
職

率
（
ま

た
は

人
数

）
イ

ン
タ

ビ
ュ

ー
（
C
/
P
、

隊
員

）

そ
の

他
の

阻
害

・
促

進
要

因
は

あ
る

か
。

イ
ン

タ
ビ

ュ
ー

（
C
/
P
、

保
育

士
、

隊
員

、
F
C
）

評
価

設
問

1
-
2
. 
タ

ー
ゲ

ッ
ト
・
グ

ル
ー

プ
の

ニ
ー

ズ
に

合
致

し
て

い
る

か
。

2
-
4
. 
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
目

標
の

達
成

を
阻

害
・
促

進
す

る
要

因
は

あ
る

か
。

デ
ー

タ
収

集
方

法

１
．

妥
当

性

エ
ジ

プ
ト
国

「
実

技
か

ら
学

ぶ
保

育
改

善
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
」
評

価
グ

リ
ッ

ド
（
案

）
（
2
0
1
1
.6

.2
8
）
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
添

付
資

料
　
３

1
-
4
. 
日

本
及

び
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
の

技
術

の
優

位
性

は
あ

る
か

。

2
. 
有

効
性

判
断

基
準

・
方

法
必

要
な

デ
ー

タ

2
-
1
. 
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
目

標
は

明
確

か
。

1



大
項

目
小

項
目

評
価

設
問

デ
ー

タ
収

集
方

法
判

断
基

準
・
方

法
必

要
な

デ
ー

タ

3
-
1
. 
ア

ウ
ト
プ

ッ
ト
を

達
成

す
る

た
め

に
活

動
は

十
分

で
あ

っ
た

か
。

ア
ウ

ト
プ

ッ
ト
と

各
活

動
の

関
係

は
適

切
か

つ
論

理
的

で
、
か

つ
十

分
な

活
動

が
行

わ
れ

て
き

た
か

。
活

動
実

績
と

ア
ウ

ト
プ

ッ
ト
と

の
関

連
性

活
動

実
績

な
ど

文
献

レ
ビ

ュ
ー

（
隊

員
報

告
書

な
ど

）
イ

ン
タ

ビ
ュ

ー
（
C
/
P
、

保
育

士
、

隊
員

、
F
C
）

協
力

隊
員

の
人

数
、

分
野

、
派

遣
時

期
・
タ

イ
ミ
ン

グ
は

適
切

か
。

派
遣

実
績

な
ど

文
献

レ
ビ

ュ
ー

（
隊

員
報

告
書

な
ど

）
イ

ン
タ

ビ
ュ

ー
（
C
/
P
、

隊
員

、
F
C
）

質
問

票
（
C
/
P
、

隊
員

、
F
C
）

現
地

活
動

費
の

予
算

規
模

は
適

切
か

。
現

地
活

動
費

支
出

実
績

文
献

レ
ビ

ュ
ー

（
セ

ミ
ナ

ー
報

告
書

な
ど

）
イ

ン
タ

ビ
ュ

ー
（
C
/
P
、

隊
員

、
F
C
）

本
邦

研
修

な
ど

研
修

の
受

け
入

れ
人

数
、

分
野

、
内

容
、

期
間

、
時

期
は

適
切

か
。

研
修

実
績

な
ど

文
献

レ
ビ

ュ
ー

（
研

修
報

告
書

な
ど

）
イ

ン
タ

ビ
ュ

ー
（
C
/
P
、

隊
員

、
F
C
）

質
問

票
（
C
/
P
、

隊
員

、
F
C
）

カ
ウ

ン
タ

ー
パ

ー
ト
の

人
数

、
配

置
、
能

力
は

適
切

か
。

C
/
P
リ
ス

ト
な

ど
文

献
レ

ビ
ュ

ー
（
隊

員
報

告
書

な
ど

）
イ

ン
タ

ビ
ュ

ー
（
C
/
P
、

隊
員

、
F
C
）

質
問

票
（
隊

員
、
F
C
）

セ
ミ
ナ

ー
講

師
な

ど
の

人
数

、
配

置
、

能
力

は
適

切
か

。

文
献

レ
ビ

ュ
ー

（
セ

ミ
ナ

ー
報

告
書

な
ど

）
イ

ン
タ

ビ
ュ

ー
（
C
/
P
、

隊
員

、
F
C
）

質
問

票
（
隊

員
、
F
C
）

予
算

支
出

予
算

支
出

実
績

イ
ン

タ
ビ

ュ
ー

（
C
/
P
、

隊
員

、
F
C
）

質
問

票
（
隊

員
、
F
C
）

機
材

・
施

設
・
執

務
室

な
ど

の
提

供
機

材
・
施

設
・
執

務
室

な
ど

の
提

供
実

績
イ

ン
タ

ビ
ュ

ー
（
C
/
P
、

隊
員

、
F
C
）

質
問

票
（
隊

員
、
F
C
）

活
動

は
予

定
通

り
に

実
施

さ
れ

た
か

。
当

初
予

定
と

活
動

実
績

の
比

較
M

O
U
、

活
動

計
画

、
活

動
実

績
文

献
レ

ビ
ュ

ー
（
隊

員
報

告
書

な
ど

）
イ

ン
タ

ビ
ュ

ー
（
C
/
P
、

隊
員

、
F
C
）

質
問

票
（
C
/
P
、

隊
員

、
F
C
）

運
営

体
制

は
適

切
で

あ
っ

た
か

。
J
C
C
の

開
催

状
況

、
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
に

係
る

意
思

決
定

の
方

法
な

ど

文
献

レ
ビ

ュ
ー

（
報

告
書

な
ど

）
イ

ン
タ

ビ
ュ

ー
（
C
/
P
、

隊
員

、
F
C
）

質
問

票
（
C
/
P
、

隊
員

、
F
C
)

モ
ニ

タ
リ
ン

グ
の

実
施

は
定

期
的

か
つ

適
切

に
行

わ
れ

て
い

た
か

。
文

献
レ

ビ
ュ

ー
（
報

告
書

な
ど

）
イ

ン
タ

ビ
ュ

ー
（
C
/
P
、

隊
員

、
F
C
）

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
関

係
者

の
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

、
連

携
・
協

働
体

制
は

上
手

く
機

能
し

て
い

た
か

。

文
献

レ
ビ

ュ
ー

（
報

告
書

な
ど

）
イ

ン
タ
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ュ
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（
C
/
P
、

保
育

士
、

隊
員

、
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C
）

質
問

票
（
C
/
P
、

隊
員

、
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C
）

プ
ロ

ジ
ェ
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ト
及

び
隊

員
へ

の
技

術
支

援
体

制
は

適
切

で
あ

っ
た

か
。

イ
ン

タ
ビ

ュ
ー

（
隊

員
、
F
C
）

質
問

票
(隊

員
、
F
C
）

3
-
4
. 
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

効
率

性
を

阻
害

・
促

進
す

る
要

因
は

あ
る

か
。

イ
ン

タ
ビ

ュ
ー

（
C
/
P
、

保
育

士
、

隊
員

、
F
C
）

3
-
2
. 
達

成
さ

れ
た
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ウ

ト
プ

ッ
ト
か

ら
み

て
、
投

入
の

質
・
量

・
タ

イ
ミ
ン

グ
は

適
切

か
。

エ
ジ

プ
ト
側

投
入

（
内

容
・
量

・
タ

イ
ミ
ン

グ
）
の

適
切

性

3
. 
効

率
性

3
-
3
. 
円

滑
な

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
活

動
実

施
を

可
能

に
す

る
運

営
上

の
措

置
は

取
ら

れ
て

い
た

か
。

（
実

施
プ

ロ
セ

ス
）

日
本

側
投

入
（
内

容
・
量

・
タ

イ
ミ
ン

グ
）
の

適
切

性

2
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断
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準
・
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法
必

要
な
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タ

4
-
1
. 
上

位
目

標
は

達
成

さ
れ

る
見

込
み

が
あ

る
か

。
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
終

了
の

3
～

5
年

後
に

、
５

支
局

内
の

保
育

園
に

お
い

て
実

技
か

ら
学

ぶ
保

育
が

定
着

す
る

か
。

（
代

替
指

標
）
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ン

タ
ビ

ュ
ー

（
C
/
P
、

保
育

士
、

隊
員

、
F
C
）

4
-
2
. 
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
目

標
は

上
位

目
標

の
達

成
の

結
果

も
た

ら
さ

れ
る

か
。

上
位

目
標

と
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
目

標
の

関
係

は
適

切
か

。
イ

ン
タ

ビ
ュ

ー
（
C
/
P
、

隊
員

、
F
C
）

4
-
3
. 
予

期
し

な
か

っ
た

プ
ラ

ス
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影
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は
あ
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上

位
目
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外
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正
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・
影
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文
献

レ
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（
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/
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マ
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